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１　パンツ少女





「フフ、フフフフフフフフ」

　十月のある日の放課後――。錦にしき織おりは微笑ほほえみながら廊下を歩いていた。

　窓から吹きこむ乾いた風でキンと冷やされた空気。ほんのり色づき始めた前庭の桜木の葉。冬を迎える準備を始めつつある紫し苑おん高校。だが、錦織が浮かべている微笑みは、そんな季節の変わり目の感慨とは無縁の、ニンマリとかニヤリとかいった効果音が似合いそうなものだった。

（おおっと）

　錦織は慌てて下を向いて顔を隠す。前からモップを持った掃そう除じ当番の女子生徒たちが歩いてきたからだ。薄ら笑いを浮かべているところなど、他ほかの生徒に見せてはいけない。

『優等生』として。

　そう。錦織は優等生。それも完全無欠。少なくとも彼を知る人間の間ではそういうことになっている。ニンマリ笑っているところなど、見せられるわけがない。

「とはいえ、ウフ、ウフフフ」

　女子生徒たちが通り過ぎると、錦にしき織おりは再び笑い始める。

（これが笑わずにいられるかっ！）

　右手に持つプリントをギュッと握り締める。プリントには『生徒会執行員コンスル選挙公示のお知らせ』と書かれてある。紫し苑おん高校の生徒会中枢を構成する執行員。その五人を選出する選挙が月末に行われるのだ。

「ついにきた。この時が」

　錦織はグッと奥歯を噛かみしめる。

　学園のトップになる。そのために入学以来、完全無欠な優等生を演じてきた。勉強も、部活も、元気な挨あい拶さつも、全すべてはその目標のため。生徒会執行員になるのはその一歩だ。

「思えば長い日々だった」

　錦織は懐かしそうに目を細める。全科目百点を取るための勉強。クラスメイトが嫌がりそうな雑事を進んで行う。それも嫌味にならないようにさりげなく。鏡の前でのスマイル練習をしすぎて、顔の筋肉がつりそうになったこともあった。

「だが、その努力が報われる日は近い」

　選挙対策は万全。成績、部活動、クラス委員としての仕事を通じて、新聞部や報道部などへのアピールも十分。一年生としてはずば抜けた知名度を誇ほこっている。

　全ては、秘密手帳『栄光の軌跡』に書かれた計画の通りに進んでいる。このままいけば選挙に勝てるはず。

（全ては順調だ。パーフェクトでコンプリート……、のはずなんだが）

　肩で風を切るように廊下を進んでいた錦織の歩みが急に遅くなる。ダラダラから、やがて肩を落としてトボトボという感じになった。

「はぁ――」

　ため息一つ。

　全て計画通り、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんなはずの錦織の学園生活。その中で、ただ一つ、想定外のことが。それは。

「輝夜かぐや真ま央お」

　その名前を口にしただけで自然とうな垂れてしまう。

　完かん璧ぺきな計画に影を落とすただ一つの失点。それは、魔王と呼ばれる女の子に秘密を握られてしまったこと。錦織の完璧な優等生っぷりがニセである証拠を握られた。

「あれさえなかったら」

　微み塵じんの心配もなく選挙に臨めたのに――。

　今も錦織は輝夜の待つ、通称『秘密基地』へ向かっている。『第？回・新世界構築会議』に参加するために。既に回数は主催者の輝夜ですら怪しくなっていた。

「やっぱあいつ、生徒会選挙に口を挟んでくるんだろうな？」

　選挙のことを知ったら輝夜が黙っているとは思えない。基本的にお祭り好きなのだ。

「何を言い出してくることやら――」

　考え始めると気持ちが沈んでくる。

「ってか、ヤベッ。このままじゃ集合時間に間に合わねえじゃん」

　遅刻したらどんなペナルティを申し渡されるか分からない。トボトボ歩きから、注意されない程度の軽い駆け足に切りかえる。

　職員室の前に差し掛かった時、

「失礼しましたーっ！」

　甲高い元気のよい声と一緒に扉が開き、女の子が飛び出してきた。すぐ目の前にだ。

「ワッ！」

　悲鳴を上げながら、錦にしき織おりは急制動をかける。

　遅かった。錦織は、飛び出して来た女の子に真正面から激突した。

「ドッカ――――――――――――――――――――――――――――ン」

　謎なぞの叫び声を上げながら女の子の体は小さく浮き上がると、ほんの少しだけ空くうを飛んで、タイル張りの廊下に尻しり餅もちをついた。

　錦織の方も意外なほど大きな衝撃に、ヨロヨロッとよろけた。

「ご、ごめん」

　錦織は倒れた女の子に近づく。見慣れない制服を着ていた。紺色のブレザーに白ラインのスカート。この近くでは見たことがない。

（来客か？）

　それにしては変だ。他校の生徒が一人で職員室から出てくるという状況に違和感がある。

「イテテ」

　女の子は痛そうに両手でお尻を撫なでていた。

「大丈夫？」

　手を伸ばす。キラリン。得意のハラグロスマイルが炸さく裂れつ。相手が来客でもぬかりはない。

「ぬぬ？」

　女の子が顔を上げた。

（あ、可愛かわいいな）

　卵を思わせるような小さな丸顔に、漫画から飛び出してきたかのような大きな瞳ひとみ。長い睫毛まつげ。口は綻ほころんだ小さな花弁を想像させる桃色。綺き麗れい目めが多いと評判の紫し苑おん高校でも、これほど可愛い女の子はそうはいない。なんとなく子犬を思い起こさせる女の子だ。

（ん？　あれ、この子？？）

　いつか、どこかで、見たことがある気がする。でも思い出せない。

（気のせいか）

　釈然としないまま、錦織は微笑ほほえむ。

「怪け我が、ないかな」

　できるだけ爽さわやかに言う。軽くぶつかって座りこんだだけだ。怪我をしているとは思えない。だが、選挙前のこのタイミングに、人身事故のトラブルは避けなくてはいけない。

　キラリン――。

　ハラグロスマイル第二射を発射。老ろう若にやく男なん女によを問わず、好印象を与える必殺技。だが、女の子は錦にしき織おり渾こん身しんの笑顔を完全に無視すると、

「わわっ」

　慌てた様子で尻しり餅もちで太ももが見えるくらいにめくれあがったスカートの裾すそを戻した。眉まゆ根ねを寄せて錦織を睨にらみつける。

「ぐるぐるぐるぐる――――――――」

　子犬が唸うなるような声を出し始める。

「えっ？　あの、なに？」

「ぐるぐるぐるぐる――――――――」

「？？？？」

「見――た――な―――――――――――」

　犯罪の現場を目撃された悪人のような声を出した。腹からくるような低いヤツだ。

「見たって何を？」

「パ―――――ン―――――ツ―――――」

　見たなー、と同じイントネーションだった。錦織はパタパタと手を振る。

「いや、見てない見てない。もう少しで見えそうな感じだったけど、アングル的に辛かろうじて見えてはいなかった」



    

  
    
      



    

  
    
      「じゃあ、やっぱり見たんじゃない！」

「なにがどう『じゃあ』で『やっぱり』!?」

　錦にしき織おりはブンブンと首を振って、必死に否定した。人身事故の上にセクハラとなると、もう選挙は戦えない。

「ヒドい。ママにも見られたことないのに」

「ホントに？」

「穢けがれを知らない純白のパンツなのに」

「この際、色は関係ないよ」

「パンツ見られたなんて噂うわさが立ったら、清純派アイドル路線で売り出せなくなっちゃう」

「いや、意味分かんないし」

「ぶう――――――――――」

　女の子は頬ほおを膨らませてベソをかいた。

（やばい。オレ、また地雷、踏んじまったのか？）

　錦織が拳こぶしを口に入れてしまうくらい困っていると、

「あっ」

　突然、女の子が声を上げて錦織を見つめた。立ちあがり、背伸びして顔を近づけてくる。

　鼻び腔こうをくすぐるいい匂におい。吸いこまれそうな大きな瞳ひとみ。錦織は思わずドキリとする。

「あっ、あっ、あ――――――」

　女の子は錦織を指差した。

「そうかっ。そういうことか」

「えっ、なに？　なになに？　なんに気づいたの？」

「それなら、パンツ見られても諦あきらめがつく！　むしろ歓迎する！」

「歓迎かよ。いや、ってか、見てないって」

「運命すら感じる！」

「う、運命!?」

　女の子は腕を組み、一人でウンウンと頷うなずいている。

「パンツを見られたこと、誰だれにも言わないから。とりあえず二人だけの秘密にしとくよ」

「いや、だから見てな――」

「都の『青少年健全育成委員会』にセクハラの被害届を出すのも止やめてもよいぞよ」

「そんなことするつもりだったの!?」

「安心して。もう大丈夫。あと、予定通り清純派アイドルとして売っていきます」

　女の子はニッコリ笑うと、スカートをパンパンと叩たたいて埃ほこりを払った。

「じゃあね、錦織くん。いや、むしろ“〝にしぽん”〟」

　女の子はクルリと回れ右すると、そのまま歩いていってしまった。錦織は呆ぼう然ぜんと立ちつくしたまま、女の子の背中を見送る。

「なんなんだあの女の子。なんでオレの名前を知ってんだ？」

　意味が分からないという風に、瞬まばたきする。

（でも、やっぱりどこかで見たことあるような）

　思い出せない。記憶のどこかにあるような気もするが、それを思い出すことを頭が拒否しているような感じがする。

（いや、気のせいだな）

　錦にしき織おりはブンブンと首を振る。

「でもオレ、地雷なら既に抱えているんだよな……」

　また輝夜かぐやのことを思い出して、錦織はまたブルーになる。会議には確実に遅刻だった。



　　　　☆



「最近、我々の活動は停滞しているっ！」

　輝夜の大きな声が飛んでいた。

　生物資料室の奥にある秘密基地。京都の住所のように表現すれば、『本校舎三階生物資料室上ル掃そう除じ道具入れ一番地』である。そこに輝夜以下、錦織、六りく道どう、米よね倉くらのフルメンバーが、中央に集めた机を取り囲むように座っていた。

「そんなに停滞してたっけ？」

「さあ、どうでしょう」

　六道が横の米倉に囁ささやき、米倉がコロコロと笑っている。

　各自の机に置かれた白磁のカップから湯気が上がり、紅茶とリンゴの香りが狭い部屋に漂っていた。中央には犬柄のティーコジーの被かぶせられたポット。米倉が家から持ってきた紅茶セット一式だ。

「むむ、サイクロン。意見がある時は挙手して大きな声で言うように」

　耳ざとい輝夜がギョロリと睨にらみを飛ばす。

「はっ、閣かつ下か。昨さつ今こんの我々の活動は活発の極みと小官は考えます。聖剣探索の合宿をしましたし、遊園地で漫才もいたしました。充実した夏だったと思いますが」

「もう十月だぞ。いつまで夏休み気分なんだよ」

　錦織が思わずツッコミを入れていた。

「はっ？　小官がでありますか？」

「他ほかに誰だれがいんだよ。ってかその喋しやべり方かたはどこで覚えてきたんだ？」

「最近はまっているゲーム」

　六道はテヘヘと笑った。

「いや、サイクロンの言うことには一理ある。確かに夏の頃ころは、我々の新世界構築活動は充実していた。結果はどうであれ、新世界構築のために邁まい進しんしていた」

　輝夜が厳おごそかに言う。

「しかしだ！」

　輝夜かぐやがバーンと机を叩たたく。茶器がカチャンと音を立てた。

「お茶がお茶が」

　米よね倉くらが慌ててカップからこぼれたアップルティを、ハンカチで拭ふく。

「九月に入ってからはどうだ。サイクロンが大だい豆ずを食べて、私が剣術の訓練を始めたくらいではないか。新世界構築などという覇は業ぎようは到底進まないっ！」

　声を荒らげる。今日はいつも以上に真剣に怒っている感じだ。

「今回の停滞の原因は……」

　ギロリと錦にしき織おりを睨にらみつける。

「参謀のハラグロがただの一回も作戦を起案してこなかったからだ。ヌハア」

　おぞましい声を上げながら、錦織に向けた両手をユラユラと揺らす。

「そういう呪のろいでもかけるような仕草は止やめろ」

「私に呪いをかけることができたら、とっくにお前にかけている」

「そこまで言うか」

　錦織は肩をすくめる。夏休みが終わって以来、輝夜にいつフォローされるかとビクビクしてはいたのだ。

「それで、実際のところなにか案はあるのか？」

「ギクッ」

「ああ、分かっている。ハラグロのことだ。どうせなにも考えていないのだろう？　私だって分かっているのだ」

　輝夜は心底残念そうに首を振る。長い黒髪がユラユラと揺れた。

「はっきり言おう。ハラグロにはガッカリだ」

「ガッカリとか言うなよ」

「いや、心底ガッカリだ。失望した。そして、お前の才能を信用した私がバカだった。本当に情けない。情けなくて泣きたくなる」

　輝夜は力なく椅い子すに座る。机に肘ひじをつき、両手で顔を覆った。プルプルと肩を震わせる。

「お、おい、閣かつ下か？」

「……」

「え、え、マジ泣き!?」

　錦織は立ち上がると、動揺したように六りく道どうと米倉の方を見た。六道と米倉も残念そうに首を振っている。

「あ――あ、錦織くん、閣下を泣かせちゃった。酷ひどいんだ」

「酷いですね」

「いや、でも、オレ、そんな悪いことしたか？」

「何もしなかったことが悪かったのだと、小官は考えますが」

「ってかその喋しやべり方かた止めろ」

　錦にしき織おりは輝夜かぐやを見る。顔を覆ったまま、まだ肩を震わせている。六りく道どうと米よね倉くらに視線を戻すと、どうにかするようにと目で合図をしてきた。錦織は唇を噛かみしめると、輝夜に近づいていく。上体を屈かがめて、輝夜に顔を近づける。

「その閣かつ下か」

「…………」

「オレが悪かった」

「…………」

「オレは一応、参謀という肩書きでありながら、ここ最近、ただの一回も作戦を練らなかった。冗談のような子こ供ども騙だましのような作戦でも、閣下にとっては大切なことだもんな」

「…………」

「これからはもうちょっと、作戦を練るようにするからさ」

「本当……だな？」

　輝夜は顔を隠したまま、震える声を出した。

「ああ。こんこんと水の湧わき出だす泉のように作戦を出し続ける」

「本当だなっ！」

　大声で叫ぶと、輝夜はガバッと手を離して顔を上げた。

　獲物をしとめた狩人かりゆうどのようにニヤリと笑っていた。涙が溢あふれていたはずの瞳ひとみはギラギラと嫌な光を放ち、涙が伝っていたはずの頬ほおはテカテカと輝かがやいていた。

「お、おまっ、嘘うそ泣なきかよ！　いつからそんな乙おと女めちっくな技を!?」

　錦織は頭を抱えて、六道たちの方を見た。二人とも口に手を当てて笑っていた。女の子同士だからか、嘘泣きを見破っていたようだ。

「覇は王おうはこの程度の腹芸ができなくてはいけないのだ！　ははっ、かかったなハラグロ！」

「泣き真ま似ねする覇王なんて、聞いたことがないっつーのっ！」

「四の五の言うな！　とにかくお前は作戦を出すと言った。それも次々と。さあ、出せ。どんどん出せ。こんこん湧き出せ！」

　輝夜は立ち上がると、錦織の頭を掴つかんでシェイクした。

「やめれー。オレの貴重な脳みそを液状化させる気か」

「だったら出せ。今すぐ出すのだ」

　錦織はヘアスタイルを直しながら、ボソリと口を開く。

「実は作戦、というか、この停滞した状況を打破する方法がなくも……ない」

「ほう、それは？」

「…………」

「なぜそこで黙る」

「いや、その」

　この話だけはしたくなかった。

「そのさ。前に立てた計画だと、閣下は紫し苑おん高校を市街地攻略の橋きよう頭とう堡ほにするんだよな。そのために生徒会を支配下におくのでいいよな」

「ああ、問題ない」

「実はオレ、生徒会の執行員になる予定なんだ」

「敵に寝返るつもりか!?」

「最後まで話を聞けよ。オレが生徒会に入って支配することができれば、どうだ。事実上、生徒会は閣かつ下かのもの、ということになるだろ。題して『錦にしき織おりくんを生徒会へ入れさせよう大作戦』だ」

「『錦織くんを生徒会へ入れさせよう大作戦』……だと？」

　輝夜かぐやは腕を組んで、思案げな表情を浮かべる。

「しかし、大胆だな。ハラグロが私の仇きゆう敵てきである生徒会に入るとは」

「そんな驚くことか？　オレは以前から生徒会に入るって言ってたじゃないか」

「ほう。それはつまりハラグロは個人的な願望から生徒会に入るだけであって、新世界構築の作戦とは関係ない、ということではないのか？」

「うっ」

　ジロッと睨にらむ輝夜に、錦織は一歩ひいた。

「個人的な事情を新世界構築の活動のために活用したいって、ことですよね？」

　米よね倉くらがフォローを入れた。

「そうそれ。そういうこと！」

　グッドジョブ、米倉。ナイスアシスト。今日もセクシーだねっ！　錦織が頷うなずきながら米倉にウインクすると、嬉うれしそうに頬ほおを赤く染めていた。

「う―――む」

　輝夜が納得がいかない、というように唇を結ぶ。

「どうやって生徒会に入るのだ？　あのテケテケとかいう会長に入会届けを出すのか？」

「テケテケじゃなくて、スタタタの松まつ島しま先輩な。あと、入会届けじゃ入れなくて選挙で選ばれないと生徒会には入れない」

「ほう、選挙」

「ほいっ。これが説明」

　錦織は持って来ていた『生徒会執行員選挙公示のお知らせ』を机の上に置く。

「なるほどなるほど」

　輝夜は目を皿のようにして読みながら頷いていた。

「選挙と聞くと、私も出たくなってくるな」

　錦織はゲッと頬を引ひき攣つらせる。

「いや、いや、いや」

　首をブンブンと振る。

「生徒会に入るのは閣下の臣下であるオレ一人で十分だって」

「そうか？　二人とも入ることができれば生徒会を支配しやすいじゃないか」

「立候補すれば必ず入れるってわけじゃないんだぞ」

「なに？　ハラグロは私が選挙に落ちると言いたいのか？」

　輝夜かぐやは結んでいた口をさらにすぼませた。

「いやいや、そうと決まったわけじゃないんだが、なんというか……」

「閣かつ下か。ここは錦にしき織おりくん一人に任せた方が、確実に生徒会に入れるかと思いますが」

　米よね倉くらが手を挙げた。

「どうしてだ？」

「二人が立候補すれば票が閣下と錦織くんに分かれますから。下へ手たをすれば二人とも落選。でしたら戦力は集中させた方が有利かと」

「なるほど。確かに戦力分散はよくないな」

　輝夜は納得したように頷うなずく。

「分かった。ならば生徒会戦略はハラグロに任せる。『錦織くんを生徒会へ入れさせよう大作戦』を認めよう」

　錦織はホッと胸を撫なでおろす。

「そうと決まれば、我々は全面的にハラグロの選挙活動をバックアップする」

「いや、いいって。オレ一人でも大丈夫だって」

　錦織は手をパタパタとさせた。

「生徒会選挙を舐なめるなっ！　あれはそうそう勝てるものじゃないんだぞ」

「さっきまで選挙の存在すら知らなかっただろ!?」

「事務所はどこに作ったのだ？」

「事務所？」

「選挙事務所だ。あれを作らなければ選挙は始まらない」

「いや、始まるよ。ってか、生徒会選挙に事務所はいらない」

「だったら選挙カーは？　ちゃんと用意したか？　ウグイス嬢付きでな」

「それもいらない！」

「私は新世界の覇は王おうになるために、一応、現代の覇王選択手法である“〝選挙”〟のシステムについて調べたことがある。その時知ったのだが、選挙には三つのバンがいるらしいぞ。それは用意したか？」

「地盤、看板、鞄かばんだろ？　ってか、それも生徒会選挙には当てはまらない」

「くっ。私の知る選挙の常識がまったく通用しないとは。生徒会選挙は特殊なのか!?」

　輝夜は焦りの表情で唇を噛かみしめていたが、突然、ビシッと空くうを指差した。

「これより基地内に選挙対策本部を設置する！」

「選挙対策本部!?」

「ハラグロの選挙活動をこの場所から全面的に支援するのだ」

「支援ってなにすんの!?」

　輝夜は六りく道どう、米倉たちの方を向く。

「サイクロンに選挙に関かんする情報収集担当を、セクシーに後方支援担当を命じる」

「拝命いたします」

「拝命いたします」

　立ち上がった六りく道どうと米よね倉くらが、コメカミに手を当てて敬礼ポーズをとる。

「そして選挙対策本部の総指揮は私が執り行う。いいな、ハラグロ？」

「いや、いいなって言われても……」

「安心するがいい。我々が全面的にバックアップして、必ずやお前を生徒会長の椅い子すに座らせるからな」

　輝夜かぐやが錦にしき織おりの肩に手を置いて、慈悲深い笑みを浮かべた。

「いやその、バックアップとかなくても、勝てる予定なんだけど」

「一大勝負の前で不安な気持ちは分かるが、全すべて私に任せてくれればよいのだ」

「……」

　むしろ引ひっ掻かき回まわされて勝てる選挙を落とすことが不安だ、とはなかなか言えなかった。錦織は輝夜に選挙のことを話したことを悔やみながらうな垂れると、

「どうにでもしてくれ」

　と呟つぶやいた。



　　　　☆



「いよいよ選挙ね！」

『ハラグロ選挙対策本部』が設置された翌日。登校してきたばかりの錦織が、朝の冷たい空気に体を震わせながら紫し苑おん高校の門をくぐろうとしていると、後ろから声が飛んできた。

　立ち止まって振りかえる。朝日に照らされて輝かがやくフワフワの明るい色の髪が目に入った。大きな瞳ひとみが強い眼光を放っていた。

「おはようございます。生徒会長」

「おはよう、錦織くん」

　紫苑高校第四十八代生徒会長松まつ島しま美み紀きはニッコリと微笑ほほえむ。美紀の後ろでは、生徒会書記の後ご藤とう舞まいが「おはよう」と、唇を綻ほころばせていた。

「私たち、これから生徒会室まで行くのだけどつき合う？　お茶くらいなら出せるわよ」

「すみません。これからクラス委員の仕事があるので。ただ、生徒会の建物までつき合わせていただきます」

「よろしい」

　美紀は嬉うれしそうに頷うなずいた。

「立候補の届けは？」

　並んで前庭を歩いていると、美紀が横目で錦織の顔を見ながら言った。

「受け付けが開始したらすぐに行こうと思います」

「立候補者のポスターの掲示は届け出順だから。例年、一番は奪い合いになるわよ」

「それには参加しません。一年生だしあんまりガツガツいったら印象悪いかなあと」

「うん。私もそう思う」

「当選する人はポスターに関係なく当選するしね」

　美み紀きと舞まいの言葉に、錦にしき織おりはホッとした。

「あのね」

　美紀がチラチラ、錦織の顔を見ながら言う。

「生徒会にプッシュした私が言うのもなんだけど、錦織くんのような今の一年生つまり新二年生が生徒会のメンバーになるのは結構、大変よ。大半が新三年生だから」

「心得ています」

「実際、今の生徒会の執行員メンバーは全員三年生。副執行員は全員二年生だけどね」

　選挙で選出された執行員が、自分の仕事を補佐させるために副執行員を指名することができる。そして、大たい抵ていの場合、副執行員がそのまま選挙で信任されて、正に昇格するのだ。

「本当は、美紀が錦織くんを副執行員に選ぶことができればよかったんだけど」

「そうなのよ。生徒会長は副を指名できないなんて、誰だれが決めたのよ」

　美紀が口の先を尖とがらせる。

　生徒会運営要よう綱こうでは執行員の代表である生徒会長だけは、補佐職をおけないことが明記されている。執行員の中でも権限の大きい生徒会長職の派閥化を防ぐためだ。

　執行員は、生徒会長、副会長二名、会計、書記の合計五名。つまり、その五つの枠の内、四つは事実上埋まっているため、残り一つを巡って選挙戦が繰り広げられることになる。

「生徒会長の推薦を頂いただけで十分です」

「副執行員が落選することもあるんだけど、例年、選挙をしても勝てそうな人気も実力もある人が指名されるから。今年もそうなると思うわ。つまり空いている席は一つ。そこを錦織くんは狙ねらうのよ」

「はい」

　確かに枠は一つ。だが、錦織が生徒会に入るには一つあれば十分。気になるのはライバルとなる候補者だ。錦織の極秘調査によると、立候補の可能性のある人物は二年生の二人。だが二人ともそれほど目立つ生徒ではない。生徒会長の推薦と一年生随一の知名度を誇ほこる錦織なら、十分に勝てる相手だ。

「副執行員以外の立候補者、生徒会長はご存じですか？」

「その辺の情報はあんまり聞こえてこないわね。案外、副執行員と錦織くん以外に誰も立候補しなくて、無投票で当選なんてこともあるかも」

「そうだとラッキーですが」

「過去には予想外な人が立候補して、本命と目された人を破って当選、なんてこともあったから。あんまり気を抜かない方がいいかな」

　舞が少しイジワルな笑みを浮かべる。

「もう。また舞まいが不安を煽あおるようなことを」

「いや、その通りだと思います」

　前庭を横切り、銀杏いちように囲まれた生徒会室のある建物の前まで行く。煉れん瓦が造りの建物の前まで来た時、美み紀きが急に立ち止まった。

「錦にしき織おりくん、あのね」

　キョロキョロと辺りを見渡す。目を大きく見開くと、同じように足を止めた錦織の顔を見つめる。顔を真まっ赤かにして、錦織の手を両手で包むように握る。美紀のスベスベの手の感触に、錦織はドキリッとした。

「私は錦織くんに生徒会メンバーになって欲しいと思っている」

　耳まで赤くなった顔がプルプルと震えていた。錦織もほんの少し頬ほおを染めながら、「はい」と答えた。

「あなたはそれだけの能力と資質を持っている」

「あ、ありがとうございます」

「それに、あなたなら魔ま王おう女おんなから生徒会を守ることもできると思う」

「……」

　錦織は無言で頷うなずきながら、思わず舞の方を見やる。舞は瞳ひとみを糸のように細めながら、意味ありげに笑っていた。

「だからなんとしても選挙に勝つの！　絶対に勝って！」



    

  
    
      



    

  
    
      　美み紀きは握る手にギュッと力をこめて、紅葉もみじを散らした顔を錦にしき織おりへ近づけた。

「ご期待に添うようがんばります」

　錦織は胸を動どう悸きさせながら、大きな声で答えた。

「生徒会室で待ってるわ」

　美紀は手を離すと勢いよく回れ右した。ものすごい速さのスタタタ歩きで、生徒会室のある建物へ入っていく。

「頑張ってね」

　舞まいは笑みを湛たたえたまま言う。

「美紀を悲しませるようなことがないように」

「は、はい」

　今度は別の理由でドキドキした。

（不発弾なら舞さんだって持っているんだよな）

　錦織の本性だけでなく、輝夜かぐやとの関係まで知られている。今のところ大丈夫だが、舞がその気になればいつでも錦織を破滅させることができるのだ。

「そうそう」

　生徒会室へ足を向けていた舞が、思い出したように振りかえった。

「そういえば錦織くん、Ａ組だったよね？」

「そうですけど」

「今日、転校生がくるはずよ」

「転校生？　この時期に珍しいですね」

「女の子だって。都外から」

（まさかな）

　さすがにそんな偶然はないだろうと思いながら、錦織は脳裏に前日、職員室の前でぶつかった女の子の顔を浮かべていた。





「よろしくお願いいたします！」

　担任の山やま北きたと一緒に現れた女の子は、黒板に大きく『弓ゆ削げ満月みちる』と書かれた名前の前で勢いよく頭を下げた。

　弓削満月。“〝ゆげ・みちる”〟と読むらしい。

（おい、可愛かわいいよな）

（う、うん）

　男子たちが囁ささやきあっていた。女の子たちからも「可愛い」という感想が聞こえてくる。そんな教室の中で錦織ただ一人が、顔を強こわ張ばらせていた。

（やっぱりあの子だったのか……）

　職員室の前でぶつかった、少々言動のおかしかった女の子。ふんわりとした長い髪。今日は紺色のブレザーではなく、紫苑高校の制服を着ていた。

　スッ――。

　錦にしき織おりは机の下で手を伸ばし、シャツの袖そでから“〝エア”〟手帳を取り出す。実際には何も出てこないのでどこから取り出してもよい。口から、背中から、ズボンのチャックからでも出せるのに敢あえて袖からなのは気持ちの問題である。

（弓ゆ削げ満月みちる――）

　手帳に転校生の名前を書きこむ。脳内の計算機が高速で回りだす。

（ルックスはＳＳ級、性格も明るそうで誰だれにも好印象を与えそうだ。喋しやべり方かたには癖くせがあるが、あれだけ可愛かわいければ男子にも女子にも人気がでそう――と）

　流れるような手の動きで手帳に書きこんだ。

「はいはいは――い。弓削ちゃんは前の学校ではなんて呼ばれていましたかー？」

　バスケ部所属の相あい沢ざわが手を挙げていた。

「みっちー、またはみっちゃんって呼ばれていました」

　弓削が笑った。真っ白な歯がキランと輝かがやいていた。

　その瞬間、錦織の顔に緊張が走った。

（あ、あの笑顔はっ！　まさか、アイドルスマイルかっ！）

　大きく開かれた目、小さく綻ほころんだ唇、少しはにかんだように赤らめた頬ほお。細部まで行き届いた完かん璧ぺきな作り笑顔。

（あれは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで、できるようになるもんじゃない。ましてや自然にできるものでは絶対にない！）

　紫し苑おん高校へ入学前、鏡の前で毎日スマイルの練習をして習得した錦織だからこそ分かることだった。

（しかも足は微妙に前後させたモデル立ちかっ！）

　背筋もビシッと伸びていて、実際以上にスラッとして見える。

　ガクガクガク。錦織は武む者しや震ぶるいした。

（間違いない。この子は――）

　自分と同じタイプの人間。クラスの人気者になるために努力を惜しまない性格だ。

「すごく可愛い子だよね」

　隣の席から六りく道どうが小さな声で話しかけてきた。

「うん」

「人気者になりそう」

「そうだな」

「半年間、六道が守り続けてきた一年Ａ組の人気者ナンバーワンの地位に異変が!?」

「守る前にまずなろうぜ人気者ナンバーワン」

　六道のボケを無視して、錦織は彗すい星せいのように現れた転校生を見つめる。

　他ほかの男子や女子からも弓削に次々と質問が飛んでいた。

　趣味は刺し繍しゆう、前の学校でやっていた部活は手芸部、好きな食べ物はカレー……。クラスメイトたちが弓ゆ削げのことを知ろうと思っている。それは人気者になる可能性のある証あかしだ。

　錦にしき織おりはエア手帳に弓削のプロファイリングを書きこみながら、唇を噛かみしめていた。

（一年Ａ組のトップアイドルはオレだ――）

　胸の中にポッと炎が灯ともる。

　もともとみんなにチヤホヤされたいから“〝完かん璧ぺきな優等生”〟をやっている。生徒会を目指しているのはそのためだ。磐ばん石じやくなはずの人気者の地位を脅おびやかす女の子の登場に、錦織は内心、穏やかではない。

「まだまだ質問もあるだろうが、続きは休憩時間に」

　山やま北きたによって転校生への質問会は中断される。

「弓削の席だが――、ええっと、あそこだな」

　錦織の隣の席を指差していた。六りく道どうのいる席の反対側。一部の男子生徒から幸運なクラス委員に向かって、小さなブーイングが上がる。

「あ、にしぽん！」

　錦織を認識した壇上の弓削が、パンと手を叩たたいた。

「ん？　なんだ知り合いか？」

「はいっ。この前、転校の挨あい拶さつに来た時、廊下でぶつかって」

　弓削は恥ずかしそうに赤らめた頬ほおを両手で押さえた。

「尻しり餅もちついた関係でパンツ見られちゃいました。てへっ」

「なにぃ――――!?」

　一部の生徒から怒りの声が上がる。

「てめぇ錦織！　転校してきたばかりの女子のパンツをのぞくとはなんて羨うらやましい、いや不ふ埒らちなことをしやがる！　クラス委員だからってやっていいことと悪いことがあんだぞ！」

「錦織くんてそんな人だったんだ」

「いやいや」

　錦織は困惑した表情で手を振った。

「ぶつかったのは本当だけど、スカートの中身までは見えてない」

　爽さわやかに否定する。野や次じを飛ばしている連中も、本気で言っているわけじゃない。軽く否定するだけで十分。必死な方がかえって怪しまれる。

　また「破は廉れん恥ちカンカン！」などとテンションを上げていたら嫌だなと思い、錦織は輝夜かぐやの方にチラリと目をやる。だが、机の上に豪快に突っ伏して寝ていたので、ホッとする。

「そっか。ホントに見えなかったんだね。惜しかったね」

　弓削はコロコロ笑うと、クラスメイトたちの視線を一身に集めながら、自席へ向かう。

（何が見えなかったんだあ、だよ。あの時、何度もそう言ったじゃんよ）

　錦織はコメカミの下の辺りをピクピクさせる。

（はっ、まさか。オレから人気者ナンバーワンの座を奪うための作戦か？）

　弓ゆ削げの顔を見ていると、そんな気さえしてきた。

　錦にしき織おりの横まで来た弓削が、邪気のない笑いを浮かべて錦織に手を伸ばしてきた。

「今日からよろしく、にしぽん」

「よろしく」

　握り返す。スベスベの手。以前も感じたように、体つきの割に握力が強い。

「錦織ー！」

「はい」

　山やま北きたの声に、錦織は素早く優等生モードに戻る。

「クラス委員として弓削に学校案内を頼むわ」

「――。分かりました」

　答えるのに一瞬間まがあったのは、気が進まなかったからだった。
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　放課後、掃そう除じから戻って来た錦織は教室に入ってすぐに足を止めた。自席の近くにクラスメイトたちが集まっていた。正確には隣の、弓削の席の周囲にだ。

　集まった生徒たちの中心で、弓削は次々と飛んでくるクラスメイトの質問に笑いながら答えていた。

「すごい人気だねえ」

　米よね倉くらと一緒に掃除から帰ってきた六りく道どうが、感心するような声を出していた。

「放課後、取り巻きができるといえば、錦織くんだったのにね。元祖取り巻きメイカーの心境はいかに？」

「いやな称号だな取り巻きメイカー」

「実はちょっと焦ってたりして」

「いや、んなことはないって」

　と答えつつ、実は弓削の人気っぷりに驚いていた。転校初日のせいもあるだろうが、弓削のこの人気は凄すごい。他クラスの男子生徒の姿さえある。

「ホント、すごい人気」

　米倉がニコニコと微笑ほほえみながら言う。大人しい性格なので目立たないが、米倉もファンクラブができるくらいの人気者だ。

「まったく、けしからんことです」

　時代がかった喋しやべり方かたで、男子生徒が米倉に近づいてきた。米倉愛あいファンクラブ“〝アイ・ラブ”〟会員番号０００番・西にし村むら慶けい太たである。

「『アイ・ラブ』のメンバーでありながら、あのような取り巻きに参加する者が多いのです。まことに不届き千万！」

　西村の言葉通り、弓削を取り囲んでいる者の多くは米倉ファンクラブに属している男子生徒だった。西にし村むらのような会員番号一桁けたのコアなメンバーではなく、どちらかといえばミーハーな連中だ。

「あいふぉんというものがありながら、ちょっと可愛かわいい転校生が来たらすぐ乗り換える。ちょっと弛たるんでるんじゃないの？」

「まったくです」

　六りく道どうと西村が頷うなずきあっている。

「そんなものです」

　米よね倉くらが悟ったように目を伏せた。

「頼んでもないのに勝手にファンクラブを作り、流行が終わったら辞めていく。ファンクラブってそんなものです。中学校の時もそうでした」

　張りついたような微笑ほほえみを浮かべてサラリと言う米倉に、西村が頬ほおを引ひき攣つらせる。

「し、至急、綱こう紀き粛しゆく正せいにつとめます」

　敬礼ポーズをして、廊下に飛び出していってしまった。

「にしぽーん」

　突然、取り巻きの中心で、弓ゆ削げが錦にしき織おりに向かって手を振った。

「ほら、呼ばれてるよ、クラス委員」

「う、うん」

　六道に肩を押されて送り出されると、錦織は取り巻きの間を通って弓削に近づいていった。またパンツの話か、と少し警戒する。

「なに？」

「あのね」

　椅い子すに行儀良く座った弓削は、錦織に向かって顔を上げた。

「先生の言っていたオリエンテーションなんだけど」

　猫のように丸めた口の下に指を当てて、上目遣いで錦織を見る。

「これからとかありでしょうか？　早めに学校のこと、知っときたいかなって」

「あ――、別にいいけど」

「わ――い」

　大おお袈げ裟さに手を叩たたいて立ちあがる。髪留めのリボンがフワリと浮いた。

「じゃあ、ちょっとにしぽんに学校を案内してもらってくるね」

　得意のスマイルを浮かべて、取り巻きたちを見まわした。

「錦織、みっちーに変なことすんなよ」

「ハハ、するわけないだろう？」

　取り巻きたちの発言を軽く流しながら、錦織はコメカミをピクピクさせた。

「じゃあ、お願いします」

　弓削がペコリとお辞じ儀ぎをする。錦織は耳の後ろを掻かきながら頷いた。





　一学期のオリエンテーションの時と同じ順番で、錦にしき織おりは弓ゆ削げに学校を案内することにした。

「ここが図書室」

「ほー、ここが」

「図書カードは明日にでも発行されると思う。借りられる本は一回につき三冊まで。期限は二週間だから」

「なるほど。一回に三冊、期限は二週間。メモメモ」

　弓削は錦織の説明をピンク色の小さな手帳に書いていく。

（あの手の動き、かなり手帳慣れしているよな）

　錦織がエア手帳に書きこむスピード並みの速さだ。

「じゃあ次は保健室」

「はーい」

　廊下を並んで歩き出す。時々、すれ違う生徒が、弓削を見ていた。背筋を伸ばして歩く弓削の容姿が目を引くのだ。

　今日一日、授業中、隣の席から何度か横目で確認したが、確かに可愛かわいい顔立ちをしている。小顔を引きたてる濃くならない程度に施された化粧。輝夜かぐやや米よね倉くらも美人だが、二人とも化粧はほとんどしないので華やかさの点で弓削が勝まさっている。

（おまけに明るい性格に、キラリン笑い。そりゃ、人気になるぜ）

　錦織は軽く唇を噛かむ。

「ねえねえ、にしぽん」

　無言で前を向いて歩いていると、弓削が話しかけてきた。なんだか興味深そうに、大きな瞳ひとみで瞬まばたきしている。

「にしぽんって、家、みどり台だよね？」

　また弓削が話しかけてきた。表情をうかがうように、横から錦織の顔を見ている。

「ん？　そうだけど？　なんで知ってんの？」

「クラスの人から聞いた。実はあたし、ちっちゃい時はあの近くに住んでたんだ。おじいちゃんの家があって」

「へえ」

「そっか、やっぱりそうなんだよね。間違いじゃないんだよね」

　弓削は何かに納得したように頷うなずいている。

（もしかして、オレの名前を知っていたことと関係あるのか？）

　初めて出会った時のことを思い出した。

　またしばらく無言で歩いていると、

「ねえ、にしぽん」

　弓削が顔をのぞきこんできた。

「なに？」

　チラリと一いち瞥べつして、また前を向く。

「にしぽんって、結構、無口だよね」

「そう？」

「だって、さっきからあたしに事務的な話しかしてくれないような」

「ごめん。オレ、あんまり口数が多い方じゃなくて」

「も、もしかして、にしぽん……」

　弓ゆ削げは、押し殺した声を震わせる。

「あたしのことが、なんかウザかったりする？」

「い、いや、そんなことないって」

「パンツを見たことを公開されて、あたしのこと、ホントは憎んでるんだ。コンクリート詰めにして海に沈めたいと思ってるんだよね」

　シクシクと目に手を当てて泣き真ま似ねをし始めた。

「思ってないよ！　ってか弓削さん、発想が怖いよ」

「でも、だって……、なんだかにしぽん、態度が冷たいし」

　目から手を離すと、今度は頬ほおを膨らませる。

「オレは誰だれに対してもいつもこんな感じ」

「まさか、あたしのパンツを見てしまったことに良心の呵か責しやくを覚えて、自然に接することができないとか？」

「ない。そもそも見てないし」

「じゃあどうしてそんなにツンツンなんだよー。男がツンデレしてもウザイだけです」

「いや、ですって、言われても。ツンツンしてないし、これからデレもしないって」

「ほら、やっぱり、なんか冷たい」

「オ、オレはクールキャラだから。初めてだとちょっと冷たく感じるかもね」

　錦にしき織おりは少し慌てながら答える。もしかしたら弓削の人気の高さに少々、ピリピリし過ぎていたかもしれない。

　保健室の横を通って場所を教えると、渡り廊下を通って講堂へ向かう。

　弓削が突然、立ち止まった。

「にしぽん、あの建物は？」

　煉れん瓦がの建物を指差す。

「あれは生徒会の建物。生徒会室があの中にある」

「さすが歴史のある紫し苑おん高校生徒会。いいところで仕事やってるね」

　弓削がキラキラと耀かがやかせた目を、生徒会室へ向けていた。

「あたしもあんな所で生徒会の仕事をやってみたいなあ。中学生の時は生徒会長をやっていたんだよ」

「そうなんだ」

　クールに答えながら、錦にしき織おりはエア手帳に弓ゆ削げのプロフィールを書き加える。

（将来、生徒会長の座を巡って戦うなんてこともあるかもしれない）

　そんな風に考えると、思わず体中が強こわ張ばった。

「そういえば、聞いたよ。錦織くん、生徒会の選挙に出るんだよね」

　弓削は、興味たっぷりな様子で大きな瞳ひとみを一際大きくして、錦織の顔を見つめてきた。

（もしかして、探りを入れているのか？）

　錦織はゴクッと唾つばを飲む。ここはさりげなく答えて、尻尾しつぽをださないようにしないと。

「まあね」

　できるだけ爽さわやかな感じに答えた。

「凄すごいね。一年生で生徒会かあ」

「いやいや。まだ選挙に勝ったわけじゃないから、それは気が早いよ」

　クールに肩をすくめてみせる。

「でも勝ちそうなんでしょ？」

「さあ、どうだろう」

「でもクラス委員の選挙だって、楽勝だったって」

「クラス委員と生徒会じゃ難しさが違うからね」

「とかなんとか言いながら、自信があるんじゃない？」

「どうかな」

「将来は生徒会長を目指していたりして」

「目指してなれるものじゃないから」

「クラスのみんなは、結構当選はかたい、みたいなこと言ってたよ」

「へえ、それは光栄だね」

「でも少しは興味あるんじゃない？　生徒会長の椅い子すに」

「いや、まったく。ぜんぜん」

「本当かなあ？」

「うん、ホントだよ」

「…………」

「…………」

　短い沈黙の後、急に弓削の体がブルッと震えた。

　それと同時に。

「あ――もう。いい加減イライラしてきたっ！」

　急に弓削が叫んだ。短いスカートの裾すそが跳ねあがるくらい足を上げて、地じ団だん太だを踏みはじめた。

「えっ？　なに、突然？」

　錦織は弓削の態度の豹ひよう変へんに慌てた。

「もう、にしぽん、ダメ。ぜ――んぜんダメ！」

　弓ゆ削げはブンブンと髪を揺らして首を振る。ビシッと錦にしき織おりを指差した。

「ダメってなにが？」

「さっきから無理にクールぶってるのが見え見え。キモいよ！　むしろキモッ！」

「そんな二回も言わなくても！　ってか、クールぶってる、オレが？」

「ホントは生徒会長になりたくてなりたくて堪たまらないんでしょ！」

　弓削は錦織へ向けた指を指揮者のように動かした。

「えっ？　いや、そんなこと」

　錦織はコメカミを引ひき攣つらせた。

「最初見た時から、変だなと思っていたけど、一緒に話してみて、確信した。にしぽんがニセモノだってこと」

「ニセモノ？」

　ドキリ。

「ニセモノ優等生なんでしょ？」

「!!」

　ドキリ――。

「それって……、どういうこと、かな？」

　錦織は頭を真っ白にしながらも、動揺を見せないよう笑顔を作った。

「どんなにクールぶってもニセモノだって、あたしには分かるんだよ。本当はお喋しやべりだし、割と不ふ真面目まじめだし、四六時中エッチなことも考えているのだ！」

「断定口調!?」

　錦織は裏声で叫んだ。

（なんで、バレた？　全然、そんな様子は見せていないはずなのに！）

　唇を噛かみしめる。足が震え出すのを必死で抑えた。

「ゆ、弓削さんが何を言っているのか、僕にはさっぱり……」

「惚とぼけてもダメだよ。あたしは絶対に誤ご魔ま化かされない」

　弓削はブンブンと首を振る。その目は確信に満ちていた。

「ど、ど、どうして、そんな風に思った、のかな？　ニ、ニセモノ優等生だなんて。どの辺が嘘うそっぽいの？」

　錦織はコメカミの汗を手で拭ぬぐった。

「弓削さんは、きょ、今日転校してきたばかりだし、そんなすぐに分かるとは思えないのだけど。なんかニセモノっぽい雰囲気を、だ、出してたかな？」

　言われたことを肯定はせずに、質問だけする。

「そんな雰囲気は出てなかったよ。たぶん、ほとんどの人は分からないと思う」

　弓削は下唇に指を当てる。

「それでも、あたしには分かるんだ」

「な、なんで？」

「なぜかと言うと」

　弓ゆ削げは声を低めた。

「言うと？」

「なぜかと言うと、あたし、昔の錦にしき織おりくんのこと、知っているから」

「!?」

　錦織は目を大きく見開いた。

　小さい時の自分を知っている？　どういうことだ？

　説明をもとめるように、呆ほうけた顔を弓削へ向ける。弓削はフフフと小さな笑みを口元に浮かべている。

「あたしの顔を忘れ――、いや、ハラグロさに目が眩くらんで余よの顔を忘れたかあーっ!!」

「わざわざ時代劇風に言い直した!?」

　ツッコミを入れつつ、錦織は弓削の顔をジックリと見つめた。

（!?　も、もしかして！）

　見つめている内に錦織のコメカミや額から冷や汗が出てきた。顔色が真まっ青さおになり、体が小刻みに震え始める。

「ま、まさかっ！　弓削さんって」

　震える手で弓削を指差した。

「みっちゃん!?」

「ニヤリッ！」

　弓削が真っ白な歯をキラリンと光らせた。

「いや、ニヤリはいいから……。どっちなの!?」

「ニヤリ、というのはそうだって意味だよ」

「やっぱ、そうか、そうなのかああああああああ」

　錦織は頭を抱えてその場に座りこむ。

　みっちゃん。それは錦織の人生で最大のトラウマ……。

「思い出してくれたんだあ」

　弓削が嬉うれしそうに目を細める。

　忘れられるわけがない。錦織がハラグロ人生を歩むきっかけになった、“〝初恋”〟の相手なのだから。

「まさかみっちゃんと、また会うことになるなんて」

　錦織の頭の中を幼稚園時代の思い出が走そう馬ま灯とうのように走りぬける。

　女の子にもてはやされたあの頃ころ。でも、一番、可愛かわいかったみっちゃんとばかり遊ぼうとした自分。その結果、他ほかの女の子たちに囲まれて暴行された。それも、腕っぷしの強かったみっちゃんの代わりとかいう理不尽な理由で。

　そして、道路に立ち尽くし、みっちゃんを乗せた引越しトラックを見守る自分……。

　それ以来、錦織は特定の人物と親しくなるよりも、みんなからチヤホヤされたいと思うようになった。

「いや、でも、ほんとに弓ゆ削げさんがみっちゃんなのか？　リアルで!?　リアルマドリード？」

「うん、リアルだよ。マドリードだよ」

「えええっ!?」

　錦にしき織おりは立ちあがり、弓削の顔をジッと見た。

　クルクルッとした眼光の強い瞳ひとみ。子犬を思わせる小さく結んだ口に鼻。数日前、職員室の前で初めて見た時も、どこかで見たことがあると感じた。

（間違いない。今、目の前にいるのは、自分の初恋の人）

　錦織は緊張のあまりゴクリと喉のどを鳴らす。

「もしかして、最初からオレのこと分かってたの？」

「うん。風の便りで、錦織くんが紫し苑おん高校にいるって知ってたから」

「そうか、そういうことか」

　錦織に見せたよく分からないリアクションの理由が、ようやく分かる。

「ええっと、そのさ」

　錦織は頭を掻かきながら、上目遣いで弓削を見た。

「なんて言うかさ。まさか、こんなことがあるなんて、いや、その……」

　錦織は頭を猛スピードで働かせ、状況の認識につとめようとするがままならない。幼稚園時代に好きだった女の子と再会した。ただそれだけのことだが、頭と胸の中が一杯になっていた。

「いや、そのホント。驚きすぎて、弓削さんになんて言えばいいのか分からないんだけど」

「普通に『久しぶり――』でいいと思うよ」

「うん、そうだね。そりゃそうか」

　二人して「アハハ」と笑う。

「もしかしてにしぽん、昔、あたしたちが仲良かったことを気にしてる？」

　弓削が探るような視線で錦織を見る。ギクッと、錦織は体を強こわ張ばらせる。

「いや、まあ、うん」

「そんなのいいって。だって十年くらい昔の、幼稚園の頃ころの話なんだよ？」

「そ、そうなんだけど……」

　みっちゃんは初恋の相手。そして、今のところ自分が好きになった最初で最後の異性。だから、水色の園児服に黄色い帽子をかぶっていたような時代のことでも、その相手が目の前にいることは衝撃的である。

「にしぽん、なんか緊張してるね」

　弓削はクスクスと笑う。

「そ、そりゃあまあ、十年ぶりの再会なわけだから」

「あたしが引越した後も、しばらく手紙の交換はしてたよね。お母さんに書くのを手伝ってもらって」

「そういえば。でも、小学校に上がったくらいで、パタッと止まった気がするけど」

　最初に手紙を止やめたのがどっちだったか、記憶力のよい錦にしき織おりでも思い出せなかった。

（参ったな……）

　錦織は弓ゆ削げの顔を見つめながら、次になんて言うか考える。

「あれからどうしてた？」なんて聞くのも奇妙なくらい年月が経たっているし、初恋の相手、ということ以外、弓削のことを覚えていない。色々説明されても、話が噛かみ合あわないかもしれなかった。

「でね、話を戻すとね」

　錦織が黙っていると、弓削がジーッと見つめてきた。

「あたしがにしぽんがニセモノ優等生ってすぐに分かったのは、昔の、素すのにしぽんを知ってるから」

「素って」

「記憶の中のにしぽんは、今みたいに八方美人な感じじゃなかったし、愛あい想そ笑いなんて浮かべてなかったし、そもそも優等生っぽくもなかった。もうちょっと、オバカな王子さまな感じだったもん」

「オバカ王子……」

「だから、久しぶりににしぽんを見て変な気がしたんだよ。ガラじゃないって」

　弓削に指差され、錦織は「うっ」と言葉を詰まらせた。

　確かに昔の、今のような性格ではなかった頃ころの錦織を知っていれば、キャラを作っているのがすぐに分かるかもしれない。

「で、でも、それを言うなら、弓削さんだって、幼稚園に通っていた時は今みたいじゃなかったよね。オレの知っているみっちゃんは、取り巻きを作るような子じゃなかった」

　錦織の記憶の中にある、“〝みっちゃん”〟という女の子は、可愛かわいくて、おてんばで、喧けん嘩かが錦織よりも強い感じの、いつも一人で遊んでいるような孤高の女の子だった。アイドルという感じではないはずだ。

「そうかも」

　弓削は肩をすくめてみせた。

「あとさ。確かにオレはキャラ作ってるけどさ。今け朝さから見ていると、弓削さんだってかなり作ってるよね。笑い方とか性格とか」

「うん。メチャクチャ作ってる。もう原形をとどめないくらいだよ！」

「原形をとどめないって」

　まったく悪びれることなく認める弓削に、逆に錦織の方が焦る。

「にしぽんのニセモノがすぐに分かったのには、それもあるんだよ。最初ににしぽんが見せたキラリン笑顔が『作り』って。だって、あたしも毎日、鏡の前で練習してるもん」

　言うや弓削はキラリンスマイルを作る。

「そっか。なるほど」

　プロはプロを知る。錦にしき織おりが弓ゆ削げの正体に気がついたように、向こうも気がついたのだ。

「あのね。実はあたしは、人気者じゃないとイヤな子なの」

　弓削はコクリと頷うなずく。

「小学校に上がった後くらいからかな。みんなから優しくされて、話しかけられると幸せになることに気がついた。だからあたしは、人気者になるための努力は惜しまないんだよ。えっへん」

　腰に手を当てて胸を反らした。

「……」

　錦織は口をパカッと開けて、弓削を見つめた。人気者になるためには努力を惜しまない。それは錦織が人生の目標としていることと同じだ。

「実はさ」

　ポツリと言う。

「オレもそう。弓削さんが引越しして行って、小学校に上がったくらいから、性格変わった。みんなにチヤホヤされるために、優等生をやったり、特定の誰だれかと仲良くなったりするのも止やめたんだ」

「そうなんだ」

　弓削が大おお袈げ裟さに頭を縦に振ると、

「じゃあ、みっちーと錦織くんは、幼稚園を卒園した後、奇くしくも同じ道を歩んだんだね」

　ニッコリと花のように笑った。

「みたいだね」

　つられるように錦織も微笑ほほえみを浮かべる。さっきまで弓削に対して抱いていた対抗心のような気持ちはいつの間にか消えていた。その理由が、弓削が幼おさな馴な染じみだったからなのか、境遇が似ているからなのかは分からなかった。

　錦織は弓削に手を伸ばす。

「じゃあお互い、似た者同士の幼馴染ってことで、仲良くやっていこうよ」

　差し出した手に、弓削も手を伸ばしてくる。

　ライバル同士の友情。

　二人の周囲に、ほんわかとした気持ちのよい空気が広がろうとしていた。

　近づく二人の掌てのひら。

　と――。

「冗談だよね？」

　弓削が、パチンと錦織の手を払った。

「学校にアイドルは二人もいらない」

　花のような笑みを浮かべたまま、弓削は首を振る。大きな瞳ひとみの奥には、闘志を示す炎が揺れていた。錦織はその迫力にたじろいだ。

「あたしがこの学校に転校してきた以上、悪いけど、錦織くんにはアイドルの座から降りてもらう」

　弓ゆ削げはビシッと錦にしき織おりを指差した。

「お、降りてもらうって、どうやって？」

「アイドルファイトバトルに勝って……」

「アイドルファイトバトルッ!?」

　錦織は目を見開き、大声を上げた。

「ってなに？　なんだかファイトとバトルがダブルドリブル気味――」

「ふっ、アイドルファイトバトルは、あたしと錦織くん、どちらが紫し苑おん高校のアイドルに相応ふさわしいか決める戦いのこと！」

「戦い？　戦うの!?　どうやって？」

「詳細は未定！」

「未定かよっ」

「とにかくアイドルファイトバトルに勝って、みっちーは紫苑高校一の人気モノになるのだ。マジで」

　弓削はガシッと拳こぶしを強く握り締めると、クルリと回れ右をした。

「オリエンテーションはもういいよ。だって、今からあたしたちは敵同士。次、握手をする時は、アイドルファイトバトルが終わった後だよ」

　そう言い残して弓削は歩き去ろうとした。



    

  
    
      



    

  
    
      　が、急に立ち止まった。

「初恋の相手だからって、容よう赦しやしないから」

　反対を向いたままそんなことを言うと、スタスタと去って行った。

「……」

　錦にしき織おりはパカッと口を開いたまま、弓ゆ削げの背中を見つづけた。



    

  
    
      


２　アイドルファイトバトル





「ごめんください」

　放課後――。輝夜かぐやのメールで呼び出され、秘密基地に来た錦織はギョッと、足を止めた。壁に『ハラグロ選挙対策本部』と書かれた横断幕が飾られ、中央の机に朱色に塗られたでんすけすいかくらいの大きさの達磨だるまが鎮座していたからだ。

「おう、ハラグロきたか」

　達磨の前に立っていた輝夜が振りかえった。

「喜ぶがいい。秘密基地は『ハラグロ選挙対策本部』になった」

「選挙対策本部？」

　錦織は呆ぼう然ぜんとしながら基地内を見まわす。確かに、幕や達磨だけでなく、壁中に錦織の顔写真が入った選挙用ポスターが貼られている。

「本日より選挙に関かんする全すべての情報をここに集中させ、錦織が当選するための作戦を練る」

　腕を組むと、満足そうに笑う。

「閣かつ下かってホント、形から入るのが好きだよな」

　錦にしき織おりは基地に入っていくと、机に置かれた達磨だるまに近づいた。

「どうしたんだ、この達磨？」

「私が作ったのだ。選挙に達磨はつきものだからな」

「すごいですよね。手作りですって」

　椅い子すに座っていた米よね倉くらが、ニコニコと笑う。

「いや、すごいのはすごいが……」

　達磨に近づいていく。確かに達磨は真まっ赤かな顔が左右に微妙に歪ゆがんでいて、悪くいえば作りが雑、よく言えば手作り感がある。

「感謝するがよい。その達磨製作には多大な犠牲を払ったんだからな」

「犠牲って、また大おお袈げ裟さな」

「材料に貴重なフリップボードを五枚も使ったのだ。書き損じのヤツ」

「まじかよ。じゃあなにか。この達磨は閣かつ下かのフリップボードの屍しかばねでできているのか」

　錦織は達磨のツルツルの頭を撫なでながら微妙な表情をしている。正直、あまり嬉うれしくなかったが、せっかく作ってくれたのを悪く言うのもよくないだろうと思う。

「まあ、なんだ。ありがとな。わざわざ作ってくれて。絶対当選して、もう一方にも目を書き加えるからな」

「うむ」

　輝夜かぐやは威厳たっぷりに頷うなずきながら、嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　錦織はホンの少しだけドキリとする。いつも怒った顔ばかり見せているので、時々見せる笑った顔が、ものすごく新鮮に見える。

「大変、大変、大変!!　すごいニュース！」

　大きな声を上げて、六りく道どうが秘密基地改め、『ハラグロ選挙対策本部』に飛びこんできた。輝夜の前に立つと、敬礼ポーズをする。

「情報収集係の六道、帰還いたしました」

「ごくろう。それですごいニュースとはなんだ？」

「これを見てくださいな」

　六道は机の上にプリントを置く。それは生徒会選挙管理委員会発行の『生徒会執行員選挙』の立候補者リストだった。立候補は今日の正午で締め切られたから、最終立候補者リストになる。

「ほう、これが我々の敵か」

　輝夜が持ったリストを、錦織は横からのぞきこむ。

「リストの最後の最後！」

　六道がプリントの中を指差した。

　錦織は目を見開いた。横で米倉が「まあ」と口に手を当てている。

　立候補者の最後の行に「弓ゆ削げ　満月みちる」と書かれてあったのだ。

「まさか、こんなことが」

　錦にしき織おりは唇をグッと噛かんだ。

（まさか、これがアイドルファイト？　なのか）

　選挙で勝った方が真のアイドル、ということなのかもしれない。

「でも転校してすぐに生徒会に立候補なんて、すごいですね」

「それだけ自信があるってことかもね」

　六りく道どうと米よね倉くらも深刻な顔をしていた。

　弓ゆ削げが転校してきて数日だが、既に弓削はクラスの人気者だ。休憩時間になると他ほかのクラスから男子が何人も遊びにくるほどだ。米倉のファンの一部が離脱して、弓削のファンクラブを結成したとの噂うわさもある。立候補となれば、錦織の最大のライバルになることは間違いない。

　重苦しい雰囲気の中、輝夜かぐやも珍しく真剣な顔でリストの名前を睨にらみつけていた。

「ゆげ……まんげつ……か」

　ポツリと言う。

「珍しい名前だな。芸名か？」

　首を傾かしげる輝夜に、錦織は呆あきれた顔をした。

「みちる、だよ、閣かつ下か」

「みちる？　これでそう読むのか。一年生と書いてあるがどこのクラスだ？」

「Ａ組！　クラスメイト！」

　堪たまらず、錦織はツッコミを入れた。

「こんな名前のヤツ、いたか？」

　輝夜は真顔でのたまう。

「いるよ、いまくるよ！　転校してからもうずっと、一年Ａ組の話題を独占してるよ！」

「転校？　なんだ、そうか。この弓削某なにがしとやらは転校生なのだな」

「そうだよ。ようやく思い出したか？」

「ああ、転校生な。そういえばそんなヤツもいたかもしれない。うむ、だんだんとそんなヤツがいたような気がしなくもないような……、いや、しないっ！」

「なに力強く自分の物忘れの酷ひどさを肯定してんだよ。いるよ、思いっきり。毎日、取り巻きができてるよ！」

　錦織はブンブンと首を振った。

「本当に弓削のこと知らないのか？　転校初日、閣下いたよな？」

「最近、新世界について考えを巡らせることが多くて、そのような取るに足らない日常的イベントに気を配っている余裕がない」

「クラスに転校生が来るのは結構でかいイベントだと思うぞ」

「それで、その弓削某とやらの出馬が、それほど大事なことなのか？」

　状況を理解できていないことが不満なのか、輝夜は不満そうな顔をした。

「大事、大事！　錦織くんのライバルになること間違いなしだよ」

　六りく道どうが真面目まじめな顔で頷うなずく。

「六道が入手した情報だと、『フルムーン』がみっちーの選挙を全面的にバックアップするみたいだし」

「フルムーン？」

　聞き返したのは錦にしき織おりだ。

「今日正式に結成された、みっちーのファンクラブの名前」

「昭和のアイドルのファンクラブのようなネーミングセンスだな」

「なんか、あいふぉんのファンクラブ『アイ・ラブ』を離脱した生徒たちが、立ち上げたんだって。トップは相あい沢ざわくん」

「なるほど、あいつらか」

　錦織はチラッと米よね倉くらの顔をうかがう。自分のファンの生徒たちに逃げられて思うところがあるかと思ったが、表情に変化はなかった。

「でね。みっちーの出馬は、ファンクラブの推薦がきっかけだって。みっちーを生徒会に入れて、学校のアイドルにしたいって担ぎだしたって」

「ふーん」

　錦織は目を細める。

（いや、恐らく事実は違うな）

　転校生がいきなり出馬するとなると、目立ちたがりのそしりを受ける。だから、他薦の流れを作ったのだ。

「しかし、どんなに人気やファンクラブがあったところで、転校してきたばかりの生徒が脅きよう威いになりえるのか？」

　輝夜かぐやは不審そうに腕を組む。

「確かにそうですね。出馬の理由も他ほかの人に推薦されて、というのは弱いですし。本人に生徒会に入る強い気持ちがないと、過酷と言われる紫し苑おん高校生徒会選挙を戦い抜けるとは思えませんね」

　米倉が同意するように頷く。

「そのことなんだけど……、実はさ」

　錦織は重苦しい顔でみんなを見まわす。

「個人的なことだから、みんなには言ってなかったんだけど。弓ゆ削げなんだけどさ」

　錦織は一週間前、弓削に学校を案内した時のことを話す。

　実は弓削は学校の人気者を目指していて、錦織に「アイドルファイトバトル」という挑戦状を叩たたきつけてきたこと。そして、錦織と同じく、人気者になるためにかなりキャラを作っていることを。

　錦織の幼おさな馴な染じみで、あまつさえ初恋の相手というのは伏せておいた。

「いや、つまり何が言いたいかというとさ……。たぶん弓削は本気でオレに選挙で勝って、生徒会に入ろうとしていると思う。生徒会に入れば、知名度はクラスから全校区に広がるから。生徒会に入る意思を持っているんじゃないかな」

　事実上、生徒会選挙がアイドルファイトバトル、ということなのだろう。

「まさかみっちーがそんな女の子だったなんて」

「驚きです」

　普段の弓ゆ削げしか知らない六りく道どうと米よね倉くらは、とても信じられないという顔をしていた。

　突然、輝夜かぐやが机を叩たたく。下に向けた顔をプルプルと震わせた。

「ど、どうした、閣かつ下か？」

「ハラグロッ！」

　輝夜は顔を勢いよく上げる。

「どうしてそんな大事な情報を今まで言わなかった！」

　真剣な顔をして錦にしき織おりの肩を掴つかんだ。

「我々の身近な場所に、それほどの逸材がいるのだぞ。真っ先に私に報告してしかるべきじゃないか！」

「逸材って、なんの？」

「新世界構築活動のに決まっているではないか。転校初日にハラグロのハラグロさを見破った眼がん力りき。アイドルは一人で良い、と言ってはばからないふてぶてしさ。ハラグロを差し置いて生徒会へ出馬するふてぶてしさ。『新世界構築活動』に必要な三条件が揃そろっているのだぞ」

「三つの内二つがふてぶてしさだったけどな」

「でも、確かに。閣下が興味を持ちそうな子ではありますね」

　米倉がうんうんと頷うなずく。

「勧誘して我々の仲間にすることができれば、停滞している活動を活性化できる可能性がある。私はその弓削とやらを気に入った」

「名前も覚えてなかった癖くせに」

「でも、みっちーを仲間にするのは、いい作戦じゃない？」

　六道が手を合わせた。

「もし閣下の活動に参加してくれたら、生徒会選挙を辞退してくれるかもしれないし。錦織くんが落選しても、みっちーが生徒会を支配すればそれでいいし」

「さすがだ、サイクロン。それはかなり合理的なアイディアだ」

「えへへへ」

　輝夜に頭を撫なでられ、六道は嬉うれしそうな顔をする。渋い顔になる錦織。

「辞退ならいいけど、後半はオレ的には全然嬉しくないけどな。でもどっちにしても、弓削が閣下の勧誘に乗るとは思えない」

「むっ。なぜそんなことが分かる？」

「弓削は人気者になりたいだけだ。新世界の構築は、人気者になるのとはあまり関係がないだろ」

「小しよう人にんの浅はかさだな。新世界を構築することができた暁あかつきには、新世界全体の人気者になれる。そのスケールの大きさときたら学校一の比ではない」

「大きすぎて意味不明だろ、それ。アイツが真まに受けるとは思えないな」

「視野の狭いハラグロはそうかもしれないが、そのゆ、ゆ…………」

「弓ゆ削げ。そろそろ苗みよう字じくらい覚えようぜ」

「そう、弓削。その弓削とやらは、よりスケールが大きく、新世界のアイドルを目指しているかもしれない。そうは思わないか？」

　輝夜かぐやは米よね倉くらに振った。

「私も弓削さんを仲間にするのは悪くないことだと思います。ですが、輝夜さんが正攻法で誘っても、すぐに同意してくれるとは思えません」

　米倉はゆっくりと首を振った。「ほらな」と錦にしき織おりが言うと、輝夜は唇を結ぶ。

「セクシーまでもがそう言うなら、やはり難しいのか」

「ですから、正攻法でないやり方で誘うのがよいのではないかと思います」

「えっ？」

　錦織は驚いた顔を米倉へ向けた。米倉はニッコリと笑っていた。

「私もかなめも、なにより錦織くんも、輝夜さんの活動に参加したのは、普通に誘われて、ということではありませんでしたから」

「なるほど、そういうことか」

　輝夜が理解したように頷うなずく。

「つまり、ハラグロの時のように弱みを見つければいいわけだな」

「そういうことです」

「うっ」

　錦織は忘れたい古い記憶を思いだして、息が苦しくなった。

「弱味とは限りません。錦織くんによると弓削さんには裏の一面があるようですから。その証拠を掴つかめば強気に交渉を進められるのではないかと思います。もちろん、その前に一度、正攻法で誘ってみるのもよいかと思いますけど」

　米倉はまた微笑ほほえんだ。

「なるほど。まずは普通に勧誘し、もし駄目なら弱みにつけこんで引きずりこむ。理にかなっているな」

「珍しいね。あいふぉんがクラスメイトの弱みを利用しようって提案するなんて」

「ええっと、それはその……」

　米倉は赤面して、チラチラッと錦織へ視線を向ける。

「ハラグロも作戦実行には異論ないな。たとえ、仲間にすることはできなくてもライバルの弱みの証拠を握ることができれば選挙を有利に戦えるだろう？」

「えっ、ああ、う――む」

　錦織は唇をキュッと結ぶ。

　あまり乗り気でない。そんなことをしなくても選挙で勝てる自信があるし、そもそも弓ゆ削げが仲間になるかもしれないことに抵抗があった。

「まあいいけど、本当に弱みを握ることなんてできるのか？　この前、話した感じだと、結構、抜け目がなさそうな感じだったぞ」

「ハラグロだって普段は抜け目がないが、致命的な証拠を私に奪われたじゃないか。ずっと監視していれば必ず尻尾しつぽを出す」

「あれは、オレが素すを出しちゃった場所が、たまたま閣かつ下かの秘密基地の横だっただけだろ。でも分かった。実行で構わないぜ」

　錦にしき織おりは肩をすくめる。どうせそう都合よく弱みを握れるはずがない、と思っていた。





　翌朝の一年Ａ組の教室では、早くも弓削と錦織の二人が生徒会執行員選挙に出る噂うわさが広まっていた。

「みっちー、生徒会選挙に出るってホント？」

　真しん偽ぎを知りたい生徒たちが弓削の席の周りに集まって質問する。隣の席の錦織はコメカミを動かしながら、弓削の発言に耳をそばだてた。

　弓削がニッコリと笑う。

「そーなんだよ。相あい沢ざわくんたちに勧められて、あたしも生徒会でやりたいことができて、立候補することになっちゃった」

　オオ――という声が取り巻きから上がる。

「すごいね。転校早々に選挙に出るなんて」

「なかなかできることじゃないよな」

　集まった生徒たちは皆、好意的な感想を口にしていた。よく学校のことを知らないのに出馬かよ、という意見がなぜ出ないのかと錦織は考えてしまう。

「でも、選挙って錦織くんも出るんじゃ？」

　最初に質問した女子が、横目で錦織を気にしながら言う。

「うん。そーなんだよ。困ったことに」

　弓削は残念そうな顔をした。

「確か、選挙で決まる執行員の枠って実質上、一つなんじゃ……」

「じゃあ、少なくともどっちかは落ちるってこと……？」

「オレたちはどっちを応援すればいいんだ？」

　囁ささやきあうクラスメイトの声に、錦織は耳をピクピクさせた。

「あのね」

　弓削は手を合わせて、取り巻きを見まわす。

「こんなことになって、ゴメン。みんながクラスメイトのどちらに投票するか困ることになることは分かってたんだ。でも困ることないんだよ。錦織くんでもあたしでも他ほかの人でも、投票したい候補の人に投票しちゃってください。恨みっこなしだから」

　キラン――。

　弓ゆ削げは例のスマイルを振りまく。取り巻きの一部から、パチパチと拍手が起きる。恐らく弓削のファンクラブの人間だろう。

「実はにしぽんには、事前に出馬することの伺いをたててたんだよ。そうしたら、正々堂々と選挙戦を戦おうって、言ってくれたんだ。そうだよね、にしぽん？」

「お、おう（それはオレが違うことで言った台詞せりふだろ！）」

　心の中で激しくツッコミながらも、錦にしき織おりは爽さわやかに笑ってみせた。

「じゃあ、錦織的にはみっちーの出馬はアリなのか？」

　弓削の取り巻きの男子が、表情をうかがってきた。

「結構なことだと思うよ」

　余裕たっぷりな様子で頷うなずく。

「転校してすぐに生徒会の選挙に出馬しようなんて、普通できることじゃないからね。しかも生徒会でやりたいことがあるなんて、凄すごいと思うよ」

「そっかあ。錦織も認めてるんだな」

「ホントはクラス全体で錦織の選挙を応援しようってことになってたんだけどなあ。割れちゃうな」

「それは仕方ないよね」

　錦織は肩をすくめてみせる。

　一年Ａ組の生徒の票をあてにはしていた。だが、先に立候補を宣言していた自分に票を入れてくれなどと言うと、逆に反感を買いそうだ。恐らく、弓削はそれを見越しているのだろう。

「でも、選挙戦とか激しくなってきたら、みっちー、錦織くんとの関係、ギクシャクするんじゃない？」

　最初から質問している女子が、小声で言う。

「確かにそうだよな。議論とかでけなしあったりするかもしれないし」

「クラスの雰囲気も悪くなりそう」

　他ほかの生徒たちも頷きあう。

「ぜんぜん。そんなことないよ。ねえ、にしぽん」

　弓削は錦織の席の横に来る。

「だってあたしとにしぽんは“〝仲良し”〟、だもんね？」

　ワザとらしい心配そうな表情を作って、瞬まばたきする。

「ああ、うん。仲良し（この前、敵とか言ってなかったか？）」

「よきライバルって感じ、だもんね？」

「そうだね（お前が言うなっ！）」

　イラッとした気持ちを抑えながら、錦織も立ち上がると、微妙に引ひき攣つった笑みを浮かべた。

「それに、事前の調査で早くも当選が濃厚って言われてるにしぽんと、転校してきたばかりで、どこの馬の肉だか骨だか分からないあたしじゃ勝負にならないから」

「いやいや、当選濃厚なんてことないから（今度は褒ほめ殺しかっ！）」

「勝敗はもう見えてるから。関係がギクシャクするほど選挙戦、盛り上がりそうにないと思うな」

「どうだろうね（ホントはガチンコで戦おうと思ってんだろ！）」

　錦にしき織おりは表面上はニコニコ、内心ではツッコミを入れていた。弓ゆ削げは含みのありそうな笑みを浮かべている。

「とにかく、そんなわけだから。あたしとにしぽんはスポーツマンシップにのっとって、正々堂々と選挙戦を戦い抜くことを誓うのです！」

　弓削が胸に手を当てて言うと、クラスメイトたちはワッと受ける。

　その横で、錦織は口の端の辺りを痙けい攣れんさせながら、必死で笑顔を保っていた。

（弓削の本性をみんなの前で暴きてぇ）

　気が進まなかった輝夜かぐやの作戦だったが、錦織はホンの少し乗り気になっていた。



　　　　☆



　午前中で授業の終わった土曜日の放課後――。

　どこまでも高く澄んだ青空の下もと、錦織、六りく道どう、米よね倉くらの三人は、紫し苑おん高校の端にある小体育館の近くに来ていた。

　三人とも建物の角から顔を半分だけ出して、フェンスと体育館の間の狭い通路を注意深く見守っている。そこには直立不動の輝夜の姿があった。

（ねえ、錦織くん）

（うおっ）

　突然、六道に耳元で囁ささやかれ、錦織は驚きの声を上げた。

（六道、おまっ、近すぎ。息が耳の中にまで届いてくすぐったい。あと、貧弱な胸に、腕の端っこが微妙な角度で当たってるんだけど）

（ごめん、ごめん）

　照れくさそうな顔をして、六道は顔を離した。

「それでなに？」

「この学校にもあったんだ、と思って。体育館裏って」

「そりゃあるだろ」

「六道、都市伝説かなにかだと思ってたよ」

「人目につかないから、色々と都合のよい場所なんだよ」

「あんな手紙で呼び出されて、みっちーくるかなあ。一般的には、イジメとかかつあげのシチュエーションだよね」

「少なくともオレならガン無視することは確かだ」

　錦にしき織おりたちは弓ゆ削げを待っている。輝夜かぐやが書いた手紙を下げ駄た箱ばこに放ほうりこんで呼び出した。

「しっ。誰だれか来ました」

　米よね倉くらが唇に指を当てる。体育館の反対の角から、女子が現れた。弓削だ。

「すごいな。ホントにきたよ」

　弓削はいつもと変わりない感じだった。特におどおどした感じや、緊張した様子もない。明るい色の柔らかい髪がなびき、リボンがフワフワと揺れる。ハイキングにでも行くような軽い足取りだ。

　クラスのみんなに二人が選挙に出ることを発表して以来、錦織は弓削とほとんど話していない。席が隣同士にも拘かかわらず、事務的な会話以外は無し。アイドルファイトの真意が、選挙戦にあるかどうかも聞いていなかった。

「よくきてくれた」

　似合わない営業スマイルを浮かべた輝夜が頷うなずいた。

「ちょっと驚いたよ。今まで、かぐやんに話しかけられたこと、なかったもん」

　弓削は輝夜の書いた手紙を取り出しながら、肩をすくめた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言う。私と一緒に新世界を構築しないか」

　輝夜が弓削の肩に手を置いた。



    

  
    
      



    

  
    
      （単たん刀とう直ちよく入にゆうすぎっ！）

　錦にしき織おりは六りく道どうの耳元で囁ささやいた。

（いや、閣かつ下かはああでないと）

（輝夜かぐや菌に毒され過ぎだ。一般人には普通に意味不明だぞ）

　錦織は首を振った。

「新世界構築といっても初めての人間にはなかなか理解できないだろうからな。こういうものも用意してある」

　輝夜は側そばに置いた紙袋の中から、新世界構築の意義をまとめた『改訂版・はじめての新世界構築』のフリップボードを出そうとした。

「おおっ、これが噂うわさのっ！」

　弓ゆ削げが嬉うれしそうな声を上げた。

「クラスのみんなから話には聞いていたから、一度、見てみたいとは思ってたんだ。あっ、この豚、かわいいね」

　輝夜の紙袋から勝手にフリップを出して、一枚目の下へ手た糞くそなコブタのイラストを指差した。さらにパラパラとフリップをめくっていく。

「どんな話を聞かされたかは分からないが、私は本気だ。本気でこの世界を終しゆう焉えんさせて、新世界を構築したいと思っている」

「なるほどねー」

　弓削はフリップを一枚一枚めくりながら読んでいく。意外と顔が真剣だ。

（なんだか、みっちー、乗り気じゃない？）

（すごいですね）

　六道と米よね倉くらが瞬まばたきしていた。今まで輝夜に勧誘されて、このような反応を見せた人物はただ一人としていなかった。

「なるほど」

　最後の一枚のフリップを読み終えると、弓削は真剣な面おも持もちで輝夜の方へ向き直った。

「新世界を構築した暁あかつきには、かぐやんは“〝皇帝”〟になるの？」

「私は新世界の“〝王”〟となるのだ」

「いや、あたしは“〝征せい夷い大たい将しよう軍ぐん”〟の方がかっこいいと思う」

　弓削は目をキラリンと光らせる。

（どういう会話だよ！）

（いや、六道につっこまれても）

「どうしてかぐやんはあたしを誘うの？　あたし、覇は道どうに役に立ちそう？」

「私はお前の才能を高くかっている。人じん心しん掌しよう握あく術じゆつ、行動力、大胆さ。どれも新世界の構築には必要なものだ。私の部下となって共に新世界をつくるのだ」

「なるほど」

　弓削は唇の下に指を当てる。

「今なら好条件で遇することを約束しよう。国王に次ぐナンバーツーの地位を用意してもいい」

　輝夜かぐやは熱っぽく口く説どこうとする。

（錦にしき織おりくん、閣かつ下か、あんなこと言ってるよ。現ナンバーツーとして悔しくない？　ジェラシージェラジェラじゃないの？）

（できるもんなら今すぐ譲りたいくらいだ）

　錦織は肩をすくめながら、不安そうな表情で弓ゆ削げに視線を送る。

（まさか本当に仲間になるつもりなんじゃ）

　弓削の態度を見ていると、心配になってくる。

「でもね。実はクラスのみんなから、もしもかぐやんから『よく分からない活動』に誘われることがあったら、『絶対に断れ』って言われてるんだけど。もしあたしがかぐやんの仲間になったって分かったら、ガッカリされるかも」

「その辺の秘密は確実に守られる。例えば我々のメンバーにはハラ――」

　輝夜は言いかけた言葉を途中で止めた。

「ハラ？　こっそり、かぐやんの仲間になっている人がいるってこと？」

「さあな」

　輝夜は口を結んで、弓削から視線を逸そらす。

（うかつすぎだろ！）

　錦織は口の端をピクピクと上げる。

（大丈夫。ハラじゃ分からないって。ハラグロまで言っても大丈夫だよ）

（ならいいが）

　錦織は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「どうだろう。私の部下となる決心、ついたか？　今なら高待遇を約束する。私の仲間であるという秘密は絶対に守られる」

　輝夜が弓削の肩を持つ手に少し力をこめる。

「う―――――――――――――――――――――――ん。…………ゴメン――」

　弓削がペコリと頭を下げた。

「せっかくいい条件を出してもらったのにゴメンなんだけど、かぐやんの仲間には、なれません。かぐやんはちょっと人と違うから告白するけど、私はけっこう目立ちたがり屋なの。ナンバーツーは嫌。どんな時でもナンバーワンがいいの」

　弓削はひとさし指を立ててみせる。

「……つまり、部下にはなりたくない、ということか」

「うん。あ、でも誤解しないでね。かぐやんだからイヤってことじゃないよ。単純に、あたしが一番目立つのが好きなだけだから」

「なるほど。どちらにしても断るということだな」

　輝夜が残念そうに首を振る。

「ゴメンね。でも、もし、かぐやんがナンバーワンでオンリーワンの『将軍職』を用意してくれたら、ちょっと考えていたかも。あたしちっちゃい時の夢は、時々、身分を隠して下しも々じもの生活を偵察する将軍になることだったんだ」

　弓ゆ削げは有名な時代劇のテーマソングを口ずさんだ。将軍が暴れるヤツだ。

「私は新世界の王にならなくてはいけない。だから、ナンバーワンは譲れない」

「うん、それはなんとなく分かる。だから今は、あたしはかぐやんの仲間にはなれないね」

「むむむ」

　輝夜かぐやは悔しそうに唸うなった。

「でも、誘ってくれてありがと。嬉うれしかったよ。また事情が変わったらこちらから仲間にしてってお願いにくるかもしれないから。それまではナンバーツーの座、空けておいて。じゃあっ」

　キラン。弓削はまたあの笑顔を見せると、手を上げて回れ右をした。来た時と同じ軽い足取りで体育館裏から消えていく。

　弓削がいなくなってしばらく経たつと、輝夜が錦にしき織おりたちの隠れている方に手招きしてきた。弓削がいなくなったことを確認してから三人は出ていく。

「失敗したではないか！」

　輝夜はぶうと口を結んだ。

「したではないかー、って言われても、オレは最初からダメだと思っていたし」

「そうそう。そもそもダメもとだよ閣かつ下か。普通に誘ってもダメなことは、予想してたことじゃん」

「本命はこれからですから」

　米よね倉くらが決意の固い顔で頷うなずく。

「新世界構築活動の考えに共感して、ヤツが進んで部下になろうとすることを私は期待していたのだが」

「万が一にもそれはなかったと思うぞ」

「むう」

　輝夜は拗すねたように頬ほおを膨らませた。

「だが、こうなったからには仕方あるまい。現時刻をもって『みっちーの秘密、ゲットだぜ大作戦（サイクロン命名）』を発動する。予定通り二手に分かれてターゲットを監視。何か動きがあったら即メールにて連絡すること」

　錦織、六りく道どう、米倉の顔を見まわすと、険しい顔で頷いた。





『ターゲットは帰ろうともせず校舎内をうろついている』

「そりゃ、見れば分かるよな」

　届いたばかりのメールの文面が映し出された携帯電話のディスプレイを見ながら、錦織は独りごちた。

　輝夜かぐや以下、錦にしき織おり、六りく道どう、米よね倉くらの四人は、体育館裏から戻った弓ゆ削げを追跡していた。輝夜が斥せつ候こうとして弓削の背後に張りつき、残りの三人はそのかなり後方から追う。

「あれ、見つからなきゃいいけどな」

　輝夜へ不安な視線を向ける。視界には廊下でたまたますれ違ったクラスメイトと談笑する弓削と、すぐ近くの階段の陰で、米倉に借りた文庫本で顔を隠している輝夜の姿がある。

「大丈夫じゃない？　閣かつ下かは追跡スキルの有段者なんでしょう？」

「自分で言ってるだけだろ」

「閣下の追跡が弓削さんにバレても、それほど困った状況にはならないでしょう。警戒して弱みを見せない可能性はありますが」

　米倉が錦織を安心させるように頷うなずく。

「そうだね。閣下なら日常的に追跡してそうだもんね」

「日常的に追跡ってどんなだよ」

　などとやっていると、三人の携帯電話に再びメールが入る。

『ターゲットが再び動きだした』

　談笑を終えた弓削が再び歩き始め、輝夜も壁伝いに追跡を始めていた。錦織たちも三人で固まって移動する。

　弓削は売店コーナーの自販機の前に立った。

　と、急にしゃがむと、床に落ちていた何かを拾い上げる。拾い上げたまま、キョロキョロと周りを見ている。

『ターゲットは百円玉を拾った』

「まさかネコババするのかな？」

「正しくは占せん有ゆう離り脱だつ物ぶつ横領罪だな」

　もし、ネコババした現場を押さえることができれば弓削のイメージダウンは必至。すぐ真後ろの壁際に隠れている輝夜が携帯電話を握り締めていた。

　だが、弓削は拾った百円玉をトラブル苦情用のビニールの入れ物へ入れた。

『意外にまじめなヤツだ』

　輝夜からのメールに、錦織たちは顔を見合わせる。

「いや、あれが普通だよな」

「まあね」

　弓削は自販機で瓶のコーヒー牛乳を買うと、風ふ呂ろ上がりの銭湯でするように腰に手を当てて飲み干して、再び移動を始める。

　監視団一行も移動を再開しようとしたが、すぐに足を止めた。

　弓削が音楽教師の岡おか崎ざき加か奈な子こに呼び止められていた。岡崎は両手を合わせて床に置かれたミカン箱を指す。配達を頼んでいるらしい。

　岡崎が小走りでどこかに行ってしまうと、弓削は制服の袖そでを捲まくし上あげて気合を入れて、重そうなミカン箱をグイッと持ち上げた。そのまま力強い歩みで運んでいった。監視団も追いかける。

『資料の整理を任されたくらいでブツブツ毒を吐いていた誰だれかとはえらい違いだ』

「誰かさんって？」

　首を傾かしげる六りく道どうに、錦にしき織おりは口笛を吹いて誤ご魔ま化かした。

　弓ゆ削げがダンボール箱を音楽室へ運びこみ、すぐに出てきた。扉の外で額の汗を拭ぬぐうと「ふう」と気持ち良さそうにノビをする。

「今のところまったく欠点ないじゃん。ホントにニセモノアイドルなの？」

　六道が怪しむような目で錦織を見た。

「アイドル的な素そ振ぶりが『作り』だからって、品行まで悪いとは限らない」

「そうなると証拠を見つけるのは、かなり難しくなりますね」

　米よね倉くらが顎あごに手を当てる。

　弓削がまた移動を始める。向かったのは以前、錦織が案内した図書室だった。

「宿題でもするのかな？」

　図書室で三人が固まっていると目立つので、さらに錦織と、六道・米倉組に分かれる。

　弓削は図書室の一番端の目立たない机に行くと、本棚から運んできた本を置いた。錦織はそこからかなり離れた机に、定期購読しているサイエンス雑誌を広げる。少し離れた席で、六道と米倉も同じように本を広げていた。

　輝夜かぐやはというと、弓削のすぐ側そばの本棚の陰に隠れて本の間からオペラグラスを弓削に向けていた。見つかれば確実に怪しまれそうなスタイルだ。

　突然、弓削が図書室の本を置き、制服のポケットからピンク色の手帳を取り出した。

「あの手帳……」

　見覚えがあると思えば、錦織が学校案内した時も開いていた手帳だった。

　手帳に反応した輝夜が本棚の陰から忍び足で飛び出した。弓削の背後に接近してオペラグラスを手帳へ向ける。

　手帳のタイトルが見えた。『ＩＤＯＬ　ＥＮＯ　ＫＩＳＥＫＩ、アイドルへの軌跡』。

「マジかよ！」

　錦織は叫びそうになったのを、口を両手で塞ふさいで抑えた。

「まさか、オレと弓削ってそんなところまでかぶってるのか！」

　コメカミを親指でグリグリとやった。

『中身が見たいのだが、倍率が足りない。誰か天体部から望遠鏡を借りてくるのだ』

『できるか！』

　錦織と輝夜がそんなメールのやり取りをしていると、

「みっちー、読書？」

　弓削に一人の男子が話しかけていた。錦織たちと同じクラスの相あい沢ざわだ。爽さわやか青年風に、歯を見せて笑っていた。

「わあ、あいくん」

　弓ゆ削げがあの手帳をポケットに入れる。

「あのさあ、みっちー。例の計画の話なんだけど」

「うん、ああ、あのこと？」

「設備のことで進展があったよ」

「ホント？　じゃあ、ちょっと教えてよ」

　弓削が立ちあがる。錦にしき織おりはハッ、と息を飲んだ。

　中途半端にポケットに収まっていた手帳、つまり『アイドルへの軌跡』がポロリと床に落ちたのだ。弓削は落ちたことに気がついていない。

　こみいった話があるのか、相あい沢ざわと弓削は二人並んで図書室から出て行ってしまった。床の上に手帳が転がったままだ。

　輝夜かぐやが動いた。素早く弓削のいた椅い子すに接近し、さりげなくしゃがんで拾い上げた。そして、そのまま図書室出口へ向かっていってしまった。

　しばらくして、『目標を入手。これから中身を精査するので今日は解散』とのメールが輝夜から届いた。

「百円ネコババしなかった弓削より、オレたちの方がよっぽど極ごく悪あくのような気がするんだが、気のせいだよな？」

　図書室の前に六りく道どう、米よね倉くらと集合していた錦織は罪悪感にさいなまれた顔をしていた。

「まあまあ。もともと誰だれにも迷惑をかけずに新世界構築はできませんから」

　米倉がフォローになっているかどうか分からないようなことを言う。

「『アイドルへの軌跡』って名前の手帳が、なんとなく罪悪感を和やわらげている気もするよね」

「オレは自分のことのようで身につまされる思いだよ」

　錦織はガックシと下を向いた。



　輝夜から秘密基地への一斉集合がかかったのは、『みっちーの秘密、ゲットだぜ大作戦』が実行された翌々日のことだった。

「これより『ハラグロ選挙対策会議』を行う」

　輝夜は基地を見まわす。錦織たちが囲む机の上には、ピンク色の一冊の手帳。表紙には『ＩＤＯＬ　ＥＮＯ　ＫＩＳＥＫＩ』と銀色の刺し繍しゆうが入っていた。

「今日の議題は他ほかでもない。先日入手した弓削の手帳のことだ」

　輝夜は錦織たちを見まわして、頷うなずいた。

「これには一年Ａ組の全生徒のプロファイリングと紫し苑おん高校でどうやってアイドルになるかの方法が書かれてある。転校してきて間もないこともあり、それほど内容は多くないが、これが公開されれば天然系アイドルのイメージは崩れてしまうだろう」

「プロファイリング？　どこかで聞いたことのあるような……」

　細めた目を向ける六道に、錦織は口笛を吹いて誤ご魔ま化かした。

「ちなみにみっちー、六りく道どうのことをなんて書いてた？」

「おまっ、そういうのはあまり聞かない方が精神衛生上好ましいんだぞ」

「確か、錦にしき織おりくんのには『知性に乏しい。胸が小さいことは特に不満』って書いてあったよね？」

「そんなひでーこと書いてねーよ！　ってか、いつ読んだんだよ」

「前に奪った時？」

「私については『眼鏡めがねがやや大きすぎる』と書いてありましたね」

「米よね倉くら、オレ、そんなこと書いてた？　ホントに？」

　錦織は口の端をピクピクとさせた。

「弓ゆ削げの手帳だが、サイクロンに関かんしては、『ともすればキャラが被かぶりそうなので注意』と書いてあったかな」

　輝夜かぐやが思い出すように腕を組む。

「え―――――。六道、みっちーと被るかなあ？」

「確か、米倉については、ファンクラブをどうやって切り崩すかについて、事細かに書かれてあったな」

「なるほど、そうですか」

　米倉は三日月のように目を細めて微笑を浮かべた。

「つまり相あい沢ざわくんたちが私のファンクラブを去っていったのは、弓削さんが意図したことということなのですか。なるほどそうですか」

　口調は落ちついているが、体から青い炎が上がる。六道が怯おびえた顔をしていた。

「なぜかハラグロについては一切、記述がなかった」

「えっ？」

「手帳が他ほかにもあって、そちらに書いてあるのかもしれないが。少なくともこの手帳にはハラグロに関することは書かれていない」

「まじか」

　錦織はホッとする。幼おさな馴な染じみのことが書かれていたら、説明が面倒だった。

「で、問題はこの手帳をどう使うか、だ」

　輝夜は錦織たちの顔を見まわした。

「その手帳をチラつかせて、仲間になれって脅迫するだけだろ？　以前、オレにやったようにな」

「いや、それもありだが、もし、仲間にするのはやめてハラグロを生徒会に入れるだけでよいのなら、もっと簡単な使い方がある」

　輝夜は真剣な表情で頷うなずいた。

「この手帳の内容を全校生徒に向けて公開する」

「出たよ」

　六道がアチャーと額を押さえた。

「手帳を公開すれば弓ゆ削げ人気は終しゆう焉えんを迎え、錦にしき織おりの勝利は確実になるだろう。もともとハラグロが選挙に勝つことが目標だ。弓削は逸材で仲間に欲しい。だが、必ずしもこれで脅おどして仲間にしなくてもよい。秘密を公開して、アイドルとして立ち行かなくなり、孤立して傷心のところを勧誘するという手もある」

「鬼過ぎる……」

　錦織はうめくように呟つぶやいた。

「すぐさま手帳を公開するか、それとも手帳をネタに仲間に誘うか、どっちにするかはハラグロに決めてもらおう」

「オレかよ」

　錦織は嫌そうに口を歪ゆがめ、意見を求めるように米よね倉くらへ視線を向けた。米倉が頷うなずく。

「手帳の使い方ですが、勧誘する、公表するの他ほかに、手帳の返却を条件に出馬を諦あきらめてもらう、という方法もありますが」

「そうか、その手もあるな」

　輝夜かぐやが手を打った。

「みんな鬼過ぎる」

　錦織は疲れたように首を振った。

「あ、あくまで選択肢のバリエーションとして提案しました……」

　米倉は恥ずかしそうに下を向く。

「さあ決めろ、ハラグロ。手帳の使い道。すぐさま公開するかネタに使うか」

「ちなみに何も言わず本人に返すというのは？」

「却きやつ下かだ。ハラグロが選挙で負ける可能性がある以上、手帳は使う。生徒会支配は『新世界構築』に必要なことだし、ハラグロの願いでもあったはずだ」

「それはそうなんだが」

　錦織は腕を組む。生徒会に入って学校一の人気者になる――。そのために、今まで完かん璧ぺきな優等生を演じたり、クラス委員を完璧にこなしたりしてきたのだ。生徒会に入るためなら、どんなことをしてもいいとも思っている。だが。

「とりあえず、手帳のことをあいつに話してさ、もう一度、仲間になるかどうか誘ってみようぜ」

　錦織は輝夜、六りく道どう、米倉の顔を見た。

「まだ仲間になると決まったわけじゃない。仲間になるくらいだったら、手帳を公開されてもいいって言うかもしれないし。だから、最終的な判断はその返事の後でもいいんじゃないか？」

「もしかしたら、錦織くんのようにあっさり仲間になるかもしれませんが、それは錦織くん的にオッケーなんですか？」

　米倉が真剣な目で錦織を見た。

「何も言わずに手帳を公開するよりは、いい」

　錦にしき織おりははっきりと言う。黙って公開して弓ゆ削げを追い落とすのは、錦織的には無しだった。

「それはそうですね」

「六りく道どうもそう思うよ」

　六道と米よね倉くらも顔を見合わせて頷うなずく。

「分かった。全員が同じ意見ならそうしよう」

　少し間を置いて、輝夜かぐやもコクリと首を縦に振った。

「だが、もし交渉が決裂すれば手帳を公開する。切り札は使わないと意味がないからな」

「気乗りしないけど、仕方がないかあ」

「こういうのはどうでしょう。もし仲間にならないと言った場合は、手帳の一部を公開して、こちらの本気を示すというのは」

　米倉が控え目に提案する。「選択肢のバリエーションとして」と付け加える。

「米倉、怖い子」

　錦織は悲しそうに目を伏せた。

　その時――、

「その企たくらみ、果たして上う手まくゆくかな？」

　秘密基地の扉の外で人の声がした。

「敵の侵入を許したか！」

　輝夜が怖い顔で叫ぶ。

（まずい。この場所がばれた!?）

　錦織は地震警報が鳴った時のように、咄とつ嗟さに机の下に隠れた。

　その直後に、秘密基地の扉が開かれた。

「じゃじゃ――――ん。じゃじゃじゃじゃ―――――ん」

　聞き覚えのある声。錦織は机の脚の陰からコッソリとのぞく。

（ゲッ――）

　秘密基地の入口に立っていたのは、弓削満月みちるだった。腰に手を当てて満足そうな笑みを浮かべていた。

「敵が侵入した！　各員迎げい撃げき体勢をとれ」

　輝夜が竹刀しないを手にしようとする。

「迎撃しなくていいです。すぐに帰るから」

　弓削はスタスタと秘密基地へ入ってくる。秘密基地をグルリと見まわした。

「輝夜さんに、米倉さんに、それに六道さん」

　三人を順に指差す。それぞれ、「クッ！」、「まあ」、「あははー」と反応していた。

「あれ？　にしぽんは？」

　ギクッ――。机の下で錦織は体を震わせた。

（ばれてるし）

　唇を引ひき攣つらせる。額にジワッと汗が浮かぶ。

「むむむ、おかしいな。いないはずないのに」

　基地内を歩き始める。錦にしき織おりは息を潜ひそめて、肩を縮めた。

　弓ゆ削げがふいに立ち止まって腰を曲げた。机の下を見る。錦織と目が合った。

「発見！」

　ビビビと指差され、錦織はため息をついて机の下から出た。

　六りく道どうも米よね倉くらも呆ぼう然ぜんとしていた。大たい抵ていのことには冷静な輝夜かぐやも、顔を真まっ赤かにして金魚のように口をパクパクさせている。

「いつもここで、秘密の会議をやっているんだね」

　弓削は満足そうな顔で秘密基地の中を見回している。

「……どうしてここが分かった」

　輝夜が唸うなるような声を出した。

「この前、かぐやん、あたしの手帳をさりげなく拾ったよね」

「ハッ。まさか落としたところから罠わなだったのか！」

「フフフ、そのまさかだっ！　……と言いたいところだけど、それはまったくの偶然」

　弓削は首をブンブンと振る。

「落としたのは素すだったから、すぐに気がついて引き返したんだ。そしたら、かぐやんが手帳を拾ってどこかに持っていこうとしていたから、追いかけてきたらここだったよ」

「くっ、私としたことが、尾行に気がつかなかったとは」

　輝夜が悔しそうに唇を噛かんでいた。

「その後、こっそり侵入して、たまたま制服のポケットに入っていたこれを……」

　弓削は錦織が隠れていた机の下に手を入れて、白い円形のプラスチック製の物を取り出してきた。

「さてこれはなんでしょう？　１雪見だいふく、２プラスチック爆弾、３たまごっち、４……」

「盗聴器かっ!?」

「ブッブー！　かぐやん、フライングだよ！　でも正解」

「盗聴器がなんでたまたまポケットに入ってんだよ！」

　錦織は頭を抱えた。

「今時のアイドルのたしなみってヤツですよ、奥さん」

「誰だれだよ、奥さん！　ってか、そんなアイドル聞いたことねぇよ」

「んでもって、これが最新の盗聴記録。ポチッとな」

　弓削はポケットから今度は小型レコーダーを取り出し、再生ボタンを押した。



『この手帳の内容を全校生徒に向けて公開する』

『出たよ』

『手帳を公開すれば弓削人気は終しゆう焉えんを迎える。錦織の勝利は確実になるだろう』

『そうだろうな』



　カセットレコーダーから錦にしき織おりたちの声が聞こえてくる。

「二人を知る人なら、この声が誰だれかってすぐに分かるよね」

「ぐっ」

　錦織は眉み間けんに深い皺しわを作る。錦織が輝夜かぐやとつるんでいる決定的な証拠だ。公開されれば生徒会選挙敗北はおろか、錦織の人気者としての生命が断たれる。

「そ、それを公開するつもり？」

　錦織は口の端をピクつかせながら、弓ゆ削げを見つめた。

「どうしよっかな」

　唇の下に指を当てる。

「かぐやんたちは、あたしの手帳をどうするつもりなの？」

　机の上の手帳に視線を向ける。輝夜がポーカーフェイスで腕を組んだ。

「さあ。ただ一つ言えることは、そのレコーダーの中身の存在が、手帳の扱いに影響を与えることはないということだ。我々は今の会話を公開されても、まったく困らない。痛くも痒かゆくもない」

「いや痛いよ！　痛過ぎるよ！」

　錦織が慌てて否定する。

「その会話の内容はオレたちを軽く破滅させるだけのパワーを持っている」

「そうなのか？」

　輝夜が六りく道どう、米よね倉くらたちの方を向く。

「えっ？　どうだろう？」

「さあ」

　六道と米倉が顔を見合わせる。

「ハラグロ、お前以外はそうとは思っていないようだぞ？」

「生徒会選挙に出ない二人はそうかもしれないけど、オレは閣かつ下かのお仲間だってバレたら終わりなの！　即死判定なんだよ！」

「むっ、そこまで言うか」

　輝夜がかなり不満そうに唇を尖とがらせる。

「それで結論は？」

　錦織たちのやり取りを見ながら、弓削が腰に手を当てた。

「その前に一つ聞きたいことがある」

「なに、にしぽん」

「前に言ってたアイドルファイトバトルってヤツは、つまり選挙のことと思っていいんだよな？」

「同じじゃないけど、一環だと思ってくれていいよ」

「なるほど」

　錦にしき織おりは頷うなずくと、

「よし、交換条件だ」

　弓ゆ削げの目の前でひとさし指を立てた。

「弓削だってこの手帳を公開されたら、イメージダウンは避けられない」

「うーん。まあ、そうかもね」

「オレもそのテープを公開されたら困る」

「うんうん」

「つーわけで、ここはお互いに秘密を共有するっていう平和的な解決はどう？　つまり自分の秘密を公開されたくなかったら自分も公開しない」

「ハラグロ、何を勝手なことを――」

「閣かつ下か、ここはオレに任せてくれ」

　錦織は輝夜かぐやに向かって祈るように手を合わせて見せた。輝夜は何か言いたげな顔をしていたが、「むう」と言って閉じた。

「どうして単純にテープと手帳を交換しないの？」

　弓削は不思議そうに首を傾かしげた。

「テープも手帳も簡単にコピーがとれてしまう。それなら原げん版ぱんを持ち合っている方が、お互いにとって安全だと思うから」

「バックアップならもうとってあるよ。電算室の端末に」

「そういうのやめようよ。せめて家のマシンにしといてくれ」

　錦織は悲鳴を上げる。弓削はアハハ――と笑うと、輝夜の方を向く。

「あたしは今の条件を飲んでもいいけど、かぐやんもそれでいいの？」

「私は盗聴の件は無視するつもりだったのだが……」

　ジロリと錦織を睨にらみつけた。

「ハラグロがレコーダーの中身をそんなに気にする、と言うのなら仕方あるまい」

　錦織はホッと胸を撫なで下おろす。秘密の暴き合いという最悪の状況だけは避けたかった。

「それなら了解。あたしはその手帳の内容を公開されない限り、このテープの内容は秘密にしておくよ。約束する」

　弓削は頷いた。

「オレも自分の秘密を公開されない限り、手帳のことは忘れる」

「じゃあ、にしぽん」

　弓削は錦織に小指を差し出す。

「指きりをしよう」

「指きり？　お、おう」

　弓削の指に自分の指を絡ませる。つるんとした感触が指から伝わってきた。

「指きりげんまん。嘘うそついたらあなたの秘密を学校中に公開します♪」

「なんか嫌な指きりだな」

「指切った」

　言葉とは裏腹に、弓ゆ削げは結びついたままの指に顔を近づけてきた。

「!!」

　錦にしき織おりはドキッとした。絡まった錦織と弓削の小指に、柔らかい、マシュマロのような物が押し当てられた。弓削の唇だ。

「わっ！」

「なっ！」

　六りく道どうと米よね倉くらが声を上げる。

「これでこの約束は強固なものになったよ」

　弓削は指を離すと、嬉うれしそうに笑った。照れくさそうに、頬ほおを桃色に染めていた。

　錦織は、愕がく然ぜんと少し湿った自分の小指を見つめる。何が起きたのか、一瞬、思考が止まっていた。

　プルプルプルプル――。

　横で何かが震動した。錦織は我に返ってそちらへ目を向ける。真まっ赤かな怒りの形ぎよう相そうの輝夜かぐやが、体を小刻みに震わしていた。

「神聖なる秘密基地でなんてことを！　この、この、この――」

　大声で叫ぶと、スッと息を吸いこんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      （まずいっ。破は廉れん恥ちカンカン砲が！）

　錦にしき織おりは咄とつ嗟さに両手で耳を塞ふさぐ。

「じゃあ、約束もしたし、あたしは帰るね」

　弓ゆ削げが、真まっ赤かな顔の輝夜かぐやの横をスタスタとスリ抜けていく。

「バイバイ」

　手を上げると、そのまま出ていってしまった。



　静寂に包まれた秘密基地。振り上げた拳こぶしを振り下ろす先に困っているような表情の輝夜と、呆あつ気けにとられた六りく道どうたちが無言で固まっていた。

　椅い子すに立てかけてあった輝夜の竹刀しないが、カシャンという音を立てて床に落ちる。時間が止まったかのように、誰だれもピクリとも動かない。

「私たちの負けですね」

　静寂を破ったのは米よね倉くらだった。

「そうだねえ」

　六道も両手を頭の後ろで組んで、パイプ椅子に腰掛けた。

「秘密基地の場所まで知られて、盗聴器までしかけられちゃうなんて」

「むう」

　輝夜は腕を組むと、悔しそうに唇を噛かんでいた。

「秘密基地の場所は、いえ、今となってはもう秘密ではないのですが、場所は変えますか？」

「まだ他ほかにも盗聴器をしかけられているかもしれないしねえ」

　六道と米倉がため息をつく。

「それについては、後日考えるとしよう。それよりも今は、神聖なこの場所で敵と破廉恥な行為に及んだハラグロの処遇について考えるべきだと思う」

　輝夜がギロリと目を動かした。

「異議なし！」

「異議ないです！」

　六道と米倉までもが冷たい目を錦織へ向ける。

「ちょっ！」

　放心状態だった錦織は、我に返ってパタパタと手を振った。

「なんでオレが責められないといけないんだ。あいつがあんなことをするなんて、誰にも予測できなかっただろうが」

「ハラグロの反射神経をもってすれば、咄嗟に跳躍するなり、弓削を巴ともえ投なげするなりして、逃れることができたはずだ」

「どれだけ極ごく悪あくだよ！」

　錦織は弓削に口を当てられた小指を見る。

（何を考えているのかな、あいつは）

　唇が当たった時、ほんの少しドキリとした。その時のことを思い出して、錦にしき織おりは唇を緩ませる。

「あっ、閣かつ下か！　錦織くんがさっきのことを思い出してデレデレした顔をしています！」

　六りく道どうが錦織を指差した。

「デレデレなんかしてないって」

「けしからん、まったくもってけしからん」

「本当にけしからんことです！」

「よ、米よね倉くらまで……」

　女の子たちに責められながら、錦織はもう一度、指先に感じた唇の感触を思い出した。



    

  
    
      


３　満月みちるのライブ





「ついに選挙活動開始ねっ」

　バンと背中を叩たたかれて錦織が振りかえると、松まつ島しま美み紀きと後ご藤とう舞まいが立っていた。

　職員室前の掲示板。その中央に第四十九回・紫し苑おん高校生徒会執行員選挙の立候補者総勢十名のポスターがズラリと並んでいる。

　今日は選挙の公示日。立候補者は選挙活動を始めることができるのだ。

「ええ、ようやくです」

　錦織は歯をキラリンと光らせて笑った。久しぶりに鏡の前で練習したキラリン。いつもより磨きがかかっている。

「あっ、これが錦織くんの選挙ポスター？」

　美紀が錦織の選挙用ポスターを見て嬉うれしそうな顔をした。家から持ってきたアルバムから選んだ、斜め四十五度、制服姿で握にぎり拳こぶしを作った写真が中央に使われている。

　口から伸びた吹き出しに書かれた、『確かな学園生活』の文字。フラッシュで光った歯が眩まぶしい。我ながらなかなかの好青年、と錦織は自画自賛する。

「かっこよく撮れてるんじゃない？」

　視線を錦にしき織おりとポスターの間で行ったり来たりさせながら、美み紀きが舞まいに聞いていた。

「いいんじゃない。不必要に飾ってないし、嫌味もない」

「ありがとうございます」

　手厳しい舞までが褒ほめたので、錦織としてはちょっと嬉うれしかった。

「でもポスターだけじゃ選挙は勝てないわ。選挙活動の予定はどうなってるの？」

「今日は前庭に立って出馬の挨あい拶さつをして、明日は部活とサークルを巡って、あとは報道部主催の討論会に参加する予定です」

「うんうん。いいんじゃない。私もそんな感じだったし。あんまり目立つことをしても、逆に顰ひん蹙しゆくをかうことがあるから注意よ」

「心得てます」

　錦織は頷うなずく。

「錦織くんなら普通にやっていればいい線までいけると思うけど……、気になるのはこの子ね」

　美紀が不満そうに唇を尖とがらせて、錦織の横のポスターに視線を送る。

　弓ゆ削げ満月みちるとデカデカと書かれてある。キャッチコピーは『学園にワクワクとドキドキを』。目を引くのは弓削の格好。黒のヒラヒラがついた短いスカート。片脚を後ろに曲げて、片目を閉じている。目からチープな感じの金色の星マーク。昔のアイドルの寒いポスターのような雰囲気を醸かもし出だしていた。

「ポスターは制服限定、ではないけれど」

　美紀は口の先を尖らせる。

「こういうのは珍しいね。まあ、時にはこういう候補者がいてもいいと、私は思うけど」

「舞、そんな頭の固い生徒会長を見るような眼めで見ないでよ。私だって別に悪いと言ってるわけじゃないんだから」

「でも気に入らないんでしょ」

「そうね。もし錦織くんがこんなポスターにしていたら、推薦を取りやめていたかもしれない」

「ハハハ」

　錦織は口の端をヒクヒクさせた。

　実は輝夜かぐや発案で「ものすごく目立つポスターにせよ」という計画もあったのだが、土下座して諦あきらめてもらった。喘ぜん息そくで軽く死にかけたが、やめてよかった。

「聞いた話によると、この子、かなり人気があるみたいよ」

　舞が錦織をチラリと見ながら言う。

「一年生の男子を中心に、ジワジワと支持を伸ばしているみたい」

「ふ――ん」

　美紀は腕を組むと、改めて弓削のポスターを見直す。

「ふ――ん、こんなキャピキャピした女の子がねえ」

「キャピキャピって、今時……」

　舞まいが衝撃を受けた表情で美み紀きを見ていた。

「でも、いくら人気があるからって、選挙で票を入れるとは限らないでしょ」

「そうだといいのですが……」

　錦にしき織おりは顔を強こわ張ばらせる。

　弓ゆ削げがただの、一部の男子に人気の女の子というのなら脅きよう威いではないかもしれない。だが、弓削は人気者になる方法をよく理解している。あの手この手を使って支持を集めてくるに違いない。中学校でも生徒会長をやっていたというし。

「もしかして、錦織くん、結構、危機感を持ってるの？」

　美紀が錦織の顔をのぞくように見てきた。

「ええ、実はちょっとだけ」

「あのね、錦織くん」

　美紀は錦織をジッと見つめた。

「私は錦織くんに生徒会へ入ってもらいたい。でも、贔ひい屓きはしないわよ」

「分かってます」

「選挙、勝てるわよね？」

　錦織はグッと息を飲む。美紀の目に、不安そうな自分の顔が映っている。

「勝てると思います。いや、勝ちます」

「よろしい」

　美紀は満足そうに頷うなずくと、背伸びして錦織の肩をポンと叩たたく。

「じゃあ、錦織くんの選挙活動、しっかり見せてもらうから」

　そう言うと、回れ右して去っていく。

「先輩、いつもかっこよく台詞せりふを決めて、去っていくなあ」

　錦織が耳の後ろを掻かきながら、また候補者のポスターに体を向けようとしていると、

「ちょっと、錦織くん」

「うわぁっ」

　錦織はのけぞった。すぐ後ろに舞が立っていた。舞は口に手を当てて、噴き出す。

「なに、その驚きよう。まるでお化けかなにかが出てきたみたいじゃない」

「いきなり耳元で囁ささやかれたら、そりゃ驚きますよ」

「あのね、一応、言っておくけど」

　舞は周りに誰だれもいないことを確認する。

「美紀を傷つけないで」

　言葉遣いは穏やかだったが、真剣だった。

「ええ、分かってます」

「もし錦織くんが生徒会に入れない、なんてことになったら、美紀、絶対にショックを受けると思うから。もしそんなことになったら、私は錦にしき織おりくんのこと許さないと思う」

　舞まいは小さな笑いを浮かべながら言う。

「私が錦織くんの秘密を知っていること、忘れないでね」

「も、もちろん」

「じゃあ、頑張って。私も応援してるから」

　舞はウインクすると、再び去っていく。

「負けたら許さないって言われても……」

　錦織は舞の背中を見送りながら呟つぶやいた。

「あっちこっちからプレッシャーをかけられて、最近、オレなんだか可哀かわい相そうじゃね？」

　ため息をついていると、ポケットの中でブルブルと携帯電話がバイブレーションした。輝夜かぐやからのメールだ。

　すぐに秘密基地に集合するよう書いてある文面を確認すると、錦織はガックシと肩を落とした。



　　　　☆



「今日からハラグロの選挙活動がスタートする」

　いつものメンバーが揃そろった秘密基地で輝夜は声を上げた。

「前回の作戦が失敗したため、弓ゆ削げ某なにがしを仲間にすることは断念する。正面から堂々と戦って、撃破してこそ新世界の王に相応ふさわしい勝ち方、というものだろう」

「オレは最初からそう言っていたんだが」

　ボソリと言う錦織を、輝夜が睨にらんだ。

「何か言ったか、ハラグロ」

「いや、別に」

「オープン戦では弓削に後れをとったが、今日からが本番だ。選挙活動で弓削某に勝ち、ハラグロに赤絨じゆう毯たんを踏ませる」

「生徒会室の床は全面天然木のフローリングだけどな」

「今回の会議はハラグロが選挙期間中に行う選挙活動の方針を決める。ハラグロが一番輝かがやけるような選挙活動の方法を考えるのだ」

「その前に――」

　米よね倉くらが挙手する。

「その話し合いをするのでしたら、この場所は不適切かと。この前の盗聴器で全部とは限りません。ライバルに筒抜けになっている可能性もありますし」

「その点については大丈夫だ」

　輝夜がゴソゴソと何かを取り出す。まるでダウジングでもするようなアンテナのついた、小さなラジオのようなものだ。

「盗聴器ならこれで99％発見できる。調べた結果、この前、弓ゆ削げが持って帰った物以外にはないことが分かった」

「そうですか。ですが、気をつけないと。あの子は何をするか分かりませんから」

　そう言って、米よね倉くらは口をすぼませる。普段、温厚な彼女にしては珍しいことに、弓削のこととなると妙に感情的だ。

「では、会議を始める。何か妙案のあるものは？」

「あの、ちょっといいか」

　錦にしき織おりが挙手して立ちあがった。

「選挙活動の方法を考えてくれるのは、本当に嬉うれしい」

「わわわっ。なんか錦織くんが殊勝なことを言いだした。でも、こういう時って大たい抵ていその後に」

「みんなには感謝している、本当だ。…………でもな」

「ほらきた」

「実は、既にオレも選挙に勝つために選挙活動の予定を作ってきてあるんだ。春からじっくり考えてきたもので、よく練られている。詳細はほら、ここに」

　錦織は手にしていたノートをペラリと開き、輝夜かぐやに渡す。

「過去の選挙活動をよく調べて、万全の構えで作ったものなんだ。恐らく、これの通りにすれば選挙に勝つことができる」

　ノートを凝視する輝夜を横目で見る。

「フッ」

　輝夜はノートを置くと、鼻で笑った。

「笑止！　こんな凡ぼん庸ような活動で選挙活動を勝ちぬけると思っているのか」

　ジロリと錦織へ目を向ける。錦織は少しムッとする。

「凡庸かもしれないが、確実な活動だと思ってる。約半年かけて考えてきたんだ。今から急いで作るよりは確かなものになるさ」

「それはどうかな」

　輝夜は長い後ろ髪をハラリとやって格好をつける。

「その半年前に、弓削は学校にいたのか？」

「うっ――」

「確かに一ヶか月げつ前までなら、これでも巧うまくいったかもしれない。だが、今は違う。強力なライバルがいるのだぞ。普通の活動で勝てるはずがない」

「それは、そうかも」

　反論できない。錦織は唇を噛かみしめた。

「根本から変えるべきだ。討論会や関係部署への挨あい拶さつだけじゃダメだ。もっと派手なことをやって、ハラグロの名前を学校中に知れ渡らせないと弓削には勝てない」

「派手なことって例えば？」

「ライブだ」

「ライブ！　わおっ！」

　六りく道どうが興奮した声を上げていた。

「私の調査によると、今、若者たちの間で軽音楽活動が流は行やっているらしい」

「ジェネレーションギャップに悩む中年男性みたいな言い方をすんな」

「そこでライブだ。ガリベン、優等生のハラグロがステージの上でもスターであることを示せば、知名度が上がること間違いなし」

　輝夜かぐやは自信タップリに笑った。

「はいはーい。だったら、六道、マラカスをします。大得意なんだよ」

「私もキーボードならなんとか」

　六道と米よね倉くらは早くもノリノリだ。

「いやいやいや！」

　錦にしき織おりはパタパタと手を振る。

「生徒会の選挙活動でライブするヤツがどこにいるんだよ」

「だからこそだ。ハラグロが今までの常識を破壊しろ。そうすればたとえ選挙で負けても紫し苑おん高校の歴史に名を残すことができるぞ」

「オレは名を残さなくていいから、生徒会に入りたいの！」

　錦織はブンブンと首を振った。

「とにかく選挙活動でライブするのは反対。オレは絶対にやらない。そんなことをしたら生徒会長になんて言われるか」

　錦織は肩を震わせる。

「ライブのようなもので、他ほかに、みんなの興味を引けるような活動はないでしょうか」

　米倉が前向きな発言をする。

「校門で錦織くんの握手＆サイン会をするとか」

「一気にスケールダウンだな。ハラグロのサイン会に興味のあるヤツなどいるとは思えないのだが」

「はい、は――い。六道なら、二、三枚サインをもらってあげてもいいよ」

「錦織くんのサインが欲しいような人は、最初から錦織くんに投票するような気がします」

　米倉が首を傾かしげていた。

「それもそうかあ。じゃあ、体育館を借りきって錦織くんのディナーショーというのは？」

「やっぱりそういうのも、錦織くんに興味がある人しか集まらないかと」

「う――ん、そうなるとやっぱり、錦織くんが人通りの多いところで歌うなり踊るなりするしかないよ」

「だから私はライブしかないと言っているのだ」

「勝手に言ってろ、オレは絶対にそんなことしないからな！」

　錦織は天井に向かって魂の雄たけびを上げた。





「錦にしき織おりくん、一緒に帰ろうよ」

　会議の後、下げ駄た箱ばこで革靴に履き替えていると、後ろで六りく道どうの声がした。

「いいけど、オレ、早足だよ」

　錦織は短距離走の選手のように俊敏に両手を動かした。

「私も一緒でいいですか？」

　米よね倉くらも現れる。

「おう。じゃあ、今日は久々にゆっくり歩こうかなあ」

「もう、また錦織くんはそんないけずをするー」

　六道が口を犬のように丸める。

　三人ならんで、校舎前のアスファルトの庭を歩いていく。丁度、部活帰りの時間と重なったため、下校途中の生徒がパラパラと見えた。

「結局、錦織くんの選挙活動はどうするつもりなの？　会議じゃ決まらなかったけど」

「閣かつ下かの言うことにももっともな点もあると思うが、とりあえず予定通り地味なヤツで進めていく。三日毎ごとに各立候補者の支持率が出るから、それを見て新たな手を考えようかなと」

　錦織は周りを見ながら声を絞った。

「と言っても、ライブはありえないけどな」

「そうですね。私もライブはさすがに実現性が低いかと思います」

「ああ、あいふぉん、会議の時はあんなにノリノリだったのに」

「後になって冷静に考えると、どうかなあ、と」

　米倉は恥ずかしそうに頬ほおを染める。

「六道はライブがいいと思うけどなあ。頑張ってマラカス、演奏したのになあ」

「したかったらその辺で勝手にすればいいと思うぞ。オレは帰るけどな」

「ぶ――。またいけずするー」

　六道が唇を尖とがらせる。

「だいたいな、生徒会の選挙活動でライブなんて、そんなことを考えるヤツなんて――」

『みんな、聞いてくれ―――――――――』

　マイクで増幅された大ボリュームの男子の声が前庭に響き渡った。

「な、なんだ？」

　錦織は大声の聞こえた方向を見やった。前庭の端の辺りに人だかりができていた。人だかりの中心には、パイプを組んで作った建造物が見える。

　錦織たちは人だかりに向かって走り出す。群集の間から、中央の建造物を見た

「ゲッ！」

　それはステージだった。一段高い位置に、アルミの支柱で組まれた舞台。支柱の一番高い場所に、『弓ゆ削げ満月みちる・選挙戦スタート特別ライブ』と書かれた看板がかかっている。

「ライブ!?」

　錦にしき織おりはポカンと口を開けた。

　ステージの上には、クラスメイトの相あい沢ざわが立っていた。大声の主ぬしは彼らしい。

「今日のステージは他ほかでもない。我らがアイドル・みっちーが生徒会選挙に出馬したのだ。今日はそれを記念して特別ライブをしてもらう」

　相沢の声に呼応するように、うおお――――、という声が周囲から上がった。みんな月をあしらったマークの入ったたすきを肩からかけている。

　全員、弓ゆ削げファンクラブ『フルムーン』のメンバーだとすぐに分かる。ほとんどが一年Ａ組の男子。だが他クラスの男子や上級生の姿もあった。

「す、すごいね」

「え、ええ」

　周囲を見まわしながら、六りく道どうと米よね倉くらが呆あきれたような声を出した。錦織も唖あ然ぜんとしていた。

「じゃあ、みっちーを呼んでみようー」

　ステージの相沢がマイクを上げる。

「さあ、一、二の……」

『みっち―――――――――――――――――――――――――――』

　ファンクラブのメンバーが一度に叫ぶ。錦織は両手で耳を塞ふさいだ。

「は――――――――――――――――――――――――――――いっ！」

　甲高い声と共にステージに弓削が現れた。

　うおおおおおおおおおおおおおおおおお。

　ファンクラブメンバーのうめき声のような歓声が周囲から上がる。弓削はステージの一番前まで走ってくると、小指とひとさし指を顔の前に持っていって、ウインク。キラリン、得意の笑みを撒まき散ちらした。

「みっちゃん、あの格好」

「す、すごいですね」

「お、おう」

　錦織、六道、米倉の三人は口をパカンと開けていた。

　弓削は改造された紫し苑おん高校の制服を着ていた。

　スカートはやけにフレアに広がっていて、ドレープやレースなどのヒラヒラが大量に追加されていた。ブラウスも同じく、リボンやコサージュやレースで可愛かわいくドレスアップされている。

　スカート丈を短くすることはあっても、ここまでやる女の子はあまりいない。

　弓削はステージの中央でマイクを両手で持って立つ。

「今日はあたしのために集まってくれてありがとう」

　再び歓声が上がる。

「今日は生徒会選挙に出馬する思いを、歌に乗せてみんなに伝えます！」

　弓ゆ削げが叫ぶと同時にスピーカーからエレキギターの音が流れてきて、キーボードとギターを持った男子が現れる。さらに後ろに意味ありげに置かれたシートが外され、ドラムと男子が現れる。三人とも一年生で軽音をやっている連中だ。

「じゃあ、始めるよ！　弓削満月みちるデビュー曲。『紫し苑おんの☆星』」

　弓削が目め配くばせすると、ドラムがビートを刻み始めた。

　弓削がリズムをとり始め、キーボードとエレキの音色がそれに加わる。

　シャッ――――――。

　周囲にいた男たちが赤色に光るサイリュームを同時に抜ばつ刀とう。前後に振り始める。

　イントロが終わり、弓削が固定マイクを両手で挟むように持って、口を近づけた。



「“〝ちょっとあれ見な。アイドルが通る♪”〟」



　弓削の歌声がスピーカーから大音量で流れ始める。昭和の香りのするアイドルのものっぽい曲調だった。

　弓削の歌に合わせて、ファンクラブのメンバーがサイリュームを振る。歌の節目に合わせて『みっち―――』と叫んでいた。事前に示し合わせてきていたらしい。

「錦にしき織おりくん、錦織くん……」

　六りく道どうが肩を叩たたいてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      「脱出しようよ。あいふぉんがなんだかグッタリしているし」

　六りく道どうの言葉通り、ライブの熱気にあてられたのか、米よね倉くらがぐったりとしていた。

　ファンクラブのメンバーの間を、腰をかがめながら抜けてステージから離れていく。取り巻きの外に出ると、温度が二、三度は下がった。

　錦にしき織おりたちはステージと反対側の前庭の端っこまでいった。

「なんだか、最初より取り巻きが増えてきているね」

　六道が下敷きで米倉を扇あおぎながら言う。

　当初、ファンクラブのメンバーしかいなかった取り巻きに、サイリュームを持たない一般人が加わりつつあった。下校途中の生徒が足を止めて、ステージに近づいている。

「すごいね。みんなみっちーのところにいってるよ」

「確かに盛りあがってはいるな。でもこれのどこが出馬の挨あい拶さつなんだ？」

「そんなのいいんだよ。みんながみっちーの名前と顔を覚えてくれたら」

「そうか？　いいのか、そんなんで？」

　錦織の疑問とは裏腹に、ステージを取り巻く紫し苑おん高校の生徒の数は増える一方だ。

　これが下へ手たであれば、単なるウケ狙ねらいということで一度は集まってもそのまま帰りそうだ。ところが、演奏も歌も振りつけも高レベルなのでみんな足を止めたまま動かない。

「結構、人いるよ。みんながみっちーに投票したら結構な割合になるんじゃないの？」

「いや……、いくら歌って踊れるからって、選挙で投票するとは」

　と答えつつ、錦織には内心、焦りの気持ちが湧わいてきていた。

（にしても、よく、誰だれも止めにこないよな）

　放任主義の教師はともかく、誰かがクレームをつけそうなものだ。錦織がそんなことを考えていると、

「なんの騒ぎなの、これは！」

　すごい剣幕の松まつ島しま美み紀きが、上級生の男女四人を従えて前庭の中央にスタタタと現れた。生徒会五人衆。生徒会長の松島、書記の後ご藤とう、副会長の木こ高だかと赤あか松まつ、会計の山やま根ね。現生徒会メンバー全員。公示初日とあって、生徒会室で執務中だったのだろう。

「何をやっているのよ、あの子は！」

　美紀は怒りで顔を真まっ赤かにすると、舞まいの制止も聞かずステージの方へ向かっていく。取り巻きを掻かき分わけてステージへ接近すると、大音量をものともせずステージに上がった。

　演奏が止やむ。ノリノリで歌っていた弓ゆ削げが、迷惑そうな表情を美紀に向けていた。

　ブ――ブ――と観客からブーイングが上がるが、メッと美紀が睨にらむと止んだ。

　美紀はマイクスタンドのマイクを握ると、弓削を指さした。

「これはどういうことかしら、弓削満月みちるさん！」

　スピーカーから増幅された美紀の声が飛んだ。

「文化祭でもないのに、前庭で突然ライブのようなことをして。こんなことをしていいと思っているの？」

「これは選挙活動なのですっ」

　シレッと言ってのけた。

「選挙活動、ですって!?」

　美み紀きは裏返った声で叫ぶ。

「どこが選挙活動よ。ただ、歌って踊ってるだけじゃない！」

「満月みちるは歌と踊りによって政治的なメッセージを発信しようとしてるのですっ」

「今の歌の、どこに政治的メッセージがあったと言うの？」

「ちょっと聞いただけだと分からないかもしれませんが、色んな所にちりばめられているのです。政治的なメ、メ、メタボリック？」

「それを言うならメタファー！　中途半端な語ご彙いで、難しい言葉を使うのは止やめなさい！」

「とにかくちゃんと聴いたら分かると思います。最初から歌いますから聴いてください」

　弓ゆ削げが演奏の三人組に合図を送る。『紫し苑おんの☆星』のイントロが流れ始めた。

「止めなさいっ！」

　美紀が両手で大きなバッテンを作って、三人に睨にらみをきかせた。

「とにかくこのような選挙活動は許可できないわ。即、撤てつ収しゆうしなさい」

「えー、どうしてですか？」

　弓削が唇を尖とがらせる。

「どうしてって、言わないと分からないの？」

「生徒会が発行の選挙ガイドブックには、歌や踊りによる選挙活動は駄目、とは書いてません」

「当たり前過ぎて書いてないだけ！」

「はっきりと禁止されていないのに、生徒会長の常識の定義に従って、立候補者の選挙活動を制限するのは問題あると思います」

「うっ」

　美紀が一歩、後ろに身を引いた。

「とにかくこれは生徒会長命令よ。撤収しなさい！」

「拒否します。生徒会は横暴です」

「横暴なもんですか！」

「みんなも、生徒会長は横暴だと思いませんか？」

　弓削がマイクに向かって、取り巻き全員に疑問を投げかける。

　一瞬、静かになったのち――。

「そうだそうだ！」

「生徒会は横暴だぞ！」

　取り巻きから声が上がり始めた。始めは弓削ファンクラブが中心だったが、やがて取り巻き全体に声が広がって行く。

「なっ」

　美み紀きがかなり衝撃を受けた表情を浮かべていた。人気ナンバーワンの生徒会長として、圧倒的な支持を受けてきたから、横暴などと言われたのは恐らく初めてだろう。

「私が生徒会メンバーに入った暁あかつきには、みんなの意見を聞けるような開かれた生徒会を目指そうと思います！」

　再び大きなうねりが上がる。

「みっちーを生徒会に！」

　取り巻きからそんな声が上がり始める。

「なんか、盛りあがってる……」

　錦にしき織おりは呆ぼう然ぜんとステージの周りを見つめていた。

　ファンクラブや、弓ゆ削げの歌声にミーハーが集まっただけの、選挙活動とは名ばかりの活動だったのに、生徒会長の登場で突然、弓削の出馬挨あい拶さつのような雰囲気ができていた。

　怒ど涛とうのようなみっちーコールの中、ステージの上で衝撃を受けた表情でカチコチに固まっている美紀を、舞まいが仏像でも運ぶように脇わきに抱えてステージから下ろした。生徒会の他ほかのメンバーと一緒に去っていく。

　美紀たちがいなくなると、弓削が会場のみんなに向かって頭を下げた。

「みんなありがと！　お陰で、あたしは歌を歌い続けることができます」

　再び地鳴りのような声が上がる。

「次の曲はあたしのセカンドシングル“〝シオンの娘”〟」

　最初の曲とは違う、しっとりしたメロディが流れ始める。

「まさか生徒会長までが敗れるなんて……」

　錦織はステージの上でヒラヒラと舞う弓削の衣装を眺めながら、肩を震わせた。





「さて。言い訳があるなら、聞こうか。ハラグロ」

　バチンという、激しい音が秘密基地内に響き渡る。輝夜かぐやが机に学校新聞を叩たたきつけた音だ。六りく道どうが新聞の一面を広げる。

「ええっと、なになに。生徒会の強権に挑む、新鋭弓削満月みちる躍進。ライブなどの選挙活動で無関心層の支持を集める。みっちー、凄すごいね。褒ほめられてるじゃん」

　一面見開きに掲載された、改造制服姿でステージに立つ弓削の写真を指差しながら、六道は横の米よね倉くらに新聞を回す。

「問題はその下だ」

「公示後、三日目に行われた支持候補者調査ですか。なるほど、錦織くんと弓削さんが並んでますね。公示前の調査では錦織くんが勝っていたのに」

　新聞を横からのぞきこんだ米倉が、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを細める。

「三日でこれだ。このままいくと、すぐに逆転される。ハラグロ、なにか釈明はあるか？」

　輝夜は怖い顔で錦織を睨にらみつける。

「いや、ちょっと待ってくれ」

　錦にしき織おりはパタパタと手を振った。

「その支持率低下の原因、全部オレのせい？」

「当然だ。向こうが支持を集められた最大の理由はなんだ？」

「いや、でもだな」

「理由はな・ん・だ？」

　一字ずつ区切って、怖い声を出した。

「その、ライブ……」

「そうだ。その通り」

　輝夜かぐやは据わった目とキツク閉じた唇を錦織へ向ける。

「いや、でもだな」

「なんだ。なんか言い訳でもあるのか？」

「弓ゆ削げの人気の理由はライブだけじゃないと思うぞ。新聞にも書いてあるが、ライブを止やめさせようとした生徒会に弓削が反抗できたことも大きい。弓削ファンクラブに、以前から現生徒会に反感を持っていた連中の支持が重なった……とオレは予想している」

「それを含めて選挙活動でライブをやった効果が大きかったということじゃないか」

「それは、まあ、確かに」

　錦織はこっそり胸の中でため息をついていた。輝夜にこのことで責められるのは予想していたから、やっぱりという感じだった。

「それでハラグロはこの三日間、何をやったのだ？」

　輝夜は腕を組んだまま、ひとさし指を上下運動させて錦織を見つめる。

「予定通り、部活とサークルに挨あい拶さつにいったけど」

「感触はどうだった？　全員、ハラグロの前にひざまずいて、絶対的な忠誠を誓ったか？　どうなのだ」

「いや、そんなことはない。というか、そんなことされたらむしろひく……って閣かつ下か、何、体を震わせてるんだ？」

「手ぬるい！」

　輝夜はまたテーブルを叩たたく。

「ハラグロが手をこまねいている間にも、敵は版はん図とを拡大しているのだぞ」

「そうかもしれんが、まだ投票日まで二週間近くあるし、まだ焦る時間でもないんじゃないかな」

「そうこう言っている内に、手遅れになるぞ。選挙活動を大きく変革する必要がある」

　輝夜は立ちあがった。

「つまり閣下、我々もライブ、ということでしょうか？」

　興奮した様子で尋ねる六りく道どうに、輝夜がニヤッと笑って頷うなずいた。

「やっぱ、そうなんの!?」

　錦にしき織おりは頭を抱える。

「もう否定的な意見は許さない。お前は前の会議の時、選挙戦でライブなどありえない、と発言したが、現に敵はやって効果を上げている」

「うううっ」

　まったくその通りなので、錦織はそのまま黙ってしまう。

「でも、今更やって、二番煎せんじのそしりをうける可能性はありますが」

「その可能性は否定できないが、優等生のハラグロがライブをすることで音楽もできるところを示せば、新たな支持者を集められる。ハラグロ、お前、音楽はできるんだろうな？」

「オレはパーフェクトな優等生なんだぜ。なんだって人並み以上にはできる……。でも、本気でするつもりなの、ライブ？」

　輝夜かぐやたちは「何をいまさら」とでも言いたげな視線を錦織へ向けた。

「もうハラグロが勝つためにはこれしかない。いい加減、覚悟を決めろ」

「そーだよ。いいじゃん、ライブくらい」

「私も悪くないと思いますよ」

　錦織はガックシと机に腕をつく。

「曲はどうしますか？　弓ゆ削げさんみたいにオリジナルとなると、作る時間がありませんが」

「校歌とかどうだ？」

「ノリが悪そ――」

「多少、アレンジをくわえればなんとかなると思います。それは私がやります。一曲だと少ないですから、他ほかはメジャー曲の小変更でなんとかしましょう」

　錦織を放ほうっておいて、ライブの計画は順調に進められていた。

「楽器ですが、前にも言いましたがキーボードなら私はできます。かなめは？」

「パーカッションならできるよ」

「パーカッションって、具体的にはなにができんだよ」

　思わず錦織はツッコんでしまう。

「一番得意なのはマラカス。あとは、トライアングルとかカスタネットとか」

「幼稚園の発表会かよ」

「そういう錦織くんはなにすんの？」

「本当にすんなら、当然、オレがボーカルだ」

「わ――、なんだか『オレがボーカル宣言』してるよ、この人。やっぱりオレ様だよ」

「やっぱりってなんだよ。オレの選挙活動なのにオレが目立つのは当然だろ？」

「生徒会は学生生活を陰で支えるのが仕事だから、黒くろ子こに徹するのもありだと思うよ。バックダンサーとか」

「変な理屈をつけんな」

「ＴＲＦだって後ろで踊っていたことがあるよ？」

「ネタが古過ぎて分かんない」

「閣かつ下かは何か楽器の演奏はできますか？」

　米よね倉くらが輝夜かぐやの方を見る。

「私は――」

「おーい、ちょっと待った！」

　錦にしき織おりは大きく手を振って、何か言おうとしていた輝夜を止めた。

「ライブによるアピール活動をする方針は分かった。ようやく諦あきらめがついてきた。でもそのライブに閣下が出るつもりなのか？」

「でちゃ駄目なのか？」

「ＮＧだ！」

　ノーグッド！　と二回繰り返した。

「あ―――、閣下差別だ―――。酷ひどいんだ！」

「酷くない、全然、酷くない！　もし閣下がオレのライブで演奏していたら、閣下とオレの関係が疑われてしまうだろう？　そうなったらオレは落選確実。忘れているかもしれないけど、閣下の悪評は全学年に知れ渡っているんだぜ」

「むうっ。つまり、私はステージに立つなと。そう言いたいのか」

　輝夜は唇をタコのように尖とがらせた。

「仕方ないけど、そこは堪こらえてくれ」

　錦織は手を合わせる。

「でもそうなると、演奏はキーボードとパーカッションだけになっちゃうよ」

「かっこよく言うなよ、キーボードとマラカスだろ。他ほかは山ほどある軽音楽サークルに演奏を依頼すればいいんじゃないか？」

「それもいいけど、できればこのメンバーだけでやりたいよね」

「他の楽器は事前に打ちこみで作っておいて、ライブ当日にそれを再生するというのは」

　米倉は輝夜の表情をうかがう。

「ライブというものは」

　輝夜が目を瞑つぶったまま、厳おごそかに話り始める。

「演奏者と観客の距離が近いので歌が生きる。だから、『ライブ』なのだ」

「なんの漫画の台詞せりふだ？」

「だから演奏者はステージに上がらなければ意味がない」

「閣下、それは分かる。分かるが、打ち込みで我慢してくれ」

　錦織は手を合わせた上に、拝むように頭を下げる。

「むう。だがライブというものは」

「そこんところをなんとか。ライブはするから」

「う――ん」

　輝夜は口を結んだまま、腕を組んで考え始める。しばらく、うーんうーんと唸うなり声ごえを上げていたが、やがて「分かった」と頷うなずいた。

「いいだろう。ここはライブの実行を最優先しよう。その代わり、私はプロデューサーとして、全体の指揮をとるからな」

「よかった」

　錦にしき織おりはホッと胸を撫なで下おろした。六りく道どう、米よね倉くらも嬉うれしそうに頷うなずき合あっていた。

「それでライブ決行はいつにする？」

　六道が鼻息の荒い様子でキョロキョロする。

「今夜の内にスコアを作りますから、完成次第、メールで送ります。あとは練習してみて、いつするか決めるというのはどうでしょう」

「セクシーの意見に賛成だ。問題は練習場所だな。秘密基地でやるわけにはいくまい」

「私は、かなめの家がスペース的に都合がよいと思いますが」

「うん、六道神社はいつでもウエルカムだよ」

　米倉と六道が頷きあっていた。

「うむ、ではそれでいくか。何か異論のある者は？」

　頷くと、輝夜かぐやは錦織をジッと見つめた。六道と米倉も同じように錦織を見る。

「ちょっ、なんでみんなオレの方を見ているわけ？」

「いや、だって、最初から反対していたのは錦織くんだけだし」

「この期ごに及んで反対するかよ」

「それならいいが」

　輝夜は胡う散さん臭くさそうな目つきで錦織を見る。

「いや、本当に反対しないって。やるって、ライブ。でも、一応、生徒会長にお伺いをたてておくけどな」

「なら良い」

　輝夜はフンと鼻を鳴らすと、腕をサッと伸ばした。

「今からライブ作戦を開始する。今夜、セクシーからメールが届き次第、スコアを熟読すること。可能なら練習は数日で終えて、ライブ決行は明後日あさつて、半ドンの土曜日としたい」

　六道と米倉が威勢よく「ラジャー」と答える。錦織も少しけだるい感じに「ラジャー」と呟つぶやいた。

「土曜日ってことは、またみっちーがステージに立つかもね。ライブ合戦になるかも？」

「つまり、ライブを制した者が選挙を制する、ということになるかもしれないな」

　輝夜がグッと拳こぶしを握り締めていた。



　　　　☆



「ホントに、やんのか。オレ」

　土曜日の午後、下校途中の生徒が疎まばらに見える前庭の端っこに錦織の姿があった。

　横には鉄の支柱で組まれたステージ。去年文化祭で使った物を、大急ぎで組み立てた。大きさ的には前庭を挟んで反対側にある弓ゆ削げのステージとそれほど変わらない。錦にしき織おりはそのステージの裏で、六りく道どう、米よね倉くらと共にライブ開始の時間を待っていた。

「わっ、錦織くんが今更、びびってる？」

　六道が錦織を指差して笑う。

「いや、びびっちゃいない。演奏する覚悟はとっくにできている。この格好で人前に立つのは少々抵抗があるけどな」

　錦織は自分の格好を見なおして、複雑そうな顔をする。サスペンダーで吊つった黒ズボンに、ぱりぱりの白シャツ、そして蝶ちようネクタイ。いつか六道がレンタルしてきた執事服だ。同じように六道と米倉はレースたっぷりのメイド服に身を包んでいる。

「いいじゃん。ユニット名はメイドあんどしつじーずだね」

「ユニット名、いらない。どうせ一回限りなんだから」

「私も久しぶりでどうも恥ずかしいのですが」

　米倉が顔を赤らめる。腰でしばる構造上、ただでさえ大きな胸にさらにブーストがかかっているのも前と同じだ。

（米倉ファンクラブの連中は大喜びだろうけどなあ）

　自分も少し鼻の下を伸ばしながら、錦織は思う。

　今日のライブには米倉ファンクラブ『アイ・ラブ』に動員がかかっている。離脱して弓削のファンクラブに移ったメンバーに対抗して、西にし村むら以下、『アイ・ラブ』のメンバーは錦織支持にまわった。ステージ側から聞こえるザワザワという人の話し声は、彼らのものだ。

「にしても……」

　錦織は油断のない目つきで、周囲を見まわした。

「輝夜かぐやが来ていないというのが珍しい、いや怪しいよな」

　練習の時の輝夜は、かなり気合が入っていた。前日、六道の家でやった練習も、なかなかオッケーを出さず錦織たちを帰さなかったくらいだ。

「錦織くんが絶対に来るなって言うから、いじけちゃったんじゃないの？」

「あいつがいじけるようなたまかよ。きっと今も、どこからか監視しているに違いないぜ」

（監視といえば、生徒会にも当然バレるよなあ）

　一応、生徒会には、ライブによる選挙活動を行う旨むねを伝えてある。美み紀きは弓削たちに横暴と言われたのがよほどショックだったらしく、心ここにあらずな感じで頷うなずいていた。

「本当にするんだ」

　背後で声がした。弓削だった。先週のライブの時と同じ魔改造の施された制服姿ということは、噂うわさ通どおり今日もライブをするのだろう。

「わっ、執事にしぽん！」

　弓削は錦織の格好を見ると、目をキラキラと輝かがやかせた。嬉うれしそうに手を合わせて、目をキラキラさせながら錦にしき織おりに近づいてきた。執事服をペタペタ触り始める。

「結構、ちゃんとした生地でしっかり作ってあるんだね」

「あんま、触んなよ。借り物なんだから」

「にしぽんに似合ってるよ。かっこいい。輝かがやいているよー」

　弓ゆ削げはニッコリと笑う。その顔がちょっと可愛かわいかったので、錦織は思わず「ウッ」と顔を背そむけた。ちょっと前に唇を当てられた小指の感触が蘇よみがえり、わずかに顔が熱くなる。

「ライブは三人で？」

「ああ」

「楽器は？」

「錦織くんがボーカル、私がキーボード、かなめがパーカッションです」

　米よね倉くらが代わりに答える。

「みんな結構、音楽ができるんだね。でもギターはいないの？」

「残念ながら、今回は録音のみの参加です」

「ギターも無しにライブとな？」

「なんでいきなり雅みやびな喋しやべり方かただよ」

「軽音ではギターの人気がものすごく高いでおじゃる」

「それは知っています」

　米倉は悔しそうな顔をする。

「ですが、三人でも演奏が良ければみんな聞いてくれると思います」

「なるほど。じゃあ、あたしとにしぽん、どっちのステージに人が集まるか勝負だね」

　弓削はグッと拳こぶしを握ってみせた。

「どっちが真の人気者かが分かる、選挙の前ぜん哨しよう戦せんだよ」

「う、うむ」

「じゃあ、お互い、頑張ろうね」

　そう言うと、手を振りながら去っていった。

「みっちー、余裕だね」

「確かに彼女の言う通り、ギターがいないのは辛つらいかもしれません。人気ありますから」

　米倉は深刻そうな顔をする。

「大丈夫。その辺は六りく道どうのパーカッションでカバーするから」

　平べったい胸をポンと叩たたいた。

「マラカスじゃ、どうやってもギターのカバーはできない気がするが、期待しているぜ」

『みんな―――――――。今日も、みっちーのステージが始まるぜ』

　前庭の反対側のステージから、相あい沢ざわの大音量の声が聞こえてきた。その声に呼応して、『フルムーン』のメンバーや弓削の支持者の歓声が津波のように押し寄せてくる。

「じゃあ、オレたちもいくか」

「うん」

　三人で片手ハイタッチするとステージに上がった。ステージには三人分のマイクと、米倉用のキーボード、マラカス、カスタネットの置かれた長机が設置されてある。

　錦にしき織おりが最前列のマイクの前に立つと、ステージ横に控えていた西にし村むらが照明のスイッチを入れた。頭上の支柱に固定されたライトが点灯する。

　錦織はステージの上から辺りを見渡した。すぐ下には鉢巻きをつけた米よね倉くらのファンクラブのメンバーが、緑のサイリュームを持って集結している。

　司会として西村もステージに上がってきた。

「米倉愛あいファンクラブ、アイ・ラブの諸君！　今日は土曜の午後だというのに集まってくれてありがとう」

　うお―――――、と気合の入った声が戻ってくる。

「今日集まってもらったのは他ほかでもない。オレのクラスメイトであり戦友である錦織貴たかし、つまり『ＴＡＫＡＳＨＩ』が生徒会選挙に出馬することになった」

　一部から「タカシ――」という声が上がる。錦織は微妙な笑顔を浮かべて、手を振った。

「そして、その『ＴＡＫＡＳＨＩ』の選挙活動ライブに、我らの米倉愛さまがキーボードとして参加されることになった」

　米倉がお辞じ儀ぎをすると、その途端、「あいふぉ――――――――――――――ん！」と絶叫のような米倉コールが沸き起こった。

「ファンクラブとして、いや、愛さまの忠実な僕しもべとして、このライブを応援しないわけにはいかない。そうだろう、みんな？」

　再び、「うお――――――――――――――」と、雄たけび。

「諸君も知っての通り、今、アイ・ラブは深刻な危機に瀕ひんしている。ここ数週間でメンバーの半数が離脱した。その原因は改めて言うまでもないだろう」

　西村は前庭の反対側のステージに集結中の弓ゆ削げのファンクラブ、『フルムーン』にガンを飛ばした。一斉にブーイングが沸き起こる。

「去っていった者たちのことを考えていても仕方がない。しかしだからこそ、今日のライブの応援で、我々が負けるわけにはいかないのだ。気合をいれてアイさまを応援するぞ」

　うおおおおおおおおおおおおお――――。

　空気が揺れた。怒りとリベンジに燃えるアイ・ラブのメンバーたちの声と熱気が、空気を震わせていた。周囲の温度が三℃くらい上がったような気がした。

「一応、主役はオレなんだけど」

　錦織のそんな呟つぶやきは、会場を包みこむ米倉コールにより口の先から掻かき消けされる。

『じゃあ、みっちーの新曲を聴いてね――――』

　前庭の反対側のステージから、弓削の声が聞こえた。こちらを意識しているからか、開始直後よりも声のボリュームが大きくなっていた。

「こちらもいきましょう」

　米倉の合図でスピーカーから軽快なギターサウンドが流れてきた。紫し苑おん高校校歌『嗚あ呼あ、紫苑高校』フィーチャリングあいふぉん、のイントロ。米よね倉くらもキーボードを弾はじきはじめる。

　弓削のステージでもイントロが流れ始めていた。前庭で大音量のサウンドが交錯する。

　錦にしき織おりは体でリズムをとりながら、マイクスタンドのマイクに唇を近づけていく。

　六りく道どうのマラカスがサウンドに加わりイントロが終わる。

　錦織はスッと息を吸う。

「――――」

　歌い出し。無難に始められて、錦織はホッとしながら歌う。

　米倉のアレンジは、紫し苑おん高校の校歌をほとんど原形を留とどめないくらいノリのよいポップな曲調へ変えている。打ちこみのギターがリズムを作り、米倉のキーボードが音楽全体を支え、六道のパーカッションが花を添え、錦織のボーカルが全体をリードする。

　西にし村むらと事前に打ち合わせしていた通り、アイ・ラブのメンバーがリズムにのってサイリュームを振り、節目節目で「あいふぉーん」と掛け声が飛んだ。観客の大半がキーボードへ熱い視線を向けており、ボーカルの錦織は空気のような扱いだ。

（まあ、あの米倉の可愛かわいさだからな）

　メイド姿の米倉が一生懸命キーボードを演奏している姿は超絶可愛い。自分も観客の立場だったとしたら、思わず「あいふぉーん」と叫んでいたに違いない、と錦織は思う。横でマラカスを鳴らしている六道も、音楽に一生懸命ついていこうとしていて可愛かった。

　次第にサウンドに錦織の気持ちがノってくる。練習の時にはない高揚感に、体が包みこまれていく。

（これがライブか）

　錦織は意外にノっている自分に気がついた。人前で歌うのは楽しい。自分の音感を大人数にアピールできるのが心ここ地ちよい。元来、目立ちたがり屋の錦織にはピッタリだった。

（まさかオレがこういうことの好きな人間とは思わなかったな）

　輝夜かぐやは次々と新しい自分を発見させる、と錦織は思う。会場の中に輝夜の姿を捜す。どこかで聴いているに違いないが、観客の中には見み出いだせなかった。



　錦織と弓ゆ削げのライブは三曲目に入ろうとしている。サウンドと観客の掛け声とサイリュームの光で溢あふれる前庭に、次第に校舎内にいた生徒たちが集まり、ライブの観客になり始めている。

（ここからが、本当の勝負だな）

　錦織は前庭を見渡す。校舎から出てきた生徒たちは、前庭の真ん中で一度足を止めて錦織と弓削のステージを見比べてから、自分の行きたい方へ足を向けていた。だから、どちらのステージの方が人気があるのか一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　押されているのは、錦織のステージの方だった。前庭に出てきた生徒の大半が、錦織に背中を向けて反対側のステージに向かっている。中には一度、錦織のステージ側に来て、すぐに引き返して弓削側へ向かう生徒もいた。

（やっぱ演奏がキーボードとマラカスだけじゃダメか？　いや、そもそも、ボーカルが男のオレの時点で終わっているのか？）

　遠目に見ても、観客のノリが違うのが分かる。弓ゆ削げのステージに集まった生徒は、ファンクラブのメンバーに合わせてフリをつけている。錦にしき織おりのライブは遠巻きになって見守っているだけだ。

　足りない。

　このステージはビートが弱い。キーボードとマラカスだけではやはり乗れない。

（やっぱ、生演奏のギターが欲しかった）

　輝夜かぐやの言っていた通りだ。打ちこみだけじゃダメだ。ステージの上で他ほかの演奏者や観客と一つになって演奏するギターが欲しかった。

　錦織のステージに集まっていた生徒たちが、次々と離れていく。みな、反対側のステージに参加して、ノリノリに体を動かしている。

　六りく道どうと米よね倉くらの顔にも、次第に焦りの表情が浮かんできた。演奏にその焦りが出て、小さなミスが現れる。

（この勝負、負けるかも）

　錦織が諦あきらめ始めた時――。

　ギギ――――――――――――ン。

　ステージに派手なギターの音色が響き渡った。

　振りかえる。

　ギタリストがいた。六道たちと同じメイド服に、教育ママがつけている眼鏡めがねのような、尖とがった形のおしゃれ眼鏡という格好。長めのストラップで低い位置に構えたギターの上で、めまぐるしく指が動く。そのシルエットに、錦織は見覚えがある。

（まさかっ、輝夜!?）

　適当に巻いたツインテールからこぼれた長い黒髪は間違いない。

（しかも、巧うまいし）

　輝夜のエレキの指遣いは、素人しろうと目めにも巧かった。もの凄すごい速さで動く指。打ちこみのギターチューンに技巧的なアレンジを加えている。

（輝夜のヤツ、最初からこれが狙ねらいだったんだな。ってか、正体がばれたらどうすんだよ）

　輝夜が最前列に出てきて、錦織たちに三人に目め配くばせする。頷うなずく六道、米倉に合わせて、錦織も不安気な表情で頷いた。

　全体のボリュームが上がる。打ち合わせにはなかったが、空気を読んだ西にし村むらがアンプの出力を上げたようだ。

　輝夜のギターが楽曲をリードすると、サウンドのノリが一気によくなった。

　観客の雰囲気も変わる。米倉を眺めながら適当にサイリュームを振っていたアイ・ラブのメンバーの視線が、突如として現れた謎なぞのギタリストに向けられる。サイリュームをリズムに合わせて振り始める。ファンクラブの後方にいた一般の観客たちも、ファンクラブと一緒になって腕を振っていた。

　ステージの周りの空気が変わっていた。

　弓ゆ削げのステージに移動していた生徒たちが、異変に気がついてこちらを振りかえっていた。前庭の中央でどちらに行くか迷っていた生徒たちの足が、錦にしき織おりのステージ側に向きはじめる。輝夜かぐやを指差している生徒が何人もいた。

「なんかすごいな。あのギター」

　そんな風に言っているように思えた。

　弓削のステージ側に偏っていた観客のバランスが、錦織側との間で拮きつ抗こうし始める。前庭中央を境界に、弓削ステージの支持者と錦織ステージの支持者が綺き麗れいに分かれていた。

（輝夜が一人加わるだけで、こうまで変わるなんて）

　錦織は歌いながら驚いていた。観客だけでなくステージ上の米よね倉くらや六りく道どうの目の色が変わっている。そして、錦織自身もそうだった。

　三曲目が終わり、米倉が用意した最後の曲のイントロが始まろうとした時、前庭の中央がザワつき始めた。

（なんだ？）

　錦織はマイクに向かったまま目を凝らした。

　錦織ライブと弓削ライブの観客同士が、なんだか口論しているようだった。二人とも頭に鉢巻き、体にたすきをかけている。米倉と弓削の、ファンクラブのメンバー同士のようだ。

　やがて二人が小突きあいをはじめた。他ほかのファンクラブのメンバーが集まってくる。

　観客がザワツキ始める。異常を察知した西にし村むらがアンプのスイッチを切った。米倉が演奏を止やめる。反対側では弓ゆ削げも音楽を止めていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　静けさを取り戻した前庭。だが、ファン同士の小突き合いはより激しくなっていた。数人のファンクラブメンバー同士が列になって、お互いの肩を押しあったりしている。

「なにやってんだよ」

　錦にしき織おりは米よね倉くらに目め配くばせした。ここは神様に仲介してもらうしかない。米倉もその辺はよく分かっているのか、マイクを持ってステージの一番前まで出る。

「みなさん冷静に。落ちついてください」

　マイクを両手で握り締めて、必死な様子で訴える。

「みんなー。仲良くしようよー。みんなみんな生きてるんだ、友達なんだよ！」

　弓削がマイクに向かって叫んでいた。

　だが、二人の声はどちらかといえば火に油を注ぐ的な役割を果たしたようで、ファンクラブ同士は、さっきより激しく押し合いを始めていた。

「やばい。やばいって。どうする？」

　喧けん嘩かなんてことになったら大変だ。ライブ主催者である錦織も責任は免まぬがれない。

　錦織は米倉と六りく道どうの方を向く。だが、二人とも錦織と同じ困り果てた顔をしていた。輝夜かぐやだけは、アンプの切られて音の出ないエレキを、ノリノリな様子で指で押さえていた。

　もみ合いはいつ殴り合いに発展してもおかしくないくらい緊迫していた。メンバー同士が相手の襟えりを持って、顔を近づけ合っている。

「これをもちまして、本日の弓削満月みちるライブイベントを終了させていただきます」

　逆側のステージでアナウンスが流れた。逃げるようにステージから撤てつ退たいし始めている。

「あいつら逃げる気かよ」

「錦織くんどうする？」

　六道と米倉が錦織の近くに集まる。

「どうするって、どうしようか？」

「あの乱闘の中に入っていって止める覚悟が錦織くんにあるのなら、六道は止めないよ。そして後輩たちに錦織伝説を語り継ぎます」

「語り継がんでよい」

　錦織はもみ合っている観客をもう一度見やり、

「次期生徒会長候補として逃げるわけにはいかない」

　と、マイクに向かう。

「みんな、闘うのは止めるんだ！」

　心をこめて叫ぶ。

　……だが、もみ合いは何事もなかったように続いている。

　錦織は六道に向かって頷うなずいた。

「よし逃げよう」

「それでこそ錦織くん！」

　錦にしき織おりはノリノリでギターの弦を押さえている輝夜かぐやの手を握った。

「いつまでやってんだよ。撤てつ退たいすんぞ！」

　輝夜は覆面越しでも分かるくらいに、ビクンッと体を硬直させて演奏を止やめる。錦織に握られた手を見ると、自由な方の手でいきなりチョップをする。

「てぇっ」

　錦織が手を離すと、プイッとそっぽを向いて米よね倉くらたちとステージの後ろから下りていく。

「んだよ。乱暴なヤツだなあ」

　後ろではファンクラブ同士の小こ競ぜり合あいがまだ続いているようだった。

「裏切り者を許すな！　正義の鉄てつ槌ついを下くだせー」

　西にし村むらがファンクラブのメンバーを煽あおる声が聞こえたが、錦織は聞こえなかったことにした。コソコソと腰をかがめて校舎に戻っていった。



　結局、ファンクラブ同士の小競り合いは、生徒会メンバーが駆けつけて全員を解散させるまで続いた。

　軽傷者十名。全員、擦すり傷程度で済んだのは不幸中の幸いだった。

「一年Ａ組、錦織貴たかしくん!!　至急生徒会室まで来なさいっ!!」

　美み紀きの怒りの声が校内放送のスピーカーから流れてきたのは、それから一時間後のことだった。



    

  
    
      


４　満月みちるの交換条件





「最悪だ」

　秘密基地に錦織の陰気な声が響き渡っていた。頭を抱えて、顎あごをテーブルにつけて、虚うつろな目を空くうに泳がせていた。

　横では六りく道どうや米倉が心配そうにそんな錦織を見つめている。

「むっ、なんだこの陰気な空気は」

　扉が開き、輝夜かぐやが入ってきた。どうやら機嫌がよいようで、口元が微妙に緩んでいる。六道が無言で机の上の学校新聞を指差す。

「うん？」

　輝夜が新聞を開く。

「なになに。『ルール無用の選挙戦の末路！　土曜日、前庭で発生した乱闘騒ぎは、選挙戦の名の下もとに行われた大カラオケ大会によるものだった。いくら選挙活動が自由とはいえ、特設ステージを作ってライブをするのはいかがなものか。またライバル候補者に対抗して軽けい挙きよに出た錦織候補者の行動も安易と言わざるを得ない。両候補者には猛もう省せいを促したい』」

「それもだけど、それよりもっと下、下」

「『謎なぞの覆面ギタリストを追え！　錦にしき織おり候補者のライブに突如として現れた覆面ギタリストが凄すご腕うでと評判。軽音系サークルでは発見して勧誘したいと捜索しているという』」

　記事の横には携帯電話で撮られたピンぼけの写真が載っている。

「これは私のことだな」

　ふっふっふ、と嬉うれしそうに笑う。

「そこでもなくてもっと下の記事だよお」

「ああ、これか？　『選挙戦二週目の支持率調査』――。」

　新聞を掴つかむ手がプルプル震える。

「錦織くんが蝉せみの抜け殻みたいになってる理由、分かった？」

　輝夜かぐやは新聞ごと机を叩たたきつけた。

「どうしてハラグロの支持率が下がって、弓ゆ削げの支持率が上がっているのだ！」

　輝夜は両手で錦織の肩を掴むと、ゆっさゆっさと左右に揺すった。

「や――め――ろ――。脳――がー液状化――する――」

　震える声で叫んだ。輝夜が手を離す。

「これはどういうことだ。何が起きたんだ？」

「どういうことだも何も、見ての通り、ライブ作戦失敗だ。あと、観客の喧けん嘩かのことで生徒会長にメチャクチャ怒られた」

　錦織は顎あごを机の上に乗せた。

「なぜだ。観客の数では最終的には拮きつ抗こうしていたぞ。それに話題性だって高い」

　輝夜は自分のことが書かれている記事を手の甲で叩く。

「確かに新規の支持者を集めることはできたようなのですが、もともと、錦織くんを支持してくれていた層が離れていったみたいですね」

　もともと錦織の支持は、どちらかといえば保守的な層に偏っていた。彼らが弓削に対抗してライブをした錦織に眉まゆをひそめた、ということらしい。弓削以外の一般の候補者四人に対しては差をつけているが、弓削には今一歩だ。

「あと、ファン同士がいざこざを起こしたのもイメージ悪化に繋つながったみたいですね」

「イメージダウンは弓削側も同じじゃないのか」

「向こうは、そもそもいざこざを起こした弓削さんのファンが支持母体ですから……」

「くうっ、そういうことか」

「あと、錦織くんがあいふぉんの人気に頼ろうとしたのがよくなかったみたいだね」

「全すべてが裏目に出たということか」

　輝夜は悔しそうに唇を噛かむ。

「しかし、ハラグロ、抜け殻になっている場合じゃないぞ。投票日まで一週間。このままだと本当に負けてしまいそうじゃないか」

「分かってるって」

　錦にしき織おりは顎あごを机に押しつけたまま頭を抱える。そろそろ、本当に黄色信号が点灯し始めている。頼りの生徒会長の美み紀きも、怒らせてしまったために援護は頼めない。

「でも、まだチャンスはある」

　錦織は顔を上げた。

「金曜にある討論会。オレは一年生候補者対決ということで、弓ゆ削げを相手にすることになった。この内容次第では逆転可能なはずだ。支持率は僅きん差さだ。大多数である支持者無しの生徒の支持をどれだけ集められるかで決まる」

　自信に満ちた目で、輝夜かぐやたちを見まわす。

「でも、勝てるの？　みっちーだって、かなり準備してくるんじゃない？」

「討論会は堅い内容だから。今まで通りのアイドル路線では厳しいと思う」

　それに討論会の司会者は美紀だ。それなりに厳格な進行を行うに違いない。

「万全に準備していけば勝てるはず」

「あたしだって準備くらいしていくよ」

　甲高い声が聞こえた。いつからいたのか、秘密基地の入口の扉の柱にもたれかかるようにして弓削が立っていた。

「くっ、またもや侵入を許したか！　各員迎げい撃げき体勢をとれ！」

　輝夜が手を伸ばして号令を出す。

「迎撃いらない。むしろ歓迎の宴うたげを開いて。飲み物はバヤリースでよろしくお願いします」

　弓削はブツブツ言いながら秘密基地へ入ってくると、

「ジャジャ――ン」

　手にしていた学校新聞を広げた。

「皆の衆、注目せよ！　ついにあたし、弓削満月みちるの支持率が、錦織くんを抜きました。頭ずが高いひかえおろう！」

「知ってる。たった今、その話をしていたところだ」

　錦織は眉み間けんにぐしゃぐしゃと皺しわを寄せた。

「対抗してライブをしても、本家アイドルには勝てないのです」

　弓削は輝夜をさしたひとさし指を、グリグリと回して見せた。

「むっ。だがまだ我々は負けたわけではない。投票日までまだ一週間ある」

「一週間しかないとも言う？」

「くうっ」

　輝夜が悔しそうな声を出す。

「ハラグロ。お前も何か言え。言われっぱなしじゃないか！」

「そう言われても、事実は事実だし」

「貴様、さっきまで言ってた逆転のシナリオをなぜ言わない！」

　輝夜は錦織の頭を万力のように両手で掴つかむと、左右に揺らした。

「だーかーらー、やーめーろー。オレの皺の多い奇跡の脳が液状化する―――――」

　錦にしき織おりが宇宙人のような声を出して、輝夜かぐやの万力から逃れようとする。

　急に、弓ゆ削げがムッと顔を顰しかめた。

「にしぽんさ」

　不満気に尖とがらせた唇を、錦織へ向ける。

「前にも思ったんだけど、ここのみんなといる時はいつもと雰囲気が違うね」

「そっか？」

　輝夜の手からようやく解放されて、青い顔をしながら錦織は不思議そうな顔をした。

「あ――、教室での錦織くんしか知らないと、不思議に思うかもね。でも、これが錦織くんの素す。ナチュラル。本性だよ」

　六りく道どうが錦織の頭をポンポンと叩たたいた。

「勝手なこと言うな、六道。あと人の頭を木魚のように叩くでない」

「ここでは錦織くんはいつもこんな感じですよ」

　米よね倉くらも頷うなずく。弓削はますます不満そうな顔になる。

「ふ―――ん。にしぽん、かぐやんたちの前じゃ素が出せるんだ。ニセモノ優等生じゃないんだ。なんだか、女の子たちにいじられてる感じが昔のにしぽんみたい」

「えっ、昔？」

　六道と米倉が不思議そうな顔をする。

「わ―――わ―――わ―――」

　錦織は慌てて大声を上げた。

「昔っていうか、まだ幼くて、ピュアだった幼い頃ころのオレって意味だよね」

　言いながら弓削に目め配くばせする。まだ輝夜たちに、弓削が幼おさな馴な染じみとは言っていないのだ。

　弓削は錦織の意図を察したように「そうそう、そういう意味」と言うと、急に考えるように腰の後ろに手を当てて、秘密基地の中をウロウロと歩き始めた。

「えええっと、弓削さん。用件が済んだらもう帰ったらどうかな。これから討論会について考えようとしているのだけど」

　錦織は頬ほおをピクピクさせながら、作り笑いを浮かべる。

「あのね」

　突然、弓削が錦織の表情をうかがうような目つきをした。

「にしぽん、ホントに生徒会に入りたい？」

「ああ、入りたいさ。入りたいとも。高校に入った時からの目標だったからな」

「その気持ちはどのくらい強いの？」

「たとえるなら真夏の太陽の日差し、或あるいは、総合のヒョードル並みに強い」

「あと、私の新世界構築活動にとって必要不可欠なことだからな」

　輝夜がしっかり付け加えていた。

「もし、これから話す条件を飲んでくれたら、あたし、おりてもいいよ。選挙から」

「マジで!?」

　錦にしき織おりは目を見開いた。他ほかの三人も目を大きくする。

「それ本気で言ってる？」

「ハラグロ、気をつけろ！　罠わなだ。罠に決まっている」

「罠じゃないよ」

　弓ゆ削げはブンブンと首を振った。

「さあ、どうかな。またレコーダーか何かを隠し持っていて、我々の言動を記録しようとしているのではないか？」

「そんなことないって。信用ないなあ」

　弓削はむくれてみせる。

「おりる、ってのは出馬を取りやめる、ということだよな」

　錦織も、用心深い目つきで弓削を見返した。

「もちろん、そうだよ」

「オレがその条件とやらを飲んだら、本当に取りやめるのか？　生徒会に進出して、人気者のレベルを全校区に広げる、と言っていたよな」

「生徒会に入らなくても、学校一のアイドルにはなれるし」

　弓削は自信たっぷりに頷うなずく。

「う―――ん」

　錦織は腕を組む。弓削の真意は分からないが、確かに選挙戦を有利に進めている弓削が、今更、罠を仕掛けるとも考えづらかった。

「分かった。じゃあ、とりあえず、条件だけは聞こうか」

「うん」

　弓削は手招きして、錦織を秘密基地の端の方へ連れて行こうとする。

「みんなの前で言うのはダメなのか？」

「にしぽんがみんなに教えるのは禁止しないから」

　弓削は錦織を部屋の角すみに立たせると顔を近づけてきた。錦織のすぐ目の前で、花のようにニッコリ微笑ほほえむ。フワッと花のようないい匂においが鼻び腔こうをかすめた。

　錦織は高鳴る心臓を静めようと、頭の中で「落ちつけー」と叫んだ。

「にしぽん、耳を貸して」

「お、おう」

　弓削が腰を少し下ろした錦織の耳に近づいてくる。吐息が耳たぶに当たると、ゾクッとするような電流が体を流れた。

　弓削は囁ささやく。

「こんな風ににしぽんとコソコソ話をするのって、幼稚園の時みたいで懐かしいね」

「えっ？」

「……あたしが選挙からおりる条件はね――」

　弓削の言葉に、錦織はパチクリと瞬まばたきした。



「にしぽーん」

　秘密基地での会議の後、図書室で宿題を済ました錦にしき織おりが革靴に履き替えていると、下げ駄た箱ばこの陰から弓ゆ削げが現れた。

「ゲッ」

　錦織はその顔を見て、体をのけぞらせた。

「なんで『ゲッ！』なんだよぉ」

「いや、なんとなく……」

「ブウ」

　弓削は唇を結ぶ。

「そんな警戒しないでよ。一緒に帰ろうかなと思って、声をかけただけだよ」

「一緒に帰る？」

　錦織は思いっきり怪しむように目を細める。

「ぶう。なんでそんな顔するんだよお」

「いや、だって、また何か企たくらんでいそうだし」

「そんなことないよ。ただ帰りたいだけだって」

「本当かね？」

　錦織はプイッとそっぽを向いて歩き始める。弓削がトコトコとついてくる。

「なんだか、すっかり嫌われちゃった感じ？」

「いや、別に」

「パンツを見せ合った仲なのに」

「見たことないし、見せたことはますますない」

「んもう、ノリ悪いなあ」

　弓削が頬ほおを膨らませる。錦織はそれを横目で見ながら、肩をすくめた。

「ってかさ、弓削の家ってこっちでいいのか？」

「こっちでも帰れるよ。駅を変えれば」

「それってかなり遠回りしてない？」

「アイドルは運動不足になりがちだからいいの」

　弓削はアハハと笑う。

「へぇ」

　錦織は驚いたように唇をすぼめる。

「素すで笑うこともあるんだな。作り笑いしかできないのかと思ってた」

「しまった！　油断してた」

　弓削は両手で口を押さえる。それから、キラリンと白い歯を光らせて笑う。

「オレはフツーに笑った方が自然で好きだけど」

「えっ？」

　弓ゆ削げが驚いたようにパチパチと瞬まばたきした。それから、探るように錦にしき織おりの表情をうかがう。

「はっ、にしぽん、もしかしてあたしの秘密兵器を奪って弱体化しようとしてる？」

「してねーよ。ただ普通にそういう感想を持っただけ」

「ふ―――ん」

　納得してない声を出しながら、ほんの少し嬉うれしそうな顔をした。

「ねえねえにしぽん」

「ん？」

「時々、あたしの前でもニセモノ優等生っぽくないリアクションを見せるようになったね」

「そっか？　まあ、弓削には正体を知られているから、隠しても仕方ないしな」

「秘密基地でも言ったけど、なんか昔のにしぽんを見てるかのようだ」

「隠居した爺じいさんみたいな遠い目をすんな。ってか、前にも思ったけど、幼稚園の時のオレのことなんて、ホントに覚えてんの？」

「そりゃあもう。だって、にしぽんはあたしの初恋の人だから」

　弓削が目を閉じて、自分の胸を抱くような格好をした。その仕草がものすごく可愛かわいかったので、錦織は唾つばをゴクリと飲みこむ。それからハアとため息をついた。

「なんでそこでため息なんだよぉ」

「ため息も出るさ」

　唇をタコのようにすぼめる弓削に、錦織は肩をすくめた。

「だってオレ、弓削がなに考えてんのか、さっぱり分かんないんだから」

「分かんない？」

「おう。予測不能っていうか、意味不明っていうか。転校してすぐにクラスのアイドルになって、オレに宣戦布告してきたり。秘密基地の場所を暴いたかと思ったら、いきなりライブをやったり、いきなり指きりにあんなことしたり、今みたいなことを言ったりするし」

「大混乱だね」

　弓削はフフフと笑う。

「ホントのところ、弓削は何がしたいんだ？」

　錦織は立ち止まり、弓削を見つめた。

「あたしはただ学校で一番のアイドルになりたいだけ。なんだけど、この学校でのアイドルのライバルが、幼おさな馴な染じみだったからちょっと複雑なことになってるんだ」

　弓削は頬ほおを微かすかに染めながら「それも初恋の……」と付け加える。錦織は顔を背そむけて、鼻の先を掻かいた。

「だったら、最初にオレが提案したように、もっと友好的にやっていこうとすればよかったんじゃないか？　アイドルファイトバトルなんて言わないでさ」

「それはダメ。だって、学校にトップアイドルは一人しかいらないんだから」

「そうか？　そんなもんなのか？」

「そうだよ。それに、あたし、割とにしぽんが言ってた通り、正々堂々とアイドルバトルしてるよ。にしぽんが幼おさな馴な染じみじゃなかったら、もっと凹へこむくらい徹底的にやっつけてた」

「ハハハ……。弓ゆ削げが幼馴染で本当によかったよ」

　錦にしき織おりは青い顔をしながら引ひき攣つった笑みを浮かべた。

「さっきの、秘密基地のあれさ」

　錦織は立ち止まって、弓削を見つめた。弓削も足を止めてキョトンとする。

「なんで、あんな条件を出したんだ？」

「う――ん。なんでか、なあ」

　弓削は唇の下に指を当てる。

「なんでだろ？」

「自分で分かってないのかよ」

「う――――ん。敢あえて言うなら、悔しかったからかな」

「へっ？　悔しい？」

「なんか、にしぽんって、あたしといる時よりも、かぐやんたちと一緒にいる時の方が楽しそうだから」

「はっ？」

「あんな条件を出した理由は、そんなところでおじゃる」

「また雅みやびかよ。さっぱり意味が分かんねーよ。なんでそれが、あんな条件に繋つながるんだよ」

　錦織は神経質っぽく耳の後ろを掻かく。

「意味、分からなくていいよ。でも、安心して。もし本当にあの条件を飲んでくれたら、あたしは、生徒会は諦あきらめるよ。これはガチ」

「う――ん」

　錦織は納得できていない顔のまま歩き出した。弓削も遅れてついてくる。

「ねえねえ。今度はあたしから質問」

「ああ？」

「にしぽんって、なんでかぐやんに言われるがままなの？　呼ばれ方もハラグロだし。お尻に敷かれてるよね」

「尻に敷かれるって……、ぐっ」

　錦織は急に苦しくなった胸を押さえた。

「そういう屈くつ辱じよく的な慣用句は慎重に使ってくれ」

「じゃあ、ファーイ・アンダー・ザ・ヒップ？」

「英語で言っただけじゃねえか。しかも間違ってるくさい」

「にしぽんとかぐやんが一緒に遊んでることは分かったけど、なんで言われるがままなのか、そこのところは知らないんだよね」

「世の中には知らない方がいいことがあるんだよ」

「かぐやんに何か弱みを握られているとか？」

「ギクリ」

「やっぱり」

　弓ゆ削げは嬉うれしそうな顔をした。

「あのね。にしぽんが望むんなら、かぐやんからその弱みを取り返すの手伝うよ」

「んなこと、できんのかよ」

「秘密基地を発見して、盗聴器まで仕掛けたあたしに不可能は割とない」

「割とかよ」

　錦にしき織おりは耳の後ろをポリポリと掻かいた。

「もし取り返すことができたら、もうかぐやんと一緒にいなくても済むのでは？」

「まあ、そうなんだけど。もうそういうジレンマの時期は通り過ぎた後っていうか」

　錦織は吹っ切れた顔をしてみせた。

「じゃあ、自分で希望して一緒にいるんだね」

　弓削は寂しそうに目を細める。

「希望しちゃいないが、積極的に離れようともしてない感じかなあ」

「そっかあ。そう言えば、クラスのみんなから聞いたけど、にしぽんとかぐやんの間で、なんか噂うわさが立ったことあったって？」

「そうだけど、それがなにか？」

「いや、べっつに」

　弓削は背中で手を組んで、前を向く。

　その唇が小さく動く。「それが条件の理由の一つかも」という声が、小さく聞こえた。



　　　　☆



　翌日の放課後のこと、輝夜かぐやと愉快な仲間たちである四人は秘密基地に集まっていた。

「討論会の時、みんなの前で閣かつ下かが錦織くんに告白して、錦織くんがゴメンナサイをする。みっちーの条件を簡単に言っちゃえばそういうことだよね」

　六りく道どうは不思議そうに言った。

「そういうことだな。一晩考えてみたんだが、どう考えてもやっぱりちょっと怪しい」

　錦織は腕を組んだ。

「怪しいというのはどうしてですか？」

　米よね倉くらが首を傾かしげる。

「それは楽過ぎるから」

「楽過ぎる？」

「ああ。楽だ。例えばこの逆だったら結構、大変なんだ。閣下の告白をオレがみんなの前で受け入れるとか」

　錦織はチラリと輝夜の方を見る。

　輝夜はアンテナの生えたトランシーバー的なものを壁の近くに持っていって、ギーギーと電子音を出していた。弓ゆ削げが再び盗聴器を仕掛けてないか調べているようだ。

「もし条件がそれだったら、すぐさま蹴けったよな。オレが閣下とつき合うなんてことになったら、弓削が出馬を取り下げたところで、票は他ほかの候補に流れるにきまってる」

「それはそだね」

「だからなんで弓削がこんな申し出を言ってきたのか真意が分からない」

　錦にしき織おりは首をゆっくりと横に振る。六りく道どうと米よね倉くらが顔を見合わせる。

「六道はなんとなく想像がつくよ。みっちーの気持ち」

「まじかよ。まあ、六道の想像だからあてにはなんないが」

「私もなんとなく分かりますけど」

「米倉なら信用できそうだな」

「なに、この圧倒的な信頼感の違い！」

　六道がプンプンと頬ほおを膨らませる。

「それで弓削の気持ちってなんなんだ？」

「いや、それは錦織くんが自分で気がつかれた方がいいかと。私の口からはちょっと」

「なんだよ、そりゃ」

「そういうものです」

「そうそう。六道もそう思うよー」

　頷うなずき合あう六道と米倉に、錦織は肩をすくめた。



    

  
    
      



    

  
    
      「で、肝心の閣かつ下かはどう思ってるんだよ」

　錦にしき織おりは輝夜かぐやを見る。輝夜は相変わらずダウジングに集中していた。

「閣下、聞いてるか？」

「うん？」

　振りかえってキョトンとする。

「やれやれ、当事者の一人がこれだよ」

　錦織は疲れたように首を振った。

「みんなの前で錦織くんに告白して、拒否される。閣下的にはありなの？」

　錦織の代わりに六りく道どうが尋ねた。

「ああ、それか」

　輝夜は探知機のスイッチをオフにした。

「私がやることはつまり、ハラグロに好きだとか嫌いだとか言えばよいのだろう？」

「嫌いって言っちゃ駄目だけどな」

「告白自体は造ぞう作さもないことだ。それで生徒会を手に入れられるのなら、安いもの。だが」

　輝夜がジロリと目を動かした。

「私がハラグロに告白する、という状況が極めて辛つらい。なぜ私がハラグロごときに」

「ごとき……ぐっ」

　青ざめた錦織が、胸を押さえて机に突っ伏した。

「そ、そういう発言には注意してくれと何度も……」

「はっきり言って屈くつ辱じよくだ」

「屈辱って……」

「新世界構築時に記す予定の『輝夜かぐや疾しつ風ぷう記き』に取り返しのつかない汚点を残すことになるやもしれぬ」

「そんなものを書くつもりなのか」

　錦織は突っ伏したまま顔だけ上げる。

「とは、思いつつも」

　輝夜はプイッと錦織から顔を背そむける。

「告白は一いつ時ときの恥、新世界構築の遅れは国家百年の計の恥、という言葉もある」

「どう考えても今、作っただろう」

「もし私が屈辱に耐えるだけでハラグロを生徒会に送りこむことができるというのならば、やはり実行するべきだと考える」

　輝夜は錦織の方を向き、

「ハラグロ、私は構わないぞ」

　晴れ晴れとした表情で頷うなずいた。

　錦織は輝夜のその表情に少しドキリとしながら、伏せていた顔を上げた。

「告白だけじゃなくて、オレはみんなの前で断らないといけないんだが」

「国王の威信に関かかわるが仕方なかろう」

「そうか……。閣かつ下かは賛成か」

　錦にしき織おりは腕を組んで眉み間けんに皺しわを寄せた。

「あれ、もしかして錦織くんはこの条件に反対なの？」

　六りく道どうが意外そうな顔をする。

「そういうわけでもないんだけどな」

　錦織は盗聴器探しを再開した輝夜かぐやの背中をジッと見つめていた。



　薄暗い空間に、かび臭い匂においが充満していた。

　時々香る、微かすかないぐさの香りを感じながら、錦織は明かりのスイッチを入れる。天井の照明が一斉に光を放つ。

「うわっ、ひでえな」

　照らし出された光景に錦織は声を漏らす。埃ほこりまみれの板の間まと柔道練習用の畳。壁も一部剥はがれ落おちていた。

　会議の後、錦織と輝夜が来たのは学校の端にある旧小体育館。一ヶか月げつほど前から輝夜に命じられて教えている剣道の練習場所にどうかと見つけておいたのだ。

「静かでいい場所じゃないか」

「まあ、広くて、滅めつ多たに人がこないのはいい」

「うむ。これ以上、何を望もうか」

　輝夜は鞄かばんを置くと、早速、素す振ぶりを始めた。錦織は埃を払った板の上に腰を下ろす。

（どんどん巧うまくなってきているな）

　輝夜の素振りを眺めながら、錦織は思う。始めたばかりの時と比べると雲泥の差。剣の構えも堂々としていて、風格すら感じられる。六道といい勝負ができるかもしれない。

「しかしなんだな」

　素振りを続けながら、輝夜が言う。

「どした？」

「剣術というものは、実に地味なものだ。毎日空くうを切ってばかり」

「地味ってなんだよ。今は素振りだけど、対戦になるとそれなりに派手だ」

「早く対戦したい」

「そのうちな。まだ早い」

「むう」

　そろそろ二人でやる組み手を始めてもよいくらいに進歩しているのだが、輝夜の防具を調達できていない。

「私は思うのだが」

　輝夜はまた、ブツブツと話し始めた。

「こう、振りかぶって、何も出ないというのがなんともつまらない」

「何もってなんだよ。何が出ればいいんだよ」

「最終的な夢としては、レーザーや闇やみの波動が出て欲しい」

「定価一本四千円の竹刀しないに何を期待してるんだよ」

「しかしこれだと、リーチが常識的範囲内から出られないぞ」

「常識的範囲内でいいじゃないか。常識賛成」

「だがせめて赤く明滅するとか、音が出るとかあると楽しそうだ」

「子供のおもちゃかよ」

　輝夜かぐやは素す振ぶりをやめると、スポーツタオルで顔を拭ふいた。揺れる髪から汗の粒が飛んで、蛍光灯の明かりでキラキラと耀かがやき、錦にしき織おりの目を引いた。

「さっきの話なんだけどさ、ホントにいいのか」

「レーザーの話か？」

「いや、そうじゃなくて」

「弓ゆ削げのことか？」

　輝夜がチラリと錦織の方を向く。

「いいとか悪いとか、そういう次元ではない。新世界構築にとって、生徒会の利用は有効だ。だから私はハラグロが生徒会に入るためなら、なんでもする。たとえ屈くつ辱じよく的であっても」

「だから屈辱って言うな」

　錦織は胸を押さえる。

「逆に尋ねる。ハラグロは何が心配なのだ？　お前も自分で言っていた通り、条件が私に告白されて受け入れるというのなら困るだろう。今後の活動に影響を与えるからな。だが、断るのであれば何も問題ないじゃないか。私に告白されること自体が嫌なのか？」

　輝夜は錦織を見つめる。

「いや、そういうわけじゃなくてさ」

　錦織は首を振った。

「別に閣かつ下かに嘘うその告白されて困ることなんてない。ただオレは閣下が心配なだけだ」

「何を心配することがある。嘘の告白をしたところで、命をとられるわけではない」

「閣下って今まで、告白とかしたことあんのか？　されたことはあるのは知ってるが」

「無論ない。征服者に恋愛は必要ないからな。告白なら漫画の世界では日常茶さ飯はん事じ、ちゃめしごとだ。それを読めば満足だ」

「だよな」

　錦織はハァとため息を吐つく。

「それがどうかしたのか？」

「じゃあ、今回が初告白になるわけだろ？」

「まあな」

「初告白が嘘とか、嫌じゃないかなと思ってさ」

「？」

　輝夜かぐやはキョトンとした顔をしたのち、首を傾かしげて何か考えるような仕草をした。ポンと手を打つと、錦にしき織おりを宇宙人でも見るような目で見た。

「ハラグロ。お、お前、乙おと女めチックだな」

「呆あきれたように言うな。しかも、断られること前提だぜ。初告白をそんなことに使って」

「はっきり言って、それほど感慨はない」

　本当にはっきりと言った。

「はじめてかどうかなど、重要ではない。それよりもハラグロの生徒会入りの方が重要だ」

「閣かつ下かはホント、仕事熱心だよな」

　錦織は呆れたように言う。

「お前はどうなんだ。ハラグロは告白はよくされるのか？」

「よくってこともないけどな。告白するなオーラをいつも出しているから」

「だが、私にされるのは初めてだ」

「そりゃそうだ」

「断ること前提の告白に、何か思ったりしないのか？」

　輝夜はジッと錦織を見つめる。

「いや、オレは」

　輝夜に見透かされているような気がする。

「オレは、断るのがデフォルトみたいな感じだから。だから何も」

「ふむ、そうか」

　輝夜は頷うなずく。ペットボトルの水を、風ふ呂ろ上がりのように腰に手を当てて飲んでいた。

「では、素す振ぶりを再開する。オーラもミサイルも出ない素振りをな」

「いや、だから出たら困るって」

　錦織は頭を掻かきながら立ち上がる。

「ちょっと試しに、対戦形式の練習してみるか？」

「本当か？」

「そんな目をキラキラと輝かがやかせるなよ」

　錦織は苦笑しながら、使い慣れた竹刀しないを持って立ちあがる。

「防具無しはホントはやっちゃいけないんだけどな。というか、当たるとメチャ痛いから。オレじゃなくて竹刀に打ってこいよ」

「分かってる、分かってる」

　輝夜は鼻からフーフーと息を吐ついていた。

「絶対に竹刀に向かって打てよ」

「大丈夫だ。ニヤリ」

「ニヤリって声に出すな！」

　嫌な予感がしながら、錦織は竹刀を輝夜に向かって構えた。

「じゃあ……、はじめ」

　錦にしき織おりは不安な表情で言った。





「てってて。輝夜かぐやのヤツ、こっちが反撃しないからって、遠慮無しに打ちこみやがって」

　家の自室のベッドで、錦織はあざになった腕にシップを巻いていた。

「あいつ、本気で巧うまくなってたな」

　始まった瞬間、猛獣のように襲いかかってきた。錦織が専せん守しゆ防ぼう衛えいに徹したとはいえ、あれだけ打ちこまれたのは初めてだった。

「でも練習の成果というよりは、あれは動物的本能のまま動いてる感じだったな」

　その内、実戦投入とか言い出したらと思うと不安になってくる。

「にしても、本当にやんのか」

　錦織は布団の上に横になる。

　複雑な心境。輝夜に嘘うその告白をされて、さらにそれを断るということ。一番、躊躇とまどっているのは錦織だった。それがなぜだか分からない。

「でも、それで弓ゆ削げが選挙から身を引いてくれるのならやるべきだよな」

　弓削さえいなければ、選挙には必ず勝てる。念願の生徒会に入れる。

「だったら……」

　そう思いながらも、心から賛成できないのはなぜなのか。

　机の充電器に置いてあった携帯電話が鳴る。輝夜からだった。

『私だ』

　機嫌の良さそうな声だった。

「電話とは珍しいな。何かあったか？　緊急集合か？」

『いや、特に用ではないが、先ほどの練習の時、ハラグロが大おお袈げ裟さに痛がっていたから、予後はどうかと思ってだな』

「へっ？」

　輝夜が体を気遣うとは、明日は槍やりでも降るのではないか、と錦織は真剣に不安に思った。

「かなり痛くて、痣あざが青と紫と赤と黄色の四色に広がって、レインボーっぽい感じになっているが、学校を休むほどではない」

『そうか』

　輝夜の声が止まる。

「お、おい。まさか閣かつ下か、反省しているのか？」

『いや……。今の私の実力はその程度なのだな、と思った』

「実力ってなんの？」

『剣術で相手に与えられるダメージ』

「反省しているのか、なんて思ったオレが馬ば鹿かだった」

　錦にしき織おりは肩をすくめる。だが、そっちの方が輝夜かぐやらしいとも思う。

「祖母から聞いたことがある」

「今回はなんだ？」

『痣あざができたら、馬肉で冷やすといいらしい』

「それはピッチャーの肩。あと、馬肉なんて簡単に入手できないから」

『馬肉がない場合は豚肩ロースで代用しても構わない』

「料理番組かよ。うそ臭いなあ」

『とにかく養生して、また練習につきあってくれ』

「……考えとく」

『今日は楽しかった。感謝する』

「お、おう」

『長電話すると敵に盗聴される可能性があるので、この辺で通信を終える。では』

　プチッ――。

　いきなり電話は切られた。

「感謝する――、って言ってたなあ」

　錦織は沈黙した電話のスピーカーを見つめながら呟つぶやく。

「やっぱ明日は土砂降りかなあ」

　電話を充電器に置こうとしていると、再び、バイブレーションした。

「今度はなんだ、閣かつ下か」

『…………』

　スピーカーから流れる静寂。様子が変なのでディスプレイを確認する。

　輝夜ではなかった。

『閣下って、何者？』

「その声、弓ゆ削げか？」

『正解っ！』

　弓削は笑う。

「なんでオレの携帯の番号を知ってんだよ！」

『ファンクラブの人から教えてもらったでおじゃる』

「プライバシーがだだ漏れだな」

　錦織はため息をついた

「んなことより閣下ってだれ？　あっ、もしかして、かぐやんのこと？」

「さあね。」

『むむむ。その言い方はやはりかぐやんか』

　弓削は拗すねたような声を出した。

『かぐやんと、よく、夜、電話してるの？』

「いや、どうだろ。メールは結構あるけど」

『ふーん』

　あまり信じていない様子だった。

『まあいいけど。――例の条件の話、どうするつもりなのかな、と思って電話したのです』

「ああ、それな」

　錦にしき織おりは耳の後ろを掻かいた。

『かぐやんはなんて？　オッケーって？』

「ああ。ヤツは推進派だ」

『そうなんだ』

　電話口の向こうで、ホッとしたように息をついたのが聞こえた。

『じゃあ、条件を飲むことで決まり？』

「いや、まだ」

『え――なんで？　かぐやんがオッケーならもう決まりなんじゃないの？　もしかして錦織くんが反対とか？』

「反対ってわけじゃないんだが……」

　錦織は言葉を濁す。

『そっ。分かった。あたし的には別にどっちでもいいから』

「ああ」

『じゃあ、また、明日ね。バイバイ。おやすみなさい』

　錦織が「えっ、そんだけ？」と言うよりも早く、弓ゆ削げは電話を切った。

「あいつは何が言いたかったんだ？」

　錦織は電話を見ながら首を傾かしげる。しばらくディスプレイを眺めながら待って電話がかかってこないことを確認し、携帯電話を充電器に置く。おもむろにベッドから下りると、部屋の押し入れを開けて、奥から一冊のアルバムを取りだした。

　幼稚園時代の写真が並ぶページを開く。その中の一枚、園児服を着た錦織が、リボンで留めたちょんまげの可愛かわいい女の子と一緒に写っている写真。

　まざまざと脳裏に蘇よみがえる記憶。一緒に登ったジャングルジム。お遊ゆう戯ぎの時間のダンス。どきどきしながら手を繋つないだこと。

「みっちゃん、なあ」

　女の子の名前が『弓削満月みちる』ということすら忘れていたほど、記憶の片隅でおぼろげにしか覚えていなかった女の子。

「やっぱ似てるなあ」

　見れば見るほど、写真の女の子が弓削に違いないと思える。

「なにを考えているのかなあ」

　錦織はアルバムを閉じると、疲れたように首を振る。

「検けん閲えつです！　お兄にいちゃん、入るよ」

　部屋の扉が勢いよく開いて、パジャマ姿の妹の梢こずえが現れた。

「なんか電話してたみたいだけど、だれと――」

　梢こずえは怖い口調でドタドタと入ってこようとしたが、錦にしき織おりがアルバムを広げているのを見ると、途中で台詞せりふを止めて固まった。

「こ、梢じゃないよ！　梢はお兄にいちゃんのアルバムをこっそり見たりとか、気に入った写真を勝手に部屋に持ち帰って、『プロマイドゲットだぜ』とか叫んだりしてないから」

　意味不明なことを言う。カチコチの動きで回れ右して廊下へ戻っていく。

「……。オレの周りには変な娘こばかりだ」

　錦織はため息をついた。



    

  
    
      


５　討論会





　錦織が討論会の会場である講堂に行くと、既に中は生徒で一杯になっていた。

「うわあ、すごい人だねえ」

　ステージ横の束ねた幕の陰からのぞきながら、六りく道どうが驚きの声を上げた。

　平日の放課後だというのに集まりが非常にいい。よく見ると会場に集まっている大半が弓ゆ削げファンクラブ『フルムーン』の人間だ。かなりの数が動員されたらしい。さすがに野や次じを飛ばしたりはしないだろうが、討論中は弓削の応援をするだろう。

「やっぱり、あいふぉんのファンクラブに応援をお願いすればよかったのに」

「討論会会場を戦場にして、その様子を全校に放送するつもりか？」

　ステージには報道部のカメラが設置されてある。討論の内容はイントラネットを通じて校内ＰＣパソコンやテレビでリアルタイムに放送されるのだ。

（ついに始まる……）

　錦織は唾つばを飲みこむ。毎年、全学年の80％以上が見るという、公開討論会。この内容次第で支持する立候補者を決める生徒も多い。学校新聞によると、まだ多くの生徒が投票する相手を決めていない。だから錦にしき織おりはこの討論会を最大の山場だと考えていた。

「それで、閣かつ下かはいつ現れるわけ？」

　六りく道どうが小声で尋ねる。

「終了の直前くらい」

　弓ゆ削げが約束を守らなかった時のために、討論会はきっちりやっておく作戦だ。

「今日の討論会のパネリストは、ステージに上がってください」

　校内放送が流れる。

「ほら、出番だよ」

　六道に肩をパンと叩たたかれる。

「頑張ってくださいね」

　米よね倉くらもニッコリと微笑ほほえんだ。

「うん。じゃあ、行ってくるぜ」

　二人とハイタッチして、錦織は舞台そでからステージへ出た。撮影用の反射板の光に手をかざしながら、錦織は中央にハの字に並べられた机へ向かう。

　同じタイミングで弓削も反対側から出てきた。今日もフリルの改造制服姿。美み紀きがいるのに大した度胸だ。錦織と目が合うと、目を可愛かわいく見開いて手を振っていた。

（ホントに約束、守るんだろうなあ）

　錦織は愛あい想そ笑いを浮かべて机に座る。報道部から渡されたピンマイクを襟えりにつけた。

「錦織くん」

　美紀と舞まいの二人が机に近づいてきた。

「司会、お疲れさまです」

「分かってるとは思うけど、私は中立の立場から司会をするから。いくら私の推薦だといっても、錦織くんの援護はできないわよ」

　美紀は少し心苦しそうな口調で言う。

「心得ています」

「錦織くんなら大丈夫だと思うけど」

「ライブじゃ負けたみたいだけど」

「舞、余計なことを言わない。せっかく忘れかけていた黒歴史なんだから」

　イジワルな笑みを浮かべる舞を、美紀が睨にらみつけていた。錦織は「黒歴史扱いなのか」と、唇の端をヒクヒク動かした。

「パフォーマンスはともかく、討論なら大丈夫でしょ？」

「どうでしょう。向こうは向こうでそれなりに準備していたみたいですから。ぶっちゃけ、やってみないと分かりません。あと、勝ち負けは見ている人がどう思うかですし」

「もう、そこは見み栄えでもいいから、大丈夫ですって答えるところよ！」

　美紀は不満そうに唇を尖とがらせる。

「これを使って精一杯、頑張りますよ」

　錦にしき織おりは机に置いたフリップボードの束を美み紀きたちへ見せる。プレゼン用の補足資料。ボードは輝夜かぐやから譲られたものだ。

（まさか自分がこれを使う日が来るとは）

　錦織はチラッと観客席へ視線を向ける。このどこかに輝夜はいるのだろうか。

「錦織くん、もう何度も言ったことだけど……」

　美紀が上目遣いで錦織を見ていた。

「生徒会室で錦織くんを待っているわ」

　真まっ赤かな顔でそう言いながら錦織の肩を叩たたくと、回れ右して司会席へ向かう。舞まいもウインクをして席へ戻って行った。

「生徒会……か」

　錦織は呟つぶやく。紫し苑おん高校のトップに立つ。そのために生徒会を目指してきた。その成否が、今から始まることの結果によって決まる。そう思うと、突然、緊張してくる。

　観客席を見る。弓ゆ削げのファンクラブを中心に、紫苑高校の多くの生徒が集まってきている。全員、二人の一年生立候補者を見ている。ザワザワという喧けん騒そうが、自分を値踏みしている声のように聞こえる。

（うっ――）

　錦織は胸を押さえた。喘ぜん息そくだ。他人に値踏みされていることに発作が出たようだ。

（まずいな、こんな時に）

　青い顔に気づかれないよう、顔を若干伏せた。議論が始まれば収まるだろうが、それまでが地獄だ。

　気を紛らすためにパイプ椅い子すの置かれた観客席を見渡す。鉢巻きを付けた、弓削のファンクラブの連中が最前列にいる。後方の席には、『みっちーガンバレ！』と書かれた横断幕。そんな、どうでもいいような弓削への応援が、今の錦織には大きなプレッシャーになった。

　右う翼よく側の最前列には米よね倉くらと六りく道どうが、米倉ファンクラブ『アイ・ラブ』のメンバーたちに護衛されるようにして座っていた。

　錦織と目が合うと、六道が手を振っていた。

（オレの気持ちも知らないで、のんきな奴やつだ）

　少し、張り詰めたような気が和やわらぐ。

（にしても輝夜のヤツ、ホントに来ているのか？）

　もう一度、講堂をグルリと見まわした時、弓削の応援垂れ幕の間に異質な物を見つける。

　それは正方形の巨大な板だった。よくみると、今、手元にある御お馴な染じみのフリップボードを繋つなぎ合あわせて、一枚のボードにした物だ。そこには巨大なサインペンの文字で、

『負けたらクビだぞ！』

　と書かれていた。

　錦織は数回瞬まばたきをして、口をポカンと開いた。自然と笑いが腹の底から沸き起こってきた。あんなものに、あんなことを書くのは、一人しかいない。

「負けたらクビだぞ」

　口にした。目を吊つり上あげて怖い顔をする輝夜かぐやの表情を想像して、錦にしき織おりは思わず「クックック」と笑いを漏らす。弓ゆ削げと美み紀きが怪け訝げんな顔をしていた。

「宰さい相しようの座をクビになるわけにはいかないからな」

　発作は収まっていた。錦織はパンと頬ほおを叩たたくと、机の下でグッと拳こぶしを握り締めた。





「では、討論会を始めます。今日は今度行われる執行員選挙で注目されている一年生立候補者二人に討論していただきます」

　マスコミ部の女の子の声で討論会は始まる。簡単に錦織と弓削が紹介され、二人の自己紹介になる。

「ただいまご紹介にあずかりました、一年Ａ組の錦織貴たかしです」

　錦織は頭を下げる。

　キラリン――。カメラと客席に向かって、得意の笑顔を振りまく。元祖キラリン。

　観客席の観客が小さくザワついた。

（決まった――）

　机に置かれたモニターで放送中の映像を確認して、錦織は一人悦に入る。老ろう若にやく男なん女によを問わず魅了する微笑ほほえみ。元祖キラリンの名は伊だ達てじゃない。

（ふっ）

　基本的に目立ちたがり。色んな人に注目されたいのでここにいる。先ほどの発作が嘘うそのように顔がテカテカ、キラキラと耀かがやいてくる。思わず笑い出しそうになるのを、舌を強く噛かんでぐっと抑制する。

「弓削満月みちるです」

　弓削が立ちあがって、ニッコリ笑って会釈する。その瞬間、客席で鳴り物が鳴り響き、「みっち――」の掛け声が響き渡った。美紀がムッとした顔で客席を睨にらみつける。

「弓削さん。次、支持者が今のような奇声を上げた場合は、討論会を中止にしますからね」

「はい」

　弓削は観客席に向かって可愛かわいく手を合わせてウインクする。

「「「はあ～い」」」

　猫ねこ撫なで声ごえで一斉に答えるファンたちに、美紀はコメカミの青筋をピクピクさせていた。

「では、最初の議題は弓削候補者が提案されている生徒会の改革について、です。先まず、弓削候補者の主張から聞かせてください」

「はい」

　弓削は再び歯をキランと光らせてカメラと講堂を見渡した。

「私が生徒会に入った暁あかつきには、生徒会を抜ばつ本ぽん的に改革します」

「抜ばつ本ぽん的改革、とは具体的にはなにをすることですか？」

　錦にしき織おりは挙手をして発言する。

「まず生徒会メンバー専用のユニフォームを作ります」

「ユニフォーム!?」

　ツッコミセンサーがピクッと反応する。美み紀きもコメカミをまたピクつかせていた。

「ユニフォーム？　どうしてそんなものが必要なのでしょうか？」

　錦織は再び手を挙げる。

「その方がかっこいいからです。マニア受けも良好です」

「かっこよさとか生徒会には関係ないし、マニア受けとか狙ねらう意味が分かりませんが」

「関係ないってことはないかと。どちらかといえば、かっこいい方が良いに決まってます」

「それはそうかもしれませんが……」

　錦織は唇を噛かむ。出だしは完全に弓ゆ削げにペースを握られてしまっていた。

「え――っと、錦織くんは、弓削さんの生徒会改革についてどう思いますか？」

　司会の美紀が錦織にふった。

「そうですね。ユニフォームのことはともかくとして、生徒会の改革は、そういう要望があるならばするべきだと自分も考えます」

「改革というのはどういうことですか？」

「生徒会の見える化を考えています。例えば、議事録を学校内のイントラネット上で公開するとか、生徒会定期会議を傍聴可能にするとか。どちらかといえば閉じられた環境で行われている議論を公開することで、生徒会への興味が高まると思います」

「なるほど」

　美紀が満足そうに頷うなずく。チラリと客席を見ると、頷いている生徒が何人か見えた。

（してやったり――）

　錦織は胸の中でほくそえむ。生徒会の変革が争点になることは分かっていた。準備していた通りの模範回答だ。

「そんなんじゃダメです」

　弓削がつまらなそうに唇を結ぶ。

「と、いうと？」

　錦織はコメカミをピクピクさせながら、弓削を見返した。

「だって、見えるようにしたところで結局、実際に見るのは興味を持っている一部の人だけで、実質的には何の変化もないからです」

「見ようと思えば見えるようにする、それだけでも大きな変革と思いますが。興味のある人だけで十分と自分は思いますが。ない人にわざわざ見てもらう必要はないかと」

「そういう考えが生徒会の閉鎖性を生んでいるのです。もっと興味を持ってもらえるようにすることが肝心です。生徒会を見に行きたいと思うような。そこでユニフォーム！」

　弓ゆ削げが手を挙げると幕の陰から、一年の男子と女子が現れた。見なれない服を着ている。男子はいつか錦にしき織おりが着ていたような執事服、女子は大量のフリルを配したメイド服だ。

「生徒会メンバーがこんな格好をしていれば、沢山の生徒が見にきます」

「伝統ある紫し苑おん高校生徒会メンバーにあんな格好をしろと……？」

　錦織の代わりに美み紀きがツッコミを入れていた。

「さらに生徒会の定期会議も、もっとやり方を変えるべきかと思います。もっとライブ感を出すのはどうでしょうか？」

「ライブ感!?」

　錦織は思わず声を張り上げた。

「具体的にはどうやってライブ感を？」

「歌って踊りながら議論します」

　弓削が発言すると、後ろに並んでいた執事とメイドがパラパラを踊り始めた。

「今時、パラパラかよ！」

　思わず素すが出て錦織が突っこむ。観客席からドッと笑いが起きた。

（やばい、うけてるし）

　錦織は焦る。完全に弓削に主導権を握られた。

「踊りながら議論するというのは、物理的にできないと思いますが」

　しどろもどろに反論する。

「議論は事前に録音しておいて、踊りながら口パクするとか？」

「歌番組のジャニーズかよ！」

「その発想がちょっと古い！」

　また場内から笑いが起きた。

　錦織は口の端をピクピクさせていた。弓削は錦織にまともな議論をさせるつもりはないらしい。

（そういう狙ねらいか――）

　さすが弓削、と思う。せっかく用意したフリップの出番はなさそうだ。



「す――は――す――は――」

　他方、錦織と弓削がつばぜり合いをしていた時、会場である講堂の裏口の前に女の子の影があった。輝夜かぐやだ。

　輝夜は両手を開いたり閉じたりして深呼吸をすると、ポケットから出した紙片を見ながらブツブツと呟つぶやいていた。強こわ張ばった表情。鬼き気き迫るものがある。

「ハラグロ、じゃない、に、錦織。お前のことが――」

　そこまで言ってから、満足できないように首を横に振る。

「どうも、違和感がある」

　紙片をグシャグシャに折ってポケットに戻す。

「閣かつ下か」

　講堂の角から、六りく道どうと米よね倉くらが現れた。

「サイクロンとセクシーか。どうだ。ハラグロのヤツは巧うまくやっているか？」

「それが……」

　六道は米倉と顔を見合わせて、講堂の中の惨状を伝える。輝夜かぐやは首を傾かしげた。

「それはハラグロにとって望ましいことなのか？」

「どうでしょう。得点にはなっていませんが、失点にもなっていないと思いますけど」

　米倉もよく分からないという風に首を捻ひねらせる。

「閣下の方はどうなの？　もう準備万ばん端たん？」

「いや、そうでもないのだ」

　深刻そうな顔をする。

「どうもハラグロに言う、うまい言葉が見つからない」

「言葉って告白の？」

　輝夜はコクリと頷うなずく。

「そんなの簡単じゃん。『私、錦にしき織おりくんのことが大好きなの』って言えばいいんだよ」

「『私、錦織くんが大好きなの』だと!?」

　輝夜は嫌そうな顔をした。

　ブンブンと長い髪を揺らして、首を振った。

「ダメだな。それは私の芸風ではない」

「いいじゃん。嘘うその告白なんだから芸風と違っても」

「たとえ嘘とは言っても、新世界の王が『大好きなの♥』はないだろう」

「そうかなあ」

「そうだ。私は王としての威厳を保たねばならない。たとえ、嘘の告白だとしてもだ」

　輝夜は腕を組んで大おお仰ぎように頷く。

「でしたら今、閣下に好きな人がいたとして、その人に告白する時にどんな言葉を使うかを想像して、その言葉を錦織くんに伝えればよいのではないでしょうか」

「ふむ……なるほどな」

　少し考えるような仕草をした。

「うむ、それでいくことにしよう。セクシー、よい助言に感謝する」

「いえいえ。どういたしまして」

　米倉はニコリと微笑ほほえんだ。

「ねえねえ、閣下」

　六道が輝夜の顔をのぞきこむような表情をする。

「閣下、もしかして緊張してない？」

　輝夜は少しドキリとした顔になる。

「ど、どうして私が緊張しなければいけないのだ？」

「だって告白じゃん。いくら嘘うそとは言っても、ドキドキするもんでしょ。みんなの前だし」

「そんなことはない」

　輝夜かぐやはプイッと横を向く。

「私はいつか新世界の王となる人間だ。大人数の前で重要な発言をすることも多くなる。たかだか講堂で告白することなど造ぞう作さもない」

「ホントかなあ」

　六りく道どうは怪しむような声を出した。

「本当だ」

「大丈夫。始まっちゃえばすぐに終わるから。だから閣かつ下か、そんなに緊張することないよ」

「だから緊張していないと言ってるではないか」

　輝夜は不満そうに口を尖とがらせる。

「時々、閣下ってそういう可愛かわいいところを見せるよね」

「むう。新世界の王に向かって可愛いなどと不敬なことを言うのはこの口か」

　輝夜は六道のほっぺを左右からギュッとつねった。

「いたい、いたいいたい――――」

「分かったら以後、余計なことは言わないように」

　輝夜は尖らせた唇をモゾモゾと動かす。六道は「しゅん」と反省した素そ振ぶりを見せながら、顔がニヤけていた。

「閣下は、どうして弓ゆ削げさんがこんな条件を出したのか、分かりますか？」

　米よね倉くらが輝夜の表情をうかがった。

「さっぱりだな。まったく理解不能。意味が分からない」

「そういうところは錦にしき織おりくんと一緒だね」

　六道はケラケラと笑う。

「そういうと言うことは、お前たちは分かっているのだな」

「本人から聞いたわけじゃないから推測だけどね」

「一言で言えば、弓削さんの“〝乙おと女め心ごころ”〟だと思いますよ」

「ふーむ、“〝乙女心”〟か」

　輝夜は腕を組んだが、すぐに考えるのを諦あきらめたように肩をすくめた。

「弓削の真意がどこにあるのかよく分からないが、まあいい。私は生徒会にハラグロを送りこんで、この学校を支配下に入れるため、自分にできることをやるだけだ」

　自分を納得させるように頷うなずく。六道はやれやれといった風に手を広げた。

「そろそろ予定の時間だ」

「うん。じゃあ、六道たちは会場に戻っておくね」

「頑張ってくださいね。ご武運を」

「そんな頑張るほどのことではない」

　輝夜はプイッと顔を背そむける。六道と米倉は顔を見合わせて笑っていた。





「分かりました。じゃあ、パラパラはやめてベリーダンスで」

「踊りの種類を変えても一緒だよ！　ってか踊れるの!?　ベリーダンス！」

「死ぬ気で練習すれば人にできないことはない！」

「生徒会メンバーが死ぬ気でベリーダンスの練習してどうすんだよ。生徒会運営しようよ！」

　講堂では錦にしき織おりと弓ゆ削げの討論が続いていた。

　錦織もかなり素すを出して発言している。本当はまともな議論をしたいのに、弓削の発言にツッコミセンサーが反応してしまうのだ。

　観客からは何度も爆笑が起きている。美み紀きは目を尖とがらせて、怒り爆発寸前の状態。舞まいは笑うのを堪こらえて肩を震わせていた。

（なんとか議題を変えないと――）

　ずっとそう思いながら、議論の主導権は弓削に握られたまま。終わるまでに短くていいので自分の意見を発しておかないと、本当に選挙がまずい。

「ところで――」

　錦織がそれまでの議論の流れを断ち切って話題を変えようとした時、舞台の裏側で扉が開いた音がした。

　女子生徒の悲鳴が聞こえる。舞台に向かってくる誰だれかの足音が聞こえる。

「困ります！　討論会中です」

　幕の奥でマスコミ部のスタッフが叫んでいた。

（まさか、もうそんな時間か）

　錦織は時計を見る。確かに約束の時間になっていた。

　幕の奥に黒い影が揺れた。影は立ち止まると、ゆっくりと舞台に現れる。

　客席がザワつく。

　美紀が口をアワアワと動かしている。弓削が何かワクワクするような目をする。

「来ちまったか」

　舞台に現れたのはやはり、輝夜かぐやだった。扉の音が聞こえた時から、輝夜だとは思っていた。ただその格好には驚く。額に白の鉢巻きを巻き、右手に竹刀しないを持っているのだ。まるで父の仇あだを討とうとしている武士の娘のような雰囲気だった。

「輝夜さん！　これはどういう……」

　詰め寄る美紀を無視して、輝夜は錦織へ近づく。右手の竹刀を、ビシッと錦織へ向けた。

　錦織はゴクリと、唾つばを飲みこんだ。竹刀を向けられたのを怖がったわけではない。これから輝夜が自分に発するであろう言葉に緊張した。

「ハラグロ、いや、錦織！」

　輝夜は竹刀を錦織へ向けたまま叫ぶ。苗みよう字じで呼ばれたのは久しぶりだった。

「な、なに？」

　狼ろう狽ばいしたように、少し驚いたように答える。演技だ。事前にみっちり練習している。

　ドキンドキンと、心臓が急速に高鳴った。

（うわ、なんでだ？）

　これから何があるか、分かっている。輝夜かぐやが自分に告白するのだ。嘘うその告白を。だが分かっているのに体が強く緊張していた。

　ドキン、ドキン――。

　心臓を押さえたい。いつもの喘ぜん息そくの時の苦しみに似ていたが、根本的なところで何かが違う。それは高揚感。同じ苦しみでも、その点が致命的に違う。

　輝夜は――。

　輝夜も竹刀しないを錦にしき織おりに向けて、微動だにしない。

　赤く、強こわ張ばった顔。輝夜も錦織と同じように緊張していた。こんな輝夜を見るのは久しぶり。秘密基地の前で初めて会った時のような顔をしていた。

（前に聞いた時は、あんなに余裕そうだった癖くせに）

　錦織はハッとする。

　何か起きるかもしれない。輝夜が気持ちを高ぶらせた時に、何か不思議な現象が起きるのではと、錦織は疑っていた。ゲリラ豪雨の時、聖剣の時、メイド漫才の時――。

　いつも絶妙のタイミングで何かが起きる。それは決まって輝夜が気持ちを高ぶらせた時。

（また、何かある？）

　条件は揃そろっている。今、輝夜は間違いなく興奮している。このまま告白すればもしや。

「錦織、私はお前のことが――」

　輝夜が朗々とした声で叫ぶ。顔はザクロのような色。

（輝夜、言うな！）

　錦織は胸の中で叫ぶ。もしその言葉を言ったりしたら。

　輝夜は錦織の目をジッと見つめた。



「私はお前のことが好きだ！　命令する、私とつき合え！」



　ドキ―――ン。

　心臓を鉄砲か鉄の杭くいで貫ぬかれたような感触。

　お前のことが好きだ――。

　輝夜の言葉が錦織の胸を打つ。

　お前のことが好きだ――。

　輝夜の言葉が錦織の頭の中でリフレインしている。

　輝夜が自分のことを好いていると言っている。やらせの演技だということを頭は分かっているのに、心臓は理解していないようだ。速かった鼓動がさらに速まっていた。

「冗談だろ？　なんでオレが」

　軽くそう答えるつもりだった。だが、頂点に達しようとしていた高揚感から、予定とは違う答えを輝夜かぐやに言おうとしている自分に錦にしき織おりは気がつく。

（ほ、本気か錦織。お前、なんて言うつもりなんだ？）



　――分かった。つき合う。



　今にも口からそんな言葉がこぼれ出そうだった。

（おい、本気か？　本気なのか？）

　頭の中の冷静な部分が、錦織に自制を促す。だが胸を支配する高揚感は、自制心すら凌りよう駕がしている。

「輝夜、オレは――」

　気がつくと口が動き出していた。もう制動はかからない。口は自動的に動いていた。

　これだけの人の前でそんなことを言ったら、もう二度と学校の頂点に立つなどという夢は叶かなわないだろう。

（いいのか、ホントに？）

　しつこく流れる頭の中の声を無視して、錦織はその言葉を言おうとする。

「輝夜。オレは――」

　その時――。



　ツー――――――――――――――――――――――――――――――――。



　耳をつんざく高周波の音が襲った。

　錦織は手で耳を押さえようとする。

　瞬間――。

　周囲から、音が消えた。

　客席のザワツキが、

　止めようとする放送部の生徒の声が、

　美み紀きの悲鳴が消えていた。

　錦織の周りに存在する、ありとあらゆる音が消え去っていた。

（なんだ!?　何がどうなっている？）

　錦織は周囲を見まわす。消えているのは音だけではなかった。叫んでいた美紀が彫刻のように固まっていた。乱入してきた輝夜をブロックしていたマスコミ部のスタッフも、輝夜の肩に手をかけたまま動かない。人も、物も、全すべてが止まっている。

（時間が、止まっている？）

　凍りついたような観客席。

（まさか、また――！）

　錦にしき織おりは輝夜かぐやを見た。

　しかし輝夜も。竹刀しないを錦織へ向けたまま、口を開いたまま、動かないでいた。

（どういうことだ。どうなっている？）

　錦織はカッと目を見開き、この状況を理解するように頭をフル稼働させようとした。

　その時――。

（オレよ――）

　声がした。錦織自身の声だ。耳ではなく、声が頭の中で直接響いているかのようだった。

（もう一度問う。本当にそれでいいのか？）

　再び声。錦織。

（本当にそれで、こんなところで。選挙に勝つために仕組まれた嘘うその告白に答えて、それでいいのか、錦織よ）

　もう一度。

（本当に？）

（本当に？）

　エコーのように自分の声が頭の中で流れ続ける。

「いいのか、だって？」

　錦織は声に出した。



    

  
    
      



    

  
    
      　固まった観客席へ目を向けた。それから美み紀きや舞まい。そして輝夜かぐやへ。

「こんなところで、嘘うその告白に答えることが、正しいことなのか？」

　自問――。

（いや、正しくない！）

　錦にしき織おりは首を振る。

「違う！　今はその時じゃないっ！」

　そう叫んだ瞬間――



　キュルキュルーと、ビデオテープを巻き戻すような音。

（今度はなんだ!?）

　錦織は目を見開く。

　目の前で輝夜の口がパクパクと、声もなく動く。輝夜を止めようとしていたスタッフが後退していた。まさにビデオの巻き戻しを見ているかのような映像。

（時間が、逆行してる？）

　錦織がそう思った時――。

　周囲に音が戻る。観客席の喧けん騒そう、何か叫ぼうとしている美紀、そして、錦織の目を見つめる輝夜の瞳ひとみ。

　それは輝夜が告白する直前の時間――。

「私はお前のことが」

　次の瞬間――。

　再び高周波の音がして、突風が吹きぬけた。

　時間の空白を何かで満たすように、

　講堂の四方の壁から舞台に向かって強い風が集中した。

　至るところから上がる悲鳴。

　また耳がツーンとする。

　気圧が急速に変化したようだ。

　パシャーン――。

　派手な音を上げて、ステージのテレビカメラのレンズが弾はじけ飛ぶ。

　同じような音を上げて講堂の壁の窓ガラスが次々と割れていく。こなごなになったガラスの粉が風に煽あおられて、講堂中に飛び散っている。

（これも輝夜がやったこと、なのか？　ホントに？）

　錦織は使わなかったフリップボードで頭を防御しながら、輝夜に目を向ける。輝夜も竹しな刀いを下ろして錦織をジッと見ていた。弓ゆ削げはパニックになることもなく体を低くして机の下に隠れたまま、青い顔をしていた。

　増大する悲鳴。講堂の観客はパニック状態になっていた。我先にと出口へ殺到しようとしていた。集中する人の波。将棋倒しになるかもしれないと思った。

　高周波の音と風が止まると同時に、錦にしき織おりは走った。

　その瞬間は何も考えていなかった。ただ、この状況をどうにかしないといけないという気持ちが、足を動かした。

　固まったマスコミ部の女子からマイクを借りる。舞台の一番前まで行って、混乱した観客席に臨んだ。

　大きく息を吸いこむと、

「落ち着け――――――――――――――――――――――――――！！！！」

　大声で叫んだ。

　ワオンワオンと震えた錦織の声が、講堂の中を行ったり来たりする。出口に殺到しようとしていた生徒たちが、ビクッと立ち止まっていた。

「みなさん、落ちついてください。放送機材のアンプが誤作動して高周波の音が鳴っただけです。空気の震動でガラスが割れただけですから、パニックにならないでください」

　冷静に叫ぶ。アンプの誤作動で突風が吹かないことは知っている。ただ、何かアナウンスすることで、集団が冷静になれる。実際、生徒たちは出口へ殺到するのを止やめていた。

　トントンと肩を叩たたかれる。気がつくと、美み紀きが横に立っていた。

「お手柄よ。あとは任せて」

　錦織は頷うなずいてマイクを美紀に渡した。

「生徒のみなさんは私たちの指示にしたがって、順番に退避してください。それまではその場で待機をお願いします」

　舞まいが舞台から下りると、駆け足で出口扉へ向かう。美紀はマスコミ部の責任者へ、そして錦織と弓ゆ削げへ視線を送った。

「討論会の続きはまた後日。次は侵入者がないよう、厳重に警備するようマスコミ部の方にはお願いします」

　ジロリと輝夜かぐやを睨にらみつける。

「今度は討論会を妨害？　また何か企たくらんでいるのだろうけど、そうはいかないんだから」

　ビシッと指差す。

　輝夜はボーッとした表情をしていたが、「ふう」とため息を一つ吐ついた。錦織に一いち瞥べつをくれると、回れ右して幕の裏の方へ消えていく。

「なに？　あの態度！」

　美紀がハンカチを噛かむほど悔しがっていると、

『美紀、早くこっちに来て手伝ってよ』

　押し寄せてくる生徒たちの避難誘導をしている舞から、マイクの声が飛んでくる。美紀は「分かってるわよ」と口を尖とがらせると手伝いにいった。

　錦織が輝夜の消えた方向を呆ぼう然ぜんと眺めていると、弓削が机の下から出てきた。

「なんだかとんでもないことになっちゃったね」

　表情をうかがうように、チラリと見てくる。

「かぐやん、来たね。あたし、絶対に無理だと思ってた」

「やると言ったらやるんだぜ、オレたちの閣かつ下かはな」

　錦にしき織おりは、小さく笑う。

「でも、結局、告白はできなかったけど」

「……」

　いや、ちゃんと告白したと言いたかった。でも時間が止まっただとか、逆行したとか説明できるわけもないので、言うのを止やめた。

「ちゃんと告白しないと、条件成立にはならないんだよ」

「ああ」

「たぶん、討論会の残りを、もう一度、することになるから、その時でいいよ」

「あ――、そのことなんだけどな」

　錦織は耳の後ろを掻かきながら、弓ゆ削げの方を向く。

「この話、なかったことにする」

「えっ？」

「つまり、弓削は選挙からおりなくていい」

「なんで？　どうして？　どういう心境の変化？」

　弓削が眉まゆを小さく上げる。

「たぶんだけど、さっきの議論の内容じゃあ、にしぽん、選挙戦キツイと思うよ」

「だろうな。それは分かってる」

「じゃあなんで？」

　弓削は不満そうに唇を尖とがらせた。

「なんつーか、嘘うその告白するとかよくないと思った。選挙で勝てないからするっていうのも情けないし」

「今更？」

「ああ、今更だ。でも、この気持ちは固い」

　錦織は強い意思を示すように首を振る。もう同じことはできない。

「そっか」

　弓削が目を細めると、血色のよい唇をすぼませた。

「交渉決裂だね」

「ああ。でも、もともと選挙で決めるのが通常だからいいんじゃないか？」

「…………」

「ホントに今更だけど、最後まで、正々堂々と戦おうぜ」

　錦織は、以前にもやったように弓削に握手を求めるように手を伸ばした。だが、弓削はその手へ一いち瞥べつをくれただけで、握ろうとはしなかった。

　代わりにニッコリと笑う。いつものアイドル笑いとは違う。思わず背筋がゾッとするようなそんな笑み。

「あたしは思うんだけど。そんなにかぐやんと仲良しなら、みんなにもそのことを公表して、公認の仲になった方がにしぽんにとっていいんじゃないかな？」

「いや、仲良しというわけでは。公表とか絶対無理だし」

「怖いんなら、あたしが手伝ってあげる」

「えっ？」

「あの時も言ったけど、あたしは例の手帳、別にみんなに公開されても全然いいんだ」

「？？　どういうこと？」

　弓ゆ削げは何も答えずに回れ右すると、輝夜かぐやの去って行った幕の裏の方へ駆けていった。

「錦にしき織おりくん、大丈夫だった？」

「凄すごい風でしたね」

　弓削と入れ替わるように、六りく道どうと米よね倉くらが舞台に上がってきた。錦織は眉まゆをひそめたまま、ボーッとしていた。

「弓削さんが、どうかしましたか？」

「いや、よく分からないんだが」

　嫌な予感。

（手伝ってあげる？　手帳を公開されてもいい？）

　頭の中で弓削の言葉を繰り返した。

「まさか、あいつ」

　勢いよく、振りかえった。

「六道、米倉！　一緒に弓削を捜してくれ」





　錦織、六道、米倉は駆け足で講堂の裏口から外に出た。既に弓削の姿はない。三人は校舎に向かって走っていた。

「間違いないのですか？　弓削さんが音声テープを公開しようとしているなんて」

　ハイペースな駆け足に肩で息をしながら、米倉は錦織に尋ねる。

「確信はない。だが、恐らく」

　翻ほん意いの理由は分からない。だが、弓削がしようとしていることは恐らく――。

「でも、どうやって公開するのでしょう？」

「それも分からない。でも音声データをパソコンに入れているとか言ってたから、やり方はいくらでもあると思う」

　討論会帰りの生徒たちで溢あふれる下げ駄た箱ばこを避け、中央の正面玄関から校舎に戻る。左右に延びる廊下を確認する。弓削の姿はない。

「いませんね。本当に校舎に戻ったのでしょうか？」

「とにかく手分けして捜そう。弓削を見つけたらすぐに連絡頼む。もし何かしようとしていたら、なんとか時間稼ぎしてくれ」

「了解」

　三人は頷うなずき合あうと、左右と階段に別れた。

「どこに行ったんだ」

　錦にしき織おりは、階段を走っていく。普段の静かな放課後とは異なり、校舎は喧けん騒そうに包まれている。講堂での事件を現場やテレビで見ていた生徒たちが話題にしているようだ。今いま頃ごろになって講堂へ向かう青い顔の教師たちの姿もあった。

　錦織は一年Ａ組の教室に走る。

「あ、錦織くん」

「なんだか凄すごかったね。怪け我がはない？」

　話しかけてくるクラスメイトたちを適当にあしらいながら、錦織は教室内を見まわす。期待していなかったが、やはり弓ゆ削げの姿はない。

「あのさあ、弓削さんって教室に来てないよね？」

「え？　うん。来てないよ」

　杜若かきつばたが首を振っていた。

「弓削さんに討論会のことで大事な用件があるんだ。もし、帰ってきたら伝えておいてよ」

　そう言い残して教室を後にする。廊下で腕を組んだ。

「もし、オレが録音テープをばら撒まくつもりだったら、どうするだろう？」

　音声はデータになっているから、学校内のメーリングリストに流すこともできる。だが、学校のＰＣパソコンを利用している人間は一部だし、反応も遅い。メールをばら撒いた人間が誰だれか特定されるのも、あまり好ましくない。

「もっと即効性が高くて、効果の高い方法――――、あっ！」

　小さく叫んで錦織は走り出した。音声をすぐに同時に多くの人に公開できる場所がある。自分ならその場所へ行く。

　錦織は階段へ戻ると、二階まで上がった。校舎の一番端まで廊下を走り抜け立ち止まる。

　息を切らしながら、目の前の扉を見上げた。金属を鋳い込こんで作られたネームプレートに『放送室』と書かれていた。

「オレならここを使う」

　秘密基地での会話を全校のスピーカーから大音量で流す。錦織と輝夜かぐやを知る人間なら、すぐに誰の会話か分かるはずだ。

　放送室の扉に手をかける。鍵かぎがかかっていた。錦織は耳を扉につける。微かすかに中で人の気配。弓削かどうか分からないが、誰かいるのは確かだ。

（どうする？）

　職員室に行けばスペアキーがあるが、今は一刻を争う。

　錦織は扉にはめられたすりガラス窓を見つめた。それから周囲をチラチラと見渡す。人の姿はない。

「講堂でも沢山ガラス割れたから。その影響がここにもってことで許してくれ」

　近くに置かれた消火器を持ち上げると、力いっぱいガラスに打ちつけた。

　バリッという音がして、ガラスにヒビが入る。

「キャッ」

　中で悲鳴がした。間違いない。弓ゆ削げの声だった。

　ヒビの入ったところをさらに叩たたきつけると、ほどなく丸い穴が開いた。

　穴から放送室の中を見る。教室と同じくらいの広さの部屋。窓に面した一番奥の壁に、夏休み中に入れ換えたばかりの放送機器が設置されている。その放送機器をコントロールするＰＣパソコンが、何台も机に置かれてあった。

　ＰＣの前に驚いた顔で振りかえる弓削がいた。ディスプレイには放送用のコンソール画面が映しだされていた。

　割れたガラスの穴から手を中へ入れる。鍵かぎをひねって、扉を開けた。

「弓削、早まんなよ！」

　錦にしき織おりは放送室の中へ入った。

「すと――――っぷ！」

　弓削が叫んだ。錦織は言われた動きを止めた。

「にしぽん、動いちゃダメだよ。今、あたしがクリックしたら、にしぽんとかぐやんの声が録音されたデータが、紫し苑おん高校の全スピーカーから再生される」

　弓削がキーボードに手をかけたまま立ちあがった。

（ハッタリ、じゃないのか？）

　錦織は立ち止まったまま、ディスプレイを凝視する。

「データは電算室のマシンに入ってたんだよな。今の短い間に、こっちのマシンにどうやって移したんだ？」

　弓削は無言で、マシン本体の正面のＵＳＢ端子についている記憶媒介を指差した。

「外部メモリーにも入れていたのか」

「いつでも報復発射できるようにと思って」

「核弾頭かよ。ってか、報復じゃないだろ。オレは弓削の秘密をばらしちゃいないぞ」

「でも、にしぽんはあの条件を飲まないって言った」

「飲まなかったら公開するなんて、一言も言ってなかっただろ？」

「うん、そんな約束はしなかった。あたしがそうしたいからするだけ」

　弓削はしゃあしゃあと言う。錦織は唇を噛かむ。

「分かっていると思うが、もし、そっちがそんなことをしたら――」

「あたしの手帳を公開するんだよね？　うん、別にいい。そっちに合わせていただけで、最初からあんまり気にしてはなかったから。やろうと思えば、書いたのは絶対に自分じゃないって言いはればいいし」

「うっ」

「むしろ、誰だれが公開したのかって話になって、それがにしぽんとかかぐやんってことになれば、致命的なのはにしぽんの方。だってテープの内容を聞いた人は、二人が結けつ託たくして、あたしを蹴け落おとそうとしている、って思うもの」

「ううっ」

　錦にしき織おりはそうかもしれない、と思う。

（マズイ……）

　秘密の共有というものは、二人が秘密の価値を同程度に認識していて初めて成り立つ。どちらかが価値無しと判断すれば、その瞬間に抑止力を失う。つまり、今、弓ゆ削げはいつでも錦織の秘密を公開することができる。

「あのさ。弓削」

　錦織は参ったをするように両手を挙げる。

「なーに？」

「どうしたら公開しないでくれるかな？」

「う――ん」

「前に弓削が出した条件を飲めば、止やめてくれるのか？」

「う―――ん。もう、それだけじゃダメ」

　弓削は首を振った。

「じゃあどうすればいい？」

「かぐやんの告白を断って、もう二度と一緒に遊ばないなら、止めてもいい」

「いや、別に普段から遊んでいるわけじゃないんだが」

「似たようなもんじゃん」

　弓削はツーンと唇を尖とがらせた。

「オレが輝夜かぐやと一緒に活動しなかったら、今度は輝夜に握られた秘密を明かされてしまう」

「それはそっちの事情。あたしは知らない。かぐやんから手帳を取り返すなりなんなりすればいいと思う」

「前にも言ったが、もう、それはしない」

「だったら諦あきらめるしかないよっ！」

　弓削はイライラするように、エンターキーに置かれた指をその上で動かした。

「ってかさ。なんでそんなに輝夜にこだわるわけ？　なんか理由でもあるのか？」

「別に……」

「別にってなんだよっ」

「にしぽんがどうしたら公開しないかって聞くから、それに答えただけ。で、今、あたしが出した条件。飲むの、飲まないの？」

「ぐっ」

　錦織はのけぞるように顔を引く。

「むしろ」

　弓削は錦織をジッと見つめた。

「どうしてにしぽんは、条件を飲めないの？　にしぽんが困ることないよね。手帳を取り返して告白を断るのが、どうしてそんなに難しいこと？」

「いやっ、それは」

「それは？」

　錦にしき織おりはゴクリと生なま唾つばを飲みこんだ。下を向いて、小さく息を吸いこむ。

「輝夜かぐやと一緒にいたいからだ」

　静かに言った。

「告白を断りたくないのは、本当は断りたくないから」

　なに言ってんだオレ、と錦織は思っていた。弓ゆ削げの質問にどうして馬ば鹿か正しよう直じきに答えているのか。まだ誰だれにも言っていない、ついさっき気がついたことなのに。

　恐らく理由は、輝夜と出会って以来、ずっと続いている胸の中に溜たまっているモヤモヤっとした感情を外へ吐き出したかったからだ。

「…………」

　弓削がどんな顔をしているのか気になって、錦織は顔を上げた。弓削は目を大きくしたまま固まっていた。

「つまり」

　ポツリと言った。

「にしぽんは、かぐやんのことが好きなんだ」

「いや、まだそこまでは。はっきりとした気持ちになってるわけじゃない」

　錦織は首を振りながら、「今は」と付け加えた。

「ふ――ん、今は、かあ」

「ああ」

　錦織は頷うなずきながら、さりげなく視線を弓削の前のパソコンへ向けた。

　ディスプレイに映った放送用ソフト。マウスカーソルは確かに「再生」を示す三角マークの上に置かれている。マウスクリック一つで放送が始まるのは脅おどしではないだろう。全校に秘密基地での会話が流され、錦織は破滅する。

（ここはフリでもいいから条件を飲んだことにした方がいいんだけど）

　なぜか、フリでもそんなことは言いたくない。今はそんな気持ちだった。

（珍しいな。オレが感情を優先させるなんて）

　錦織はフッと笑う。常に沈着冷静。どんな時でもベターな方をとるのが信条。だがなぜか輝夜のことになるとそれが守れなくなる。

（なんとか、パソコンの電源を落とす方法はないか）

　一番手っ取り早いのは電源を抜くことだ。だが、錦織のいる場所から放送機材まで、教室の端から端くらいはある。その間に弓削はマウスクリック可能だろう。

　出だし部分だけは再生覚悟で突撃して、強引に電源を切る手もある。だが、抵抗されれば力ずくということになる。そうなれば弓削との関係は修復不可能。たとえ、この場での再生を阻止できたとしても、必ず復ふく讐しゆうされてしまう。

「まあ、ちょっと冷静になろうぜ」

　錦にしき織おりは手を挙げながら、お尻に回した右手でポケットから携帯電話を出した。

　背中の後ろに隠したままメール作成画面を開く。

　頭の中に画面を浮かべながら、メールの新規作成、あて先指定、電話帳を選んで行く。

（輝夜かぐやはカ行の三番目、六りく道どうはラ行――）

　百件近くある電話帳内のアドレスから、記憶だけで輝夜、六道、米よね倉くらのアドレスを選択。メールのあて先に設定する。

「お互いに秘密を暴露しあってお互い不幸になるなんて、不毛なことだって思わないか？」

　弓ゆ削げの注意を引きながら、錦織は背中でメールの本文を打つ。

『ホウソウシツノ　シュウチュウデンゲンブレイカー　オトセ』

　短くそう書いた。少なくともそう書いた気にはなっている。実際の文面を確認することはできない。正月の「福笑い」をしているような気分だ。

　送信ボタンを押す。

　文面が正しく書けていて三人に届いていれば、誰だれかが電源を落とすはず。

（特に米倉なら集中電源の場所を知っているはずだ）

　ブレイカーは棟と階ごとに、決められた場所にある。クラス委員の仕事で教室の電源を落としたことがあった。

　問題は時間。なんとか時間を稼がないと。

「不幸になるのは二人じゃない。にしぽんが困ることになるだけ」

「ホントにそうかな？　弓削は手帳を公開されていいのか？」

「だからそれはさっきも言った。あたしは痛くも痒かゆくもないんだから」

　弓削が呆あきれたように腰に手を当てる。

「実は……」

　錦織は声を絞った。

「輝夜は弓削のもっと凄すごい秘密を掴つかんでいる。もし、そっちがあの録音を公開したら、そっちも公開する」

「今度はハッタリ？　かなり苦しいよ」

　そう答えながら、一瞬、弓削がドキリとした表情になったのを錦織は見逃さなかった。

「いや。ハッタリじゃない」

　錦織は強こわ張ばった顔で、コメカミに汗を浮かべながら言う。苦しかろうが、今は時間を稼ぐしかないのだ。





　一方、同じ頃ころ、錦織と別れて弓削を捜していた六道と米倉は、一年Ａ組の教室前の廊下で落ち合っていた。

　六りく道どうが、弓ゆ削げを発見できなかったことを錦にしき織おりに連絡しようとした時、ほとんど同じタイミングで二人の携帯電話が鳴った。錦織からのメールだ。

「電源を落とせって。どういうことかな？」

「さあ。でも恐らく錦織くんと弓削さんが放送室にいることは確かでしょうね」

「じゃあ、そこの電源を落とせって錦織くんが言ってるってことは……？」

　二人はハッとしたように顔を見合わせる。

「かなめ、急ぎましょう」

「うん」

　二人は頷うなずき合あうと、階段に向かって走り出した。





「だったらその秘密も公開してもらっていい」

「いいのか？　本当に聞かなくて。後で困ったことになるかもしれないぞ」

　放送室では、まだ錦織がハッタリで時間を稼ごうとしていた。

「困ったことになってもいいよ。公開してかまわないもん」

　弓削はいじけたように、プイッと顔を横に向けた。

（さすがにこれ以上、嘘うそで時間を稼ぐのは無理だ）

　錦織は壁の時計をチラッと見た。メールを送ってから三分の時間が経たっていた。これほど長く感じた三分は初めてだ。

「これ以上の話し合いは無意味だと思う。そろそろ時間だよ、にしぽん」

　弓削が寂しげに目を細める。キーボードに置かれた弓削の指がゆっくりと動く。錦織にはそれが死刑執行人の刃のように思えた。

　その時、後ろで扉の開く音がした。

（六道か、弓削か？）

　錦織は振りかえる。そしてゲッソリとした顔になった。

「おいっ、ハラグロ。こんな所になんの用だ？」

　立っていたのは輝夜かぐやだ。不機嫌そうな顔で首を傾かしげていた。

（アホ――。ここに来いなんて誰だれが言った！　オレは電源を落とせってメールしたんだ）

　胸の中で叫ぶ。この状況での輝夜の登場は炎にこってりラードを注ぐようなものだ。

　再び弓削の方に振りかえる。彼女は背筋の凍りつくような怖い笑顔を浮かべていた。

「じゃあ、にしぽん、ばいばい。かぐやんとお幸せに」

　マウスボタンにかかった、弓削の指が動く。

（まだか、米よね倉くら――!?）

　錦織が胸の中で叫ぶ。

　刹せつ那な。

　バチン――。

　一斉に天井の照明が消えた。

（やった）

　放送室の集中電源が切られたのだ。

　だが――。

　光源がブラインドのすきまからの明かりのみとなった薄暗くなった部屋で、弓ゆ削げの前のディスプレイは煌こう々こうとした光を保っていた。放送機器にも緑や赤のＬＥＤが瞬またたいてる。

「なんでだ!?」

　錦にしき織おりは放送機器の電源ケーブルの繋つながったマシンラックに置かれた装置を見やる。『ＡＰＣ』と書かれた文字。「無停電電源装置」のメイカーだ。

　錦織は舌打ちする。放送関係の機器は、緊急時も放送可能なように停電時にバッテリー駆動に切り替わる物が多いのだ。

「よく分からないけど――」

　ＰＣパソコンのディスプレイの明かりに照らされた弓削が、唇の下に指を当てていた。

「とりあえず、ぽちっとな」

　弓削の指がマウスの左ボタンを押そうとする。

　同時に錦織は動いた。

　０・０１秒。それが錦織が、もがくことに許された時間だ。

　ビットデータとなった音声データが、ＬＡＮの回線を通じて放送機器に送信される。その間が０・０１秒。走ろうとも指先に力を入れるまでで消費されてしまうくらい短い時間。

　弓削の指がマウスを押すのが、しっかり見ることができた。指圧が、ボタンをストロークする。

　０・００５秒の時――、錦織は頭の中で叫んだ。

（止まれ――）

　その瞬間、何かが破裂した。

　机の上に置かれたアメリカ製のデスクトップのＰＣ。毎分１２００回の回転数で回る電源ファン。それから爆発音が上がった。

「な、なんだ」

　錦織は足を止めた。

　ＰＣの目の前にいた弓削が悲鳴を上げた。耳を両手で押さえてしゃがみこむ。

　ラックに並べられた放送機器から、立て続けに似たような爆発音が起こる。裏側の電源ユニットから、炎が火炎放射器のように噴き出していた。

　振りかえって輝夜かぐやを見た。輝夜も驚いたように目を大きく開いていた。

（また、なのか？）

　だが、いつもと何かが違う。寸すん刻こく前、輝夜は気を高ぶらせていただろうか。

「ハラグロ！」

　輝夜が鋭い声と共に指差した。弓削の近くで炎を吐いていた放送機器が設置されたラックが、倒れようとしていた。

　派手な音を上げて、弓ゆ削げがしゃがんでいたすぐ横にラックが倒れた。ラックから噴き出す炎が、可燃物を探すように弓削に向かって伸びる。

　ボワッと、弓削のトレードマークである、改造制服に火の粉がかかっていた。フリルがチリチリと燃え始める。

　放送室に弓削の悲鳴が響き渡った。

「弓削！」

　錦にしき織おりは弓削に向かって走った。滑りこむように弓削の横に腰を下ろし、弓削の肩に手をかける。破るようにジャケットを脱がすと、壁に向かって叩たたきつけた。

　火災報知機が鳴り響き、スプリンクラーから水が噴射される。機器やブレザーの火はたちどころに勢いを弱め、白い煙を上げて消えた。

「弓削、大丈夫か！」

　錦織は放心状態の弓削を立ちあがらせた。手を引いて入口の近くまで連れていき、肩を持って体を揺らした。

「おいっ、弓削！」

　大きく叫ぶ。

　白のブラウス姿になった弓削の体がブルッと震えた。次第に瞳ひとみに生せい気きが戻る。

「に、にしぽん――？」

　弓削は不思議そうな声を出した。水浸しになった真っ黒焦げの放送機器へ目をやると、放心している間の状況を理解したのか、驚いたように目を見開いた。

「にしぽんが助けてくれたの？」

「いや、助けたっつーか、まあ、助けた感じかな」

「……。あ、ありがと」

　弓削は照れたように頬ほおを染めながら言う。

　錦織は心の中で「えっ」と思う。弓削が素直に感謝の気持ちを口にしたことが、意外だった。





　やがて、スプリンクラーの放水が止まる。電源から噴き出していた炎は完全に消え、白い煙だけが部屋の中でゆらゆらと揺れていた。

「あーあ。真っ黒焦げになっちゃった」

　錦織が肩を離すと、弓削は白い煙を上げているパソコンと放送機器に近づいた。黒ずんで恐らく使用不能になったＵＳＢメモリーを抜き取っていた。

「ええっとさ、あのさ」

　錦織は穏やかな表情を浮かべて、弓削を見つめた。

「こんな状況になったからって言うわけじゃないけどさ。秘密の公開についてもうちょっとお互い、ゆっくり話しあわないか？　弓ゆ削げだってそうは言ってもホントは手帳の公開、されたくないんだろ？」

「錦にしき織おりくん……」

　弓削は涙で潤んだ瞳ひとみを錦織に向けていたが、

「ダメぽっ！」

　手でバッテンを作った。

「ダメぽって、おま」

「それとこれとはベツだよーん」

「よ――んっ、て。普通、今のは和解するような状況だろ？」

　錦織は頭を抱える。助けた代わりに秘密の公開は止やめる、と言ってもらえると思っていたが甘かった。

「ハラグロ、何がどうなっているんだ？　状況を伝えろ」

　扉の前にいた輝夜かぐやが近づいてきた。

「あ―――ちょっと待っていてくれ」

　火災報知機の音が急に止まり、入口の扉から六りく道どうと米よね倉くらが現れた。

「ど、どうしちゃったの？」

　放送室の惨状に六道が目を丸くしていた。

「報知機は止めておきました。先生たちが来ると大変ですから」

「さすが米倉」

　親指を立てると、米倉が照れくさそうな顔をした。

「それで、何がどうなったのですか？」

　米倉は弓ゆ削げと錦にしき織おりを見比べた。同じように、輝夜と六道も弓削へ視線をやっている。

「四対一。なんだか不利だなあ」

　そう言いながら、弓削の目は笑っている。

　錦織は輝夜たちを見ながら、肩をすくめた。

「簡単に説明すると、弓削はオレたちの秘密基地での会話を全校生徒に発信しようとしていたが、放送機器が火を噴いたお陰で助かった。オレは身を挺ていして炎に包まれた弓削を助けたが、彼女のオレを破滅に追いこむ意思に変わりはないのだった。ちゃんちゃん」

　錦織は両手を広げた。

「付け加えると、オレたちが持っている弓削の秘密手帳は、公開されてもちっとも怖くないとのことだ」

「ふむ、なるほどな」

　輝夜は威厳たっぷりに頷うなずいた。

「つまり、弓削はいつでも錦織の秘密を公開できるということか」

「そういうこった。だからオレはなんとか公開しないよう弓削にお願いするつもりだ」

「お願いする？　そんな手ぬるいことでどうする」

　輝夜かぐやが鼻を鳴らした。

「弓ゆ削げは最重要危険人物だ。こうなったからには、弓削には『消えて』もらうしかない」

「ハッ？」

　輝夜以外の全員がポカンと口を開けた。

「あの、輝夜？　消えてもらうってどういう？」

「言葉通りだ。消えてもらう。この世から抹消する。弓削が例のテープを公開すれば、錦にしき織おりの社会的地位は失しつ墜つい。錦織は廃はい人じんになることが予想される」

「廃人かよ」

「そうなれば生徒会を支配できないだけでなく、新世界構築という偉業の成功を甚はなはだしく遅ち延えんさせる。阻止するためには、張本人に消えてもらうしかない」

　輝夜は弓削を指差す。冗談を言っている顔には見えなかった。

「いや、だからって……。消えてもらうって……」

「ハラグロ。お前、血を一滴も流さずに偉業を成し遂げるつもりだったのか？」

　輝夜がギロリと目を動かす。

「そんなジレンマ、考えたこともなかったよ！」

「閣かつ下か！」

　米よね倉くらが進み出た。

「このようなことで血を流すのは、避けられた方がよいと私は思います」

「さすが米倉。閣かつ下かに教えてやってくれ。常識ってヤツを」

「偉業が穢けがれてしまいます」

「ハッ？」

「ならばどうするのだ？」

「拉ら致ちです。女の子一人を匿かくまう場所ならいくらでもあります。錦織くんが卒業するまでの間、彼女を監禁しておけばいいでしょう」

「米倉……」

　口の端を引ひき攣つらせる錦織の横で、米倉は目の辺りに暗い影を落として笑っていた。

「そうか、監禁か。その手があったか」

「お前もなに納得してんだよ」

「消えてもらうにしろ拉致するにせよ、ターゲットを確保することに変わりはないようだな」

　輝夜は弓削の方を向いたまま不敵に笑った。

「ええっと、その？」

　弓削が引き攣った笑いを浮かべながら後ずさる。

「冗談、だよね？　脅おどしているだけだよね？」

　救いを求めるような目で錦織を見る。

「いや……、オレは一度本当に拉致されたこと、あるから」

「ほんとに!?」

　弓ゆ削げは顔を真まっ青さおにした。

「よく考えてみれば、最初からこうしておけばよかったな」

　輝夜かぐやは後ずさる弓削に一歩近づく。糸のように細めた目。微笑を湛たたえた口が異様な怖さを放っていた。

「こないで」

　弓削は化け物にでも襲われたような目をしながら、後ずさっていく。それを輝夜は無言で追いかけていく。

「こないでったら！」

　弓削は回れ右をして走り出す

　輝夜が追う。獲物を見つけた猛もう禽きんの動きで素早く追いつき、鉤かぎヅメのような鋭い手で弓削の腕をつかもうとした。

「逮捕だ！」

　輝夜が意味不明なことを叫んだ時、逃れようとした弓削の足がスプリンクラーの水の水みず溜たまりでツルンと滑った。

「あうっ」

　可愛かわいい悲鳴を上げて、前につんのめるようにドテッと転げた。

　一緒に、弓削の手を掴つかんでいた輝夜も、引っ張られるように転倒する。腹はら這ばいになった弓削のスカートの中に頭を突っこむ格好で床に激突した。

「閣かつ下か！」

　錦にしき織おりたちは駆けつける。

「もう、最悪。いたいー」

　弓削は床の上にペタンと女の子座りをして、ぶつけたらしい頭を両手で押さえた。スカートから頭を出した輝夜は、弓削の腕を持ったまま愕がく然ぜんとした表情をしていた。

「弓削、お前」

　カッと見開いた目で、弓削を見つめた。それから、一瞬前まで頭を突っこんでいた弓削のスカートに顔を近づけると、おもむろにその中に手を入れる。

「あん」

　弓削が色っぽい声を上げる。輝夜がスカートの中に入れた手をモゾモゾと動かす。

「か、閣下が頭を打ったショックで痴ち漢かんいや痴女になったー！」

　六りく道どうが悲鳴を上げる。錦織と米よね倉くらも、口を開けて輝夜の行動を見守った。

　輝夜がスカートから出した手で、弓削を指差した。

「お、お前――」

　輝夜は体を戦慄わななかせる。一方の弓削は悪わる巧だくみのばれた幼い子供のような顔をしていた。

　輝夜がゆっくりと弓削に近づく。突然、ガッとチェック柄のスカートを掴つかんだ。

「閣下、まさかっ！」

　止めようと叫んだ時には、既に遅く、輝夜かぐやは弓ゆ削げのスカートを引っ張りおろしていた。錦にしき織おりが目を閉じるよりも先に、スカートの中身が現れる。

　パンツが現れた。弓削が言うところの汚けがれを知らない純白のパンツ。レースが沢山施された可愛かわいいデザインだ。

　ジェントルマンとして反射的に顔を背そむけるところだが、錦織は純白パンツを凝視してしまった。

　目が点になった。六道も、米倉も、引ひき攣つった顔をしていた。

　輝夜がゆっくりと下ろしたスカートを引っ張り上げて、下半身はすぐに隠された。だが、弓削のパンツの状況を確認するには十分な時間があった。

　股こ間かん部分が不自然なくらい、盛り上がっていたのだ。モッコリと。

「ええっと、これはね。ちょっとした事情があって――」

　弓削は相変わらずバツの悪い笑いを浮かべていた。

「詳しい話は基地の方で聞かせてもらおう」

「はい、旦だん那な」

　輝夜が弓削を連れていこうとする。

「ちょっと待て！」

　錦織は首をブルンブルンと振った。

「つまりどういうことなんだ。オレの混乱した頭の代わりに教えてくれ、六りく道どう、米よね倉くら！」

「いや、えっとその。そのままなんじゃ、ないかな？」

「ええ、そういうことなんでしょう」

　六道と米倉が残念そうに頷うなずき合あっていた。

「いや、なんで二人とも冷静に受け入れてるの？　もっと混乱しようよ」

「そう言われても……」

「事実は事実ですから」

「いや、でもさっ」

　錦織は弓削を見た。

　まさかそんな。

　弓削が。こんな可愛かわいい子が。



　男だったなんて。



「今まで黙っていてごめんね、にしぽん」

　弓削は手を合わせてウインクする。

「いや、今までって、あの、その」

　錦織の頭の中を、弓削と一緒にいた時間、主に幼稚園時代の記憶が駆け抜ける。一緒に登ったジャングルジム。お遊ゆう戯ぎの時間のダンス。どきどきしながら手を繋つないだ時のこと。間違い無く、錦にしき織おりの初恋の相手。

　その相手が、男だったなんて。

「なっ、なっ、なっ、なっ、なっ、なっ、なっなっ、なっ、なっなっ、なっ、なっ」

　錦織は天井に向かって、両りよう拳こぶしを突き上げた。

　力の限り叫ぶ。



「なんじゃそりゃ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――！」



    

  
    
      



    

  
    
      


エピローグ





　多くの事件のあった金曜日から、週末を挟んで数日経たったある日の放課後――。

　生物資料室奥にある秘密基地に、錦にしき織おり、六りく道どう、米よね倉くら、そして弓ゆ削げの姿があった。

　錦織以外の三人が中央の机を囲み、錦織はちょっと離れた場所で壁に向かってブツブツとプリントを読んでいる。

「へえ。じゃあ、もうずっと女の子として育てられてきたんだ」

「うん、小学校に上がるまではずっと。その後、一度、男の子をやってた時もあるんだけど、やっぱり気持ちは女の子だから。ここ八年くらいはずっと女の子をやってるよ」

「へえ――」

「それは大変ですね」

　三人は仲の良さそうな感じで話している。雰囲気は完全にガールズトーク。それを時々横目で見ながら、錦織は不機嫌そうに鼻を鳴らしていた。

「そうは言っても、やっぱり体は男の子だから。着替える時は、こっそり一人で着替えてたりしてるんだお」

「そっか。だから体育の授業の時とか、いつもちょっと遅れてきてたんだ」

「そうだよん」

　弓削はコロコロと笑った。

「ねえねえ、錦織くんもそんなところでブツブツやってないで、こっちにきなよ。みっちーの面白い話、聞けるよー」

「いや、おれはいい。今、最終演説会の原稿読みしてるから」

「いいじゃん、そんなのいつでも」

「オレは、あんま話したくない」

「なんで？」

「だって、オレは男おとこ女おんなは嫌いだから」

　錦織はムスッと唇を結んだ。

「わ―――、差別だ！」

「あのなあ。オレは別に偏見はない。そういう仕組みの体の人だっているしな。でも弓削はずっと隠していた。それが許せない」

「そう？　別にいいじゃん」

　六道はケラケラと笑う。

「お前たちよくそんなこと言えるな。弓削は男なんだぞ、生物的には完かん璧ぺきに」

「可愛かわいいんだからいいんだよ」

「なんだよ。どういう理屈だよ」

　錦にしき織おりはブンブンと首を振る。

「女の格好をしている点はとりあえず置いておいてもだな、つい最近までオレたちの最大の敵だった人間と、一緒に仲良く話せるわけがない」

「そう？」

「そうだよ！　性別詐さ称しようという秘密が判明したから助かったけど、そうじゃなかったら今いま頃ごろ、あの録音テープを公開されて、オレは学校中から総スカンだったんだぜ」

「はあ、そうだったかもねえ」

「だったかねえ、っておまえな」

　錦織は自分の髪をグチャグチャと掻かき毟むしった。

「まあ、なんにしたって、少なくとも選挙が終わるまでは、オレは弓ゆ削げと仲良くするつもりはないからな」

「そのことなんだけど」

　弓削が何か言いかけた時――。

　扉が開いて輝夜かぐやが現れた。

「支持率の最終調査結果がでたぞ」

　机の上に置かれた学校新聞に集まる六りく道どうたちを放ほうって、錦織は最終演説の原稿を読む。

「どうしたハラグロ。興味ないのか？」

「討論会で何も話せなかったオレの支持率が改善しているわけないからな」

「あれ？」

　錦織の言葉を遮るように、六道が驚きの声を出した。

「錦織くん、支持率、みっちーより上だよ」

「えっ？」

　錦織は机に詰め寄り、横から新聞をのぞきこんだ。六道の言葉通り、錦織の支持率が弓削に勝まさっていた。それもかなりの差だ。

「いや、でも、なんで？」

「理由なら知ってるよー」

　弓削が手を挙げた

「あの突風騒ぎの時、にしぽんがパニックをすぐに収めたよね。あれを見て、やっぱり生徒会はしっかりしてないといけないって、みんな思ったみたい。それで真面目まじめそうなにしぽんの人気が一気にあがったんだ」

「なるほど。そうか、そういうことかっ！」

　錦織はパチンと指を鳴らした。

「ふふふ、はははははははは。やはり最終的には本物が勝つ、そういうことか」

　高笑いしながら、弓削に向かって会心の笑みを飛ばす。

「ちょっと前までイジけてた癖くせに」

　六りく道どうがボソッと呟つぶやく。

「それより弓ゆ削げさん」

　米よね倉くらが驚いた顔で新聞の記事の一部を指差した。

「ここに弓削さんが立候補を取り下げる、と書いてあるんですが本当ですか？」

「はっ？」

　錦にしき織おりも記事を読む。確かに弓削満月みちるが立候補を取りやめた旨むねが、書かれてあった。

「うん、そだよ」

「ど、どうして？　男子であることが六道たちにばれたから？」

「それもあるけど、この前、今の生徒会長さんと議論して、なんだか疲れちゃったから。生徒会に入って改革しようとしても、会長さんは口を出してきそうだし、他ほかのメンバーも抵抗勢力になりそうだし」

「それはそうかな」

　錦織は腕を組む。生徒会に入ることができても、半数以上が今、現生徒会の副執行員だ。簡単にはいかないだろう。

「まあ、そういうこともあって、生徒会立候補を取りやめました。今日からは普通のアイドルとして頑張っていきます」

「普通のアイドル、な」

　男であることを隠していて普通もないだろ、と思ったが、黙っておいた。

「でも、ってことは」

　六道がハッとしたように錦織を見る。

「錦織くんの生徒会入りは濃厚ですね」

　錦織はまだ信じられないという表情をしながらも、グッと右手を握り締めた。

「うむ、これで高校制圧の橋きよう頭と堡うほを生徒会内に作ることができる。ハラグロ、速すみやかに生徒会を制圧するんだぞ」

「へいへい」

「とりあえず生徒会内へ秘密基地を引越しさせるから、場所を確保しておけ」

「引越しって、まさか生徒会室内に？」

「言ったのは初めてではないはずだ。この基地も手狭になってきたし、場所の秘ひ匿とく性も危うくなりつつある。今のうちに引越ししておけば、後に憂いもなさそうだ」

「そりゃそうかもしれないが……」

　あの煉れん瓦が造りの、生徒会室の入っている建物に、そんなスペースがあるのだろうか。あったとしても、どうやってこっそり確保するのか。考えただけで今から頭が痛くなる。

「ってか、秘密基地の場所の秘匿性がどうこう言っときながら、部外者の前で引越し先をペラペラ喋しやべるのはどうなんだ」

　錦織は弓削をチラチラと見た。

「ああ、“〝アイドルマスター”〟のことならもう心配はない」

「“〝アイドルマスター”〟？　ってなんだ？」

「知らないの？　みっちーのコードネームだよ」

「知らないよ！　いつの間にあだ名を付け合うくらい仲良しさんになってたんだ!?」

　錦にしき織おりは驚いた顔で弓ゆ削げを見た。弓削は指でＶサインを作っている。

「“〝アイドルマスター”〟はその優秀な諜ちよう報ほう能力を買って、『新世界構築活動』の準メンバーにすることにした。直接、我々の活動に参加することはないが活動協力をしてもらう」

「そういうことだから。以後、よろしく」

　弓削は錦織に向かってニッコリ笑って手を差し出す。いつものアイドル笑いとは違う、少し綻ほころびのある笑み。だがそっちの方が自然で可愛かわいいと錦織は思う。

「っま、閣かつ下かが決めたことなら、別にオレはいいけどな」

　錦織は肩をすくめ、弓削の手を握り返す。華きや奢しやな体の割に意外なほどの握力の手。今ならその理由が分かる。

「閣下、これからも秘密基地は自由に使ってもいいですか。衣装の着替えとか、結構、場所がなくて困ってたんだお」

「まあよかろう。作戦活動中でなければ、自由に使ってもらってもかまわん」

「わ―――い」

「私物とか、適当に空いてるスペースに置いておけばいいよ。六りく道どうも水着とか折りたたみ傘とか、置いてるんだ」

「りょうかーい」

　弓削は嬉うれしそうに手を合わせると、秘密基地の中をグルグルと回り始めた。

　錦織は「物置代わりかよ」とツッコミを入れると、また最終演説の原稿を持って壁に向かう。弓削が立候補を取り下げても、最終演説はあるのだ。

　――と、

「あ、これ、にしぽんのアルバム？」

　弓削が、机の上に出しっぱなしになった錦織のアルバムを手に取った。

「そだよ。錦織くんが選挙ポスター用に家から持ってきたんだ」

「へえ」

　弓削はアルバムをパラパラとめくり始める。

「それ、可愛いでしょう。錦織くんの幼稚園時代だって」

「うん。可愛い」

「可愛いですよね」

「ほう。まだ腹が白そうな顔をしておるな」

「…………」

　アルバムを見始めた女の子たちを無視して、錦織は壁に向かって原稿を読み続ける。

「あ、この子、あたしだよ―――♪」

　弓削が嬉しそうに叫んだ。

「しまっ!!」

　錦にしき織おりは顔を真まっ青さおにした。

「えっ？　なんでみっちーが錦織くんと一緒に写ってるの？　それもすごく仲良さそうだし。幼稚園の時、友達だったの？」

　六りく道どうが驚いた表情をした。

「いや、えっと、それはだな」

「友達だったっていうか、つきあってました！」

　弓ゆ削げは近づいてきて、ギュッと錦織の腕に腕を回した。

「なんだ、ハラグロ、そうだったのか」

「ええ―――――、そうなの!?」

「まあ」

　女の子たちの視線が錦織に集中する。

「いや、その、ええっと」

　錦織は顔中に汗を浮かべながら、口の端をピクピクと引ひき攣つらせた。

「どういうことなんだ、ハラグロ。説明しろ」

「錦織くん、ホントなの？」

「どうして今まで黙っていたんですか？」

　輝夜かぐや、六道、米よね倉くらが詰め寄ってくる。

「そういえば、にしぽん、あたしのこと、みんなに話してなかったね」

「……」

　カラカラと笑う弓削を、恨めしそうな目で見る。

「ハラグロ、黙ってないで説明しないか」

「幼稚園ってことは、もしかして錦織くんの初恋の相手がみっちーってこと？」

「そうなんですか？」

「ノーコメント！」

　錦織は飛んでくる質問から逃れるように、両手で耳を塞ふさぐ。

「そっとしておいてくれ！　オレに初恋なんてなかったんだ！　あ――、あ――」

　悲痛の叫び声を上げる。

「なるほど。どうしても説明しないというなら、私にも考えがある」

「閣かつ下か、ペチペチ棒ならここに」

「ご苦労」

　輝夜は口元にサディスティックな笑いを浮かべると、六道に渡された手の形をした棒を錦織へ近づけてきた。

「精神的暴力反対！　ダメ、ゼッタイ！」

　錦織は逃れようとしたが、弓削に腕をギュッとホールドされたままのせいで動けない。

「ハラグロ、覚悟はいいか」

「勘弁してくれ――――っ!!」

　秘密基地に錦にしき織おりの悲鳴が響き渡る。

　ある晴れた秋の午後のことだった。



　一週間後、錦織は第四十九代生徒会執行員に選出された。



    

  
    
      


あとがき





　お久しぶり、月つき見み草そう平へいです。魔ま王お式しき６巻でございます。

　今回は久々に新キャラクターが登場するお話。みっちーこと弓ゆ削げ満月みちるは、絵師のみもりん（深み森もり）先生、担当のひろぽんさまと喫茶店で打ち合わせしている間に生まれました。

　三巻くらいから構想はあったのですがなかなか出すチャンスがなく、今回ようやくお披露目ということに。人気キャラになってくれたらいいなあ、と思っております。

　人気と言えば、魔王式シリーズで一番人気のキャラは誰だれか？　アンケートの結果的には輝夜かぐやがトップ。タイトルにもなっているヒロインですから当然といえば当然なのですが、ちょっと意外な気も。というのも自分の周囲には、六りく道どう好きがやけに多いのです。

　謝辞です。みもりん先生、今回もかわいい絵をありがとう。みっちー、かわゆいです。担当のひろぽんさま、たくさんの助言、ありがとうございます。校正さま、編集長さまにも迷惑をかけまくって申し訳ございません。精しよう進じんいたします。

　最後に、このシリーズを支えてくださっている読者の皆さんに大大大感謝を。

月見　草平

　もう一つ！　月見の前のシリーズ『姫ひめ宮みやさんの中の人』の漫画がコミックガムで連載中です。絵は黒くろ川かわいづみ先生。こちらもよろしく！



    

  
    
      



    

  
    
      

　著者

　月見草平（つきみ・そうへい）

　　５月10日生まれ。

　『魔法鍵師カルナの冒険』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。

　　著作に『魔法鍵師カルナの冒険』シリーズ、『桜乃きらほ』シリーズ、『姫宮さんの中の人』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など。



　イラスト

　水沢深森（みずさわ・みもり）

　　９月１日生まれのゲーム原画家、イラストレーター。

　　原画担当に『しゅぷれ～むキャンディ』など。好物は金髪・ツンデレ。

　　公式ＨＰ『ｃｏｃｏｔｔｏ』

　　http://www.rose.ne.jp/~cocotto/
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